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殲せん滅めつ！　謎なぞの寄き生せい生せい物ぶつ！



　あとがき




    

  
    
      
        獅し子しの試練を乗り越こえて［前編］



      

    

  
    
      

　音は左の方から聞こえた。

「ぅわあああぁぁぁぁっ！」

　草の葉木の葉をかきわけて、街かい道どうの左、森のしげみから飛び出して来たのは一人の青年だった。

　彼はそのままあたしの目の前を横切り、なにやら悲鳴を上げながら、右のしげみへと突つっ込こんで行き。

　そのあとを。

　追って、五、六匹ぴきのゴブリンたちが駆かけて来て。

　ゴブリンというのは、低い知ち能のうをもったヒトガタの害がい獣じゆうみたいなもん──って、それはともかく。

「爆裂陣メガ・ブランド。」



　ごどばぁぁぁぁん！



　あたしのぶっ放した攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発は、通りすがりのゴブリンたちを、いともたやすく吹ふっ飛ばしたのだった。



「おかげで助かったよ。感かん謝しやする」

　ゴブリンに追っかけられていた青年は、言って深々と頭を下げたのだった。

　としの頃ころは二は十た歳ち前後か。短く黒い髪かみをした、なかなかのハンサムだった。

　なんでゴブリンなんかに追っかけられていたのかは知らないが、事じ情じようを聞いて巻まき込まれるのもヤである。

　とりあえず今、重要なのは、お礼の気持ちを現げん金きんで示しめしてくれるかどーかということ……なのだが、男の薄うす汚よごれた旅の身なりを見るかぎり、そちらの方は期待できそうにない。

「や。まあ気にしないで」

　ぱたぱた手を振ふるあたしに、男は、吹っ飛んだゴブリンたちの方にちらりと目をやってから、

「それにしても。

　よく攻撃呪文が間に合ったな。急に飛び出したゴブリンたちを相手に、呪文を唱えるヒマがあったとは思えないんだが」

「そんなたいしたことじゃないわよ。

　気配がした時、野や盗とうのたぐいかも、って思って、用心のために呪文となえといたの。

　野盗じゃなくてゴブリンだったけど、かまわずぶっ放した、ってだけの話よ」

　あたしの説明に男は一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くして、

「……ああ……なるほど……なるほどなるほど……それは……なるほど……」

　何やら値ね踏ぶみするように、あたしをじろじろ眺ながめつつ、ぶつぶつつぶやいていたが、やがて姿し勢せいを正すと、

「かなり戦い慣なれした人と見たが、よかったら俺おれの話を聞いてもらえないか」

　ほらなんか来た。

「話……ねぇ……」

　素す直なおに気乗りしない声でつぶやくと、男はあわてて、

「いや、旅の護ご衛えいを頼たのめないかっていうことなんだが。もちろんちゃんとお礼はさせてもらう。

　たぶん五、六日ほどの日につ程ていで……お礼は金貨十枚まいでどうかな」

　悪い額がくではないのだが、戦士にして天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースの心を動かすにはちと足りない。

「……料金って状じよう況きようによって変わって来る、って知ってる？」

　言って歩き出すあたし。

　それで断ことわったつもりだったのだが、男はいっしょについて歩きながら、

「確たしかに──

　じゃあまず、事情を説明しよう」

　なんだか勝手に語りはじめる。

「俺の生まれ育ったフィライの町には、ちょっと変わった風習があるんだ。

　結けつ婚こんが決まったら、男は、町から三日──ここからなら二日ほど行った谷にあるアラニアの花を採とってきて、それを花はな嫁よめになる女性の髪に飾かざらなくちゃあならないんだ。

　試練を乗り越こえて男の強さを見せる、って、まあ古くさい風習なんだけどな」

「いやちょっと待てぃっ！」

　説明に、あたしは思わず足を止めてツッコミを入れていた。

「そーゆー試練なんだったらっ！　自力でなんとかしなくちゃ意味ないでしょーがっ！

　なんでそこで他人の力借りよーとしちゃうわけっ!?」

　対する男は苦く笑しようを浮うかべ、

「ああ。誤ご解かいさせたみたいだな。

　実はこの儀ぎ式しき、同じ町の人間が道々妨ぼう害がいをしかけて来ることになってるんだ。

　さっき俺がゴブリンをけしかけられていたのもその一いつ環かんさ」

「えっ!?　あれもっ!?」

　思わず声を上げるあたし。

　ゴブリンを誰だれがどう操あやつってあーゆー状況になったのかは知んないが、あれ、一歩間ま違ちがえると死ぬよーな気がするのだが。

　そのことがわかっているのかどうか。男は気楽そうな笑えみを浮かべたままで、

「その妨害を切り抜ぬけるのが強さなんだが、戦う力だけが強さってわけじゃあない、とされてるんだ。

　知ち恵えや人との絆きずなや財ざい力りよくなんかも、強さだって認みとめられてる。

　でないと、体力に自信のない男は一生結婚できないことになっちまうだろ？

　町を出る時は一人って決まりだけれど、途と中ちゆうで誰かと合流したり、護衛を雇やとったりするのは良しとされているんだ」

「……へー……」

　過か激げきな儀式や風習が、時を経へるにつれて少しずつルールがゆるくなって、なんだか変なものになるというのはままあること──と、昔何かの書物で読んだことはあったが……これもつまりはそのパターンか。

「だからそのために、きみを護衛として雇いたいんだ」

　なるほど。そーゆー事じ情じようか。

　変な風習には、ちょっと興きよう味みがなくもないが……

「──あたしはリナ。リナ＝インバースっていうの」

　名乗りに、彼は、はっ、として、

「噂うわさは聞いたことがあるよ。もしきみがそのリナ＝インバースなら、お礼は二十枚にしよう。前金で五」

「乗った」

　さし出したあたしの右手を彼は握にぎる。

「よろしく頼む。言い遅おくれたけど、俺はレオナルド＝キングスレー。

　レオって呼よんでくれ」

　かくてあたしは、彼の護衛を引き受けることになったのだった。



　夕焼けの色は藍あいへと移うつり始めていて。

　夜もほど近くなった頃ころ。あたしとレオは街かい道どうぞいの町に着き、夜空にせき立てられるように、適てき当とうな宿を探さがしていた。

　藍に染そまった東の空には、気の早い満月が昇のぼりはじめていた。

　と突とつ然ぜん。

「ラビィ！」

　レオははずんだ声を上げ、その場に足を止めていた。

　あたしたちのゆくその先で。

　薄うす闇やみの中。優やさしい笑みを浮かべて佇たたずむのは一人の女じよ性せい。

　としの頃ころは二十歳前後か。高こう価かとは言えないが趣しゆ味みのいい、手入れの行き届とどいた服。うすい金色ブロンドの髪は夕焼けの名残なごりに照らされて。

「来ちゃった」

「ラ……」

　駆かけ出そうとするレオのうしろえりを、あたしは、ぎゅむっ、と掴つかんでおしとどめる。

「何するんだリナさん」

　ムッとして問う彼に、あたしは女から目を離はなさぬまま、

「誰？　あれ？」

「──ああ。彼女はラビィ＝ルクソール。

　俺の結婚相手さ。無事にアラニアの花を採って来たら、だけどな」

「……ふぅん……」

　レオは今度はラビィに向かって、

「ラビィ、こっちはリナさん。

　俺の護衛をしてくれることになった人だ」

「そう。レオのこと、よろしくね」

「わかってます」

　真顔のままでうなずくあたし。

「来てくれてうれしいよラビィ。けどきみをあぶない目に──」

　笑顔で言いつつ歩みを進めようとするレオを、あたしはまたまたおしとどめる。

「どうしたんだリナさん」

　やはりムッとして問う彼に、あたしはあきれた口調で、

「……レオ、彼女が何持ってるか見える？」

「棍こん棒ぼうだけど？」

　さらりと即そく答とう。

　そう。

　宵よい闇やみの中に微笑ほほえみ佇む彼女の手には、牛でも一いち撃げき撲ぼく殺さつできそうなごついこん棒。はっきし言って見た目はコワい。

　あたしは彼女をまっすぐ見すえ、

「で、ラビィさん、聞きたいんだけど。

　あなたはこっち側なの？　それとも──試練を与あたえる側？」

　くすくすと。

　風に流れるは小さな笑い声。

「本当に良かった。

　レオの見つけた護衛の人が優ゆう秀しゆうで」

「──どういうことだ!?」

　ようやく異い状じようを感じてか、レオが声を荒あららげる。

「簡かん単たんなことっ！」

　ラビィは大きく跳とび退すさり、あたしたちと距きよ離りを取ると、

「試練は人を大きくする！　そして試練が困こん難なんであればあるほど人は大きくなれる」

　彼女はこん棒を持っていない方の手を、レオの方へさし出して、

「愛してるわ。レオ。

　だからあなたには、最高の試練を乗り越こえて、最高のひとになってほしいの。

　だからこうして、わたし自身が試練として立ちふさがることにしたの。

　ほら。よく言うじゃない。

　妻つまは夫を千せん尋じんの谷に突つき落とし、這はい上がってきた者のみを自らの夫として認みとめる、って」

「えっ!?　奥おく様さまって百ひやく獣じゆうの王!?」

　あたしのツッコミはもちろん無む視しされて、

「それなら望むところだっ！」

　ムダに力強くこぶしをにぎりしめ、レオは彼女に向かって言い放つ。

「きみを守れる男になるためっ！　俺はどんな試練だって乗り越えてみせるっ！」

「うれしい。あなたならきっとそう言ってくれると思ったわ。

　だから──」

　ラビィは右手をさし上げて、ぱちんっ、と一つ指を鳴らした。

　とたん。

　街がい路ろ樹じゆの、建物の、屋根の陰かげから次々と姿すがたを現あらわすいくつもの影かげ！

　全身をマントで包み、フードを目ま深ぶかにかぶった顔は、闇に沈しずんで全く見えない。

　体たい格かくに多少の差はあれど、男か女かすらもわからぬ、そんな影が合計七つ！

「こ、こいつらはっ……！」

　驚きよう愕がくの声を上げるレオに、ラビィは変わらぬ笑えみのまま、

「そう！　さらなる試練を与えるため、わたしが協力を頼たのんだフィライ最強七奥様！

　要よう請せいあらばアラニアの花の儀ぎ式しきに試練を与える側として現れ、今までに男を挫ざ折せつさせ破は談だんにした事百と五回！

　まさに考え得うる限かぎり最強の試練！」

「……うわぁ……」

　解かい説せつにあたしは思わず呻うめいていた。



    

  
    
      　それはつまり、ヤな性格のヒマな奥様方とゆーことですか……？

　だとしたら、たしかにある意味最悪だけど。

　あたし一人が引いてる中で、影の一つが声を上げた。

「惰だ弱じやくなる男どもを獅し子しへと鍛きたえ上げるには煉れん獄ごくの如ごとき試練を以もつて成すより他に無し！」

　別の影がことばを継ついで、

「我われ等らフィライ最強七奥様、義ぎに拠よって、ラビィ＝ルクソールの夫となるべく選ばれし男、レオナルド＝キングスレーを真の獅子へと変える為ため、アラニアの儀へと参加する！」

「これも一人前の夫となるため！　見事我等の試練を乗り越えてみせよ！」

　奥様方は、今度は一いつ斉せいにあたしの方へと見えない顔を向け、

「其そに控ひかえるがレオナルドが見い出した力、その剣つるぎか」

「見れば小こ娘むすめ。我等が試練を切り捌さばききれるかどうか。不足ならばさらに誰かを頼たよっても良いのだぞ」

「もっとも、ただ数を揃そろえたとて、それで我等の試練を切り抜ぬけられるわけもないが」

「せいぜい力の限りあがくがいい」

『ははははははははははははは！』

　重なり響ひびく七つの笑い！　近くで犬とか吠ほえまくり！

　だがしかしっ！

「笑わせるなっ！」

　挑ちよう発はつに、しかしレオは拳こぶしをにぎりしめ、

「俺はっ！

　ラビィと結婚して朝から晩ばんまで始終イチャイチャしていたいっ！

　そのためにはっ！

　たとえどんな障しよう害がいだろうと乗り越えてみせるっ！」

　まるっきしダメな決意表明に、ラビィは顔を紅あかく染そめ、顔の見えない奥様の一人が、

「ほう……最近の男には珍めずらしい見上げた志こころざしよな」

　えっ!?　プラス評ひよう価かなの今の発言っ！

「それにっ！」

　レオはあたしの方を指し、

「彼女をただの女の子とみくびらないことだっ！

　彼女のフルネームはリナ＝インバース！

　噂うわさに聞いたことがある者もいるだろう！」

　宣せん言げんに、ざわつく顔の見えない七人。

　顔なき影は口々に、

「リナ＝インバース……確たしかにその名は耳にしたことがある」

「盗賊殺しロバーズ・キラーの二つ名を持つ流れの魔ま道どう士し……まさか……この娘が……？」

「落ち着け。リナ＝インバースの名を騙かたっているだけかもしれぬ」

「しかしもし本物ならどうする……噂では常じよう温おんで五日放置した生ガキより危あぶないという話だぞ」

「あ。私、お鍋なべかけっぱなしだった」

「お義か母あさんに買い物頼たのまれてたっけ」

「いけないいけない♪　子こ供ども迎むかえに行かなくちゃ♪」

　影の三つが、ふ、と消えた。

　……………………………………

　ええっと。

　ひょっとして、うち三名、今ので脱だつ落らく？

「見たかっ！」

　なぜか勝利の声を上げるレオ。

「元来奥様方は噂に弱いものっ！　リナさんの噂だけでこの威い力りよくっ！」

「くっ……！」

　影の一つが小さく呻うめき、

「実力は認めよう……リナ＝インバース！

　しかし調子に乗るな！　今の三人は、我われ等ら最強七奥様の中では一番の小こ者もの！」

　いやまあ確かに小者だったけど。つか七人中三人が小者て。それ単なる烏う合ごうの衆しゆうなんじゃないかと思うんだが。

「これから我等が仕し掛かける試練の数々、容易たやすく打ち破やぶれるとは思うなよ！」

　なお尊そん大だいに言い放つ奥様に、あたしは、ひょいっ、と片かた手てをあげて、

「あのー。質しつ問もん」

「ほう。何か？」

「試練に反はん撃げきして、うっかり死人が出てもいーですよね別に？」

　びきりっ、と。

　四つの影が凍こおり付く。

　そろりそろりと顔を見合わせ、

「ミ……ミューデさんの奥おくさん……あの子、今、死人が出る、って言いました……？」

「な……名前で呼よばないでくださるッ!?

　だ……大だい丈じよう夫ぶよ。きっと脅おどし。そう、ただの脅しなんだから」

　もちろんただの脅しだが。

　しかし時としてこの脅しという奴やつ、絶ぜつ大だいな効きき目を発はつ揮きすることがある。

　相手が戦い慣なれしていないシロウトさんならなおのこと。

　今まで試練と称しようして何かをしかけて来た経けい験けんは多々あるのだろうが、反撃されて自分が手て痛いたい目に遭あう可か能のう性せいがある、となれば、動きも決けつ断だんもにぶる。

　うまくすればこの脅しだけで、残る四人を解かい散さんさせることも可能っ！

「……こんなことになるんだったらジョセフィーヌさんにも声をかけておけば……」

「けどたしかあのお宅たくは今、お子さんのことで手て一いつ杯ぱいだって……」

　……今……

　なんか……どこかで聞き覚えのあるヤな名前が出たよーな気もするけど……

　きっと単なるぐーぜん！　と、自分に強く言い聞かせ、あたしは表ひよう情じよう変えぬまま、

「返事は？」

「笑しよう止し！」

　迷まようことなく答えたのは、しかしフードの奥様方ではなく、その前にすっくと立ったラビィだった！

「試練も修しゆ羅らなれば、それを与あたえる者たちもまた修羅！　その程てい度どのことでひるむようなら、歴代の最強七奥様方にとうてい顔向けできません！」

　代々いるんだっ!?　そのイヤな奥様方っ！

「……ま……全くもってその通り！」

　ラビィの口上に、奥様方のうち一人が、

「我等は何も恐おそれはせん！　が！　そんな我等を殺したり傷きずつけたりせずにそっと乗り越こえてみせた方がポイントは高いのでおすすめと知れ！」

　弱気になってる弱気になってる。

　対するあたしはさらりと、

「もちろんそっちのやり口次し第だいでは、こっちも手かげんできなくなるけど」

『………………』

　ふたたび沈ちん黙もくする奥様方。

　よーし。脅しの効き目はじゅーぶん。

　だがその中でラビィだけが、

「もとより承しよう知ち！

　今回はただの挨あい拶さつよ！　アラニアの花を持ち帰るまでが試練と心得て、これからの日々を過すごすといいわ！」

　言うとさらに大きく跳とび退すさり、家の陰かげへと消え隠かくれ。

　その時には。

　あたりにいたはずの奥様方の姿すがたもまた、いずこへともなく消えていた。

「ついに現れたかっ……！　フィライ最強七奥様ッ！　しかぁしっ！　俺おれは絶ぜつ対たいくじけないッ！」

　誰だれもいない夜空に向かって、気き炎えんを上げるレオのそばで。

　──今回のしごと、ちょろいかも──

　あたしはそんなふうに思っていた──



　ストップの声をあたしがかけたのは、その翌よく日じつ、昼にもならぬ頃ころのことだった。

　指し示じにレオは足を止める。

　どこにでもあるただの街かい道どう。片かた側がわはひらけた草地で、もう片側には繁しげる森。

　そんな繁った木々の中、こちらを窺うかがう気配がいくつか。

　気配はあたしになじみのある、殺気や敵てき意いのたぐいではない。むしろ好こう奇き心しんやらイタズラ心が混まじった──そう、かくれんぼをしている子こ供どものような気配。

　あまりにふつーなその気配、昨日は町の空気に混じって捉とらえそこねたが、この状じよう況きようならはっきりわかる。

「出てきたら？　わかってんだから。隠れてるのは」

　呼よびかけにわずかな動どう揺よう。ひそひそ話が交かわされて──

「さすがですね。こちらの気配を察知するとは」

　言いつつしげみを乗り越えて、現あらわれ出たのはまずラビィ。

　続いて出てくる、昨日と同じマントにフード姿が四人。……って、やっぱし三人減へったままだし。



    

  
    
      　四奥おく様さま方がたはこちらに向かって、

「ふ。どうだ。我われ等らの与あたえた試練の数々は」

「そろそろフィライの町が恋こいしくなってきたのではないか？」

　言われて、あたしとレオは顔を見合わせた。

　昨日はあのあと宿を取り、翌朝起きて食堂で合流。朝ごはんを食べて出発。現げん在ざいへと至いたる、という流れ。

　宿の部屋は別々だったが、何かがあったという話は聞いていない。

「何かあった？　レオ？」

「いや……別に」

　交わすことばに、奥様方は含ふくみ笑いで、

「微み塵じんも気づいておらぬとは。全くもって度し難がたい」

「思い起こせ、レオよ。昨夜泊とまった宿のことを。タオルがしめっていなかったか？」

「床ゆか板いたにやたらロウが塗ぬってあって、えらくつるっつるしなかったか？」

「毛もう布ふがけばけばしていなかったか？」

　問いにレオはしばし考え、

「考えてみれば確かにそんなことが……

　──まさかっ！　あのすべてが、お前たちの下した試練だというのかっ!?」

「その通りっ！」

　えぇぇぇえええええぇっ!?

　試練て！　それ試練て言われても！

　自信たっぷりの奥様方に、レオはなぜかがっくりその場にひざをつき、

「くっ！　あんまり巧こう妙みようすぎて試練だと気づかなかったぜっ！」

「……えーっと……」

　さすがにあたしはおずおず手を上げて、

「それ、試練になってないわよね。」

　しん、と。

　指し摘てきに、全員一いつ瞬しゆん静まりかえり──

　次いで奥様方四人が口々に、

「認にん識しきが甘あまいなリナ＝インバース！」

「人生における試練が、常つねに試練という看かん板ばんを掲かかげて現あらわれることなどあり得ん！」

「些さ細さいな不ふ愉ゆ快かいにしか思えぬことが、後の大きな試練の第一歩であることなど多々！」

「やりすぎて反はん撃げきされたらコワいんでついつい仕し掛かけがちっちゃくなっちゃった、などということはありえんっ！」

　なんか必死で言いつのる。

　あー。やっぱしあたしのおどしが効きいてたんだー。

　とはいえ油ゆ断だんは禁きん物もつである。

　やっていることはちっちゃいが、その本ほん質しつを見てみると、あたしに気け取どられることなくレオの部屋に入り込こみ、いろいろ小細工をして回ったということなのだから。

　今回はいやがらせ程てい度どのものだったが、もしもタチの悪い仕掛けでもされていたら、困こまったことになっていただろう。

　ゆえにこそ、ここで弱気を見せるわけにはいかないっ！

　あたしはうんざりした表ひよう情じようで、

「……えーっとつまり……これ以上の試練が降ふりかかる前に引き返せ──とでも言うつもりなわけ？」

『そのとーりっ！』

　と、声をそろえて奥様四人。

　だがしかし。

「それは……聞けぇぇぇんっ！」

　ムダに力いっぱい立ち上がり、声を上げたのはむろんレオ！

「結けつ婚こんして始終イチャイチャという崇すう高こうな目的の前に！　この程度の試練は試練ですらないッ！」

『う……くっ……！』

　言い切りに、なぜか奥おく様さま方がたは気け圧おされて。

「それでこそ……わたしのレオ」

　ラビィはうっとりつぶやいた。

　……まあ、床ゆかつるつるやタオル湿しめりがち程度で結婚をあきらめられた日には、ラビィの立場とゆーものが無くなるわけではあるが。

「ならっ！」

　彼女はいまだに持っているこん棒で、あたしたちの方を、びっ！　と指し、

「フィライ最強七奥様！　今こそその真の力をもって更さらなる試練を彼に！」

「そこまで言われては！」「我われ等らも応こたえぬわけにはいかぬ！」「とくと見よ！」「我等の真の姿すがたを！」

　四つの声が続けて流れ、四枚まいのマントとフードとが街かい道どうの空に舞まう！

　その下から現れた四つの姿は──

　すげーふつーの奥様方！

　質しつ素そな服にやや色落ちした長いスカート！

　ちょっと年ねん季きの入ったエプロン！

　……とまあ、「！」をいくつつけてもふつーはふつーなんだけどっ！

　……いやまあ……最初っから『奥様』って名乗ってるんだから、そんなとっぴな格かつ好こうしてるはずもないのだが……やっぱし何か、インパクト、とまではいかなくても、特とく徴ちようのある格かつ好こうを期待するわけで……

　あたしは憮ぶ然ぜんと、奥様方に、

「何ソレ。」

「いや。『何それ』とか言われても」

　と、大おお柄がらで金きん髪ぱつの奥様。

「だから。マントとフードでもったいぶって姿を隠かくしてた理由はなんなのかと」

　こちらの問いに四人は声をそろえて、

『寒かったから！』

　ふつーの理由だ！

　ひょっとして、何かを期待していたあたしの方が間ま違ちがってましたかコレ？

「ならばここからは手て加か減げんはせんっ！」

　言うなり奥様のうち一人、黒くろ髪かみでややふくよかな中年奥様が指笛を鳴らす！

　そのとたん！　木々の奥から迫せまり来る、いくつもの、人ならざるものの声！

　この声は──ゴブリン!?

　ゴブリンを操あやつる力があるのか!?　ならば最初に出会った時、レオを襲おそわせたのもこいつのしわざ!?

　あわてて呪じゆ文もんを唱えるあたし！

　横手のしげみが揺ゆれて割われ、飛び出してきたのはやはりゴブリン！

　そこにすかさず──

「火炎球フアイアー・ボールっ！」



　ごぅんっ！



　あたしの放った光の球は砕くだけて散ると、爆ばく音おんと紅ぐ蓮れんの炎ほのおを撒まき散らす！

　火で森が火事になったりするおそれもあるが……あとでちゃんと消火しておけばそれでよしっ！　今は派は手でな見た目と音とで、おどしの効こう果かを優ゆう先せんするっ！

　ゴブリンたちはあっさり吹ふっ飛び、爆ばく煙えんがあたりを覆おおう。

　だが爆音のこだますらも消えぬうち。

　爆煙を裂さいて飛び来る無数の何か！

　あたしはとっさに跳とび退のくが、マントが引かれてつんのめる！

　見れば、あたしのマントの端はしを捕とらえて延のびる黒い線！

　ヒモと呼よぶには太すぎて、縄なわと呼ぶにはやや細い、それは小さな投げ縄だった。

　この爆煙の中、あたしを正せい確かくに狙ねらったのか!?　それとも単に、下手な弓矢も数撃うちゃ当たるという奴やつか!?

　ともあれこんなもの、からめられたのが一本だけならさして怖こわくない。あたしは腰こしのショート・ソードを引き抜ぬいて、からんだ縄を断たち切った──まさにその瞬しゆん間かん！

　煙けむりを裂いて走る影かげ！　目ざすはあたしではなくレオの方！

　ちっ！　こっちの動きが止まった一いつ瞬しゆんに！

　認みとめなければならない。相手は連れん携けいに慣なれている。レオへのあたしのフォローは間に合わない！

「レオ！　逃にげて！」

　あたしの声にレオはあわてて跳び退こうとするが──間に合わないっ！

　彼が地を蹴けったのは、煙を裂いた小柄な影が、身を低くして彼をかすめて通ったあとのことだった！

　着地して、レオはさらに距きよ離りを取ろうとして──

「くっ……！」

　呻うめいて彼はうずくまる！

「レオ！」

　あわててあたしが駆かけ寄よれば、彼は眉み間けんにシワ寄せて、

「……靴くつの中がねちゃねちゃするッ……！」

「またそんな芸風っ!?」

「……これがわたしの与あたえる試練……」

　少し離はなれたその場所で、足を止めた小柄な影が言う。風に吹かれて煙が晴れて、徐じよ々じよに見え来るその姿すがた！

　ストレートの長い黒髪、目の大きな、小柄でまだ若わかい一人。

「……すれ違いざま……両方の靴の中に……スジ肉の煮にこごりを入れたの……」

　うっわ。こいつなんちぅことを。

　一いち応おう念のため解かい説せつしておくと、煮こごりとゆーのは、安い肉なんかを徹てつ底てい的に煮込んだ時に取れる、寒いと固まるゼラチン質しつのモノである。

　特とく徴ちよう：‥ねちゃねちゃする。

　適てき度どに摂とれば健康にはいいが、むろんこんなもん靴の中に入れられたらめちゃめちゃ気持ち悪い。

　風であたりの煙が晴れて、すこし離れたその場所には、ラビィと他の三奥おく様さまが佇たたずんで、勝利を確かく信しんし切った笑えみを浮うかべていた。

　煮こごり若わか奥おく様さまはレオに向かってさらに続ける。

「……これからあなたはずっと、にちゃにちゃする靴で歩いて行かなければならない……

　……人生というのは……常つねに快かい適てきに歩いて行ける時ばかりとは限かぎらない……それでも決してあきらめず、耐たえながら歩き続けなければならないこともある……

　……わたしのこれは……あなたの忍にん耐たい力りよくを試ためすための試練……」

「やかましい氷結弾フリーズ・ブリツド。」

　こきぃぃん。

「をふぅっ!?」

　ツッコミがわりに呪文一発！　無む防ぼう備びに語り続けていた若奥様を氷こおり漬づけ！

　……作戦的には、離れて立っているラビィと三奥様方を吹っ飛ばした方が良かったのだろうが、目の前の相手が常に牛スジの煮こごりを携けい帯たいしていると考えれば、やはりまっ先に倒たおすべきである！　心しん情じよう的に！

　こんなもんを万まん一いちにも、宿の枕まくらにでも仕し込こまれた日には！

「ああっ！」「アイさんがっ！」

「うろたえるな！」

　動どう揺ようする他の奥様方を一いつ喝かつしたのは、金きん髪ぱつで大おお柄がらな奥様。

　こちらに余よ裕ゆうの笑みを向け、

「ふっ。今さらアイさんを倒したところで、靴のねちゃねちゃが消えるわけもない。

　事じ態たいは何も変わりはしない！」

「くっ……！　確たしかにこんなねちゃねちゃの靴では、歩くたびにへこみまくるッ！　一体俺はどうすればッ！」

　勝ちほこる奥様に悩なやむレオ。あたしは横からレオに向かって。

「ほらほら。くじけてないで立つ。ひとまずそこらの川で洗あらって、次の町で新しい靴買って履はき替かえれば済すむだけのことでしょ」

「その手があったかッ！」

『えー！』

　奥様方は非ひ難なんごうごう。

「ちょっと！　アイさんがせっかく一いつ所しよ懸けん命めい説明したのに何その対たい応おう!?」

「簡かん単たんに『新しい靴を買う』なんて、最近の若い子は、もったいないって気持ちがないのかしらっ！」

「傷いたんだ靴も修しゆう繕ぜんすれば結けつ構こう履けるものなんだから！」

　言うのにあたしは白いまなざしを向けて、

「口調がふつーの奥様になってるけど？」

『。』

　ひるんだところにことばを重ね、

「あと、カン違ちがいしないでね。

　こっちは別に、今の人の試練をパスしたわけじゃないんだから。

　常に快適に歩ける時ばかりとは限らない。それでも歩かなくちゃあならない時がある。

　けどそれは、がまんし続ける、ってやりかたの他にも、不ふ快かいの原げん因いんを取り除のぞく、って解決方法もあるはずよ。

　今吹っ飛ばした人は、がまんしろ、って言ってたけど、言われたことにただ従したがうのじゃあなく、別の解かい決けつ策さくを見いだした。

　それこそ真の意味で試練を乗り越こえたと言えるわ。

　これは、ほめられこそすれ、決して非ひ難なんされることじゃあないはずよ」

「でもっ……！　いや、しかしっ！　これは忍耐の試練っ！」

　なおも食い下がる大柄奥様に、あたしはへーぜんと、

「忍耐以外の解決法があるんだったら、忍耐の試練としては不ふ合ごう格かくね」

「し……しかし……」

　なおも奥様がなにやら文もん句くを言おうとするところに──

「ともあれここは一いつ旦たん退ひきます」

　響ひびいたのはラビィのことば。

「直ちよく接せつ対たい決けつは不利だとはっきりしました。作戦を立て直します」

　ちっ！　このひと案あん外がい状じよう況きようが見えてる！

「し、しかし……」

「早く」

　言うと自らきびすを返してダッシュする！

　おにょれ逃にがしてなるものかっ！　ここで態たい勢せいを立て直させると、絶ぜつ対たいやっかいなことになるっ！

　急いで呪じゆ文もんを唱えるあたし。

　奥様方は、氷漬けになった仲間一人を案じてか、一いつ瞬しゆん迷まよいを見せたものの、結局すぐにきびすを返してラビィに続く。

　駆かけて追いつつあたしの呪文が完成し──

　だがその時、先頭を走るラビィが街かい道どうを外れて、横手の森の中へと駆け込んだ！　迷わず続く奥おく様さま方がた！　ちぃっ！

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　あたしの放つ冷気の矢は、だがそのことごとくが、木に枝えだに葉に阻はばまれて届とどかない！

　追つい撃げきしようかとも思ったが、深追いするうちに回り込まれて、靴くつがねちゃねちゃのレオを狙ねらわれるとまずい。あたしは結局その場にとどまったのだった。

「……レオ……」

「ああ」

「次にまた連中が現あらわれた時……たぶん、こう簡単にはいかないわよ」

「わかってる」

　ラビィと奥様方の消えたあたりを眺ながめつつ、あたしと彼は言い交かわすのだった──



　最強奥様方、残るはあと三人！



（獅し子しの試練を乗り越こえて：‥つづくっ！）



    

  
    
      






　次回予告



　最強奥様方を四人まで下したリナとレオ！

　しかし最強奥様方は、他人の婚こん約やく者しやにいやがらせをする、なんて理由で家を空けて、旦那だんなや子こ供どもやお姑しゆうとめさんたちはそれで納なつ得とくしているのか!?

　ご家庭での人間関係は果たして円満にいくのだろうか!?

　そんなこんなの次回！『獅子の試練を乗り越えて』後こう編へん！

　み○もんたに電話で相談しつつ待て！



    

  
    
      
        獅子の試練を乗り越えて［後編］



      

    

  
    
      





　あらすじ



　今回リナが、レオという男に頼たのまれたのは護ご衛えいのしごと！

　彼の住むフィライの町では、結けつ婚こんの時、アラニアの花を男が採とってきて、相手に贈おくる風習があり、試練と称しようして誰だれかがそれを妨ぼう害がいするのも、誰かを護衛に雇やとって試練に対たい抗こうするのもアリだという。

　半ば気まぐれで引き受けたリナだが、旅ゆく二人のその前に、レオの恋こい人びとのラビィが、いやがらせのエキスパート、フィライ最強七ナナ奥おく様さまを引き連れて立ち塞ふさがる！

　レオの男を磨みがくため、より困こん難なんな試練を与あたえようとするラビィたち！

　宿のタオルがしめっていたり、靴くつの中がねちゃねちゃしたり、そんな数々の過か酷こくな試練をレオが乗り越こえる中、リナは奥様方のうち四人までを降すのだった！

　残るはラビィと奥様三人！

　果たしてレオは試練を乗り越えられるのだろうか!?



    

  
    
      

　客の喧けん噪そうと料理のかおり。

　宿の一階にある食堂は、夕食どきの客たちでにぎわっていて。

「このぶんなら明日の昼ごろには、アラニアの花がある場所にたどり着く」

　食堂の片かた隅すみにあるテーブルで。

　店のおばちゃんに、あれこれ料理を注文し終えたそのあと。向かいの席についたレオは口を開いた。

「ただ……リナさん、その場所のことは、誰にも言わないでほしいんだ。

　もの珍めずらしさでいろんな人がやって来て、アラニアの花を採って行くようになったら、花がなくなって儀ぎ式しきができなくなっちまうかもしれないからな」

「りょーかい。じゃあ場所は聞かないから。

　明日、宿を出てから道を教えてもらうってことで」

「すまない。感かん謝しやする」

　とはいえラビィや残る奥様方も、アラニアの花の場所は知っている。待ち伏ぶせの可か能のう性せいもじゅーぶんあった。

　ラビィにくわえて、残るフィライ最強奥様はあと三人。

　今日の朝、靴の中に煮にこごりを入れてきた奥様を倒たおしてから今まで、襲しゆう撃げきや妨害は一いつ切さいなし。

　はてさて、次はどう出てくるか。

　いずれにしても、気を抜ぬくことはできないのだが。

「……でもフィライの人たちって、結婚する時にいっつもこんなことやってんの？

　いや、風習に文もん句くをつけるつもりじゃあないんだけど」

「まあな。

　町に伝わる昔話に、町からさらわれたアラニアって名前の女じよ性せいを、その恋人が追いかけて、捜さがして取り戻もどす、というのがあってな。

　本当か作り話かはわからないけれど、その話が儀式のもとになっているらしい」

「なるほど」

　それであたしは納なつ得とくいった。

　さらわれた女性を花に置き換かえて、昔話をなぞっているわけである。

「それに。

　普ふ通つうに暮くらしているぶんには町を出る必要もないんだが、儀式となれば、他のいろんな町や村を見ることだってできる。

　それが楽しみで、儀式の妨害役に名乗りを上げて、妨害の方は適てき当とうに済すませて旅を楽しむ、なんて奴やつもいるみたいだからな」

「ふーん」

　だいぶあたしも納得いった。つまりこの儀式は、試練という大たい義ぎ名めい分ぶんをかぶった旅行なのだと。

　住み慣なれた町を出て、見聞をひろめると同時に羽を伸のばす。

　妨害者のルールも協力者のルールも、よりおおぜいで旅をするためのものなのだと。

「じゃあふつーは、わりとのんびりした儀式なんだ。

　……その割わりには今回……靴の中がねちゃねちゃ、とかはいいとして、ゴブリンをけしかけられるとか、かなりシャレになんないことされてるけど……」

「何を言うんだリナさん！」

　あたしのつぶやきに、しかしレオは声を荒あららげると、

「ねちゃねちゃを甘あまく見るな！

　ゴブリンにやられるのは一いつ瞬しゆんだが、靴の中がねちゃねちゃするのは、ずっとずうっと続くんだぞ！」

「ゴブリンにやられるよりもおーごとかっ!?

　いやあたしもゴブリンを操あやつる奥おく様さまより、靴くつの中をねちゃねちゃにする奥様の方をつい優ゆう先せんして倒しちゃったけどっ！」

　あたしのことばに、レオはまたもや何か言いかけるが、ふと我われに返ったかのように身を引くと、小さく息をついてから、

「いや……

　とりあえず今は、靴ねちゃねちゃとゴブリンに襲撃されるのと、どっちがおおごとなのかの議ぎ論ろんは置いておこう。

　平行線になるだけだ」

　平行線なんかッ!?　あんたの中ではっ！

　思わずツッコミかけたのだが、ここでそれを口にすると、意味のない言い合いがはじまることだけは事実。あたしはこらえて口をつぐんだ。

　レオは真しん剣けんなまなざしで、

「それより最強七奥様のことだ。

　彼女たちも基き本ほん的に、妨害の側に回って旅をしながら、日ひ頃ごろのストレスを発散している、という立場に変わりはない。

　ただし！

　彼女たちがこの試練で発散するのは、常つね日ひ頃ごろ、姑しゆうとや小姑たちとの軋あつ轢れきで生まれ出た、もはや障しよう気きと呼よべる域いきにまで凝ぎよう縮しゆく・昇しよう華かされたストレス！

　飛ぶ鳥さえも毒気に当てて落としかねないその感かん情じようが発散されまくるんだ！

　それに加えて今回、ラビィは俺おれを愛してくれているがゆえに、より困こん難なんな試練を七奥様たちに頼たのんでいる。

　どんなことになるのか、正直、想そう像ぞうもつかない」

　……ラビィがほんとーにレオを愛しているのか、とゆー点については、ちょっぴり疑ぎ問もんを抱いだく部分もあったりはするのだが……それはともかく。

「奥様方が、どんな技とか特とく技ぎとかを持っているのかはわかんないの？」

　それがわかれば対たい策さくの立てようもあるのだが──レオは左右に首を振ふり、

「いや。

　内ない容ようを事前に知れば対策も取れる。ならそれはもう試練とは呼べない。

　どんな試練が降ふりかかったのかは他人に言っちゃあいけないことになっているんだ。

　だから、最強七奥様の恐おそろしさは噂うわさされているんだが、それぞれがどんなことをやって来るのかは謎なぞになっている」

「ふぅん……やっかいね……」

　ゴブリン使いと、投げヒモを使う奴やつがいるのはわかったが……あとの一人は、果たしてどんな技わざを使うのか。

　話すうち、店のおばちゃんが、あたしとレオが注文した飲み物を持って来たのだが、レオは人の目も一いつ切さい気にせず、

「ああ。

　だがっ！　たとえどんな試練が降りかかろうとも、俺は必ず全すべてを乗り越こえて、ラビィと結けつ婚こんしてみせるっ！」

　決意はいいけど、そーゆーことを大声で言うな。

　事じ情じようを知らない人からは、あたしがそのラビィで、今まさにプロポーズされてる、みたいな誤ご解かいをされそうだし。

　あたしはまわりの客たちの視し線せんをちょっぴり気にしつつ、

「……まあ、あたしにはよくわかんないんだけど……

　そーまでして結婚ってしたいもんなの？」

　なんとはなしにつぶやくと、彼はおだやかな笑えみを浮うかべて、

「そうだな──

　誰かと結婚して、子こ供どもをつくって生きていく。

　それは誰もがやっている当たり前のことだし、中にはそれを、平へい凡ぼんなくだらないことだと思う人だっているだろう。もっと大事な、やるべきことがあるだろう、ってね。

　確たしかに平凡なことかもしれないけれど、でもそれは、決してくだらないことなんかじゃあない。

　家族を作って、次代を残し、世代を繋つなげていくというのは、とても大事なことなんだ。

　たとえばある時、あらゆる人が、結婚して子供を作るのなんてくだらない、なんて勘かん違ちがいして、一いつ斉せいに子供を作らなくなったなら、百年後には世の中に誰もいなくなる。

　誰もいなくなった世界じゃあ、勘違いしていた人たちの言う『大事な、やるべき事』なんて、全部意味を失ってしまう。

　ならやっぱり、結婚して家庭を持つということは、平凡なのかもしれないけれど、すごく大事なことなんだ」

「……うーんー……」

　あたしはあいまいなあいづちをうつ。

　子孫を残して時代を繋ぐのも、そのために結婚するのも大事なんだ、というのはもちろんわかるのだが──

「それって結婚『したい説明』じゃなく、結婚『した方がいい理り屈くつ』でしょ？

　けどレオは、ゴブリンに襲おそわれようが靴くつの中がねちゃねちゃしようが、それを乗り越えてラビィと結婚したい、って思ってるわけよね？

　その気持ちってのがどーゆーもんなのか、いまひとつピンと来ないとゆーか……」

　首をかしげるあたしに彼は笑顔で、

「気持ちを言葉で説明するのは難むずかしいからな。

　リナくんもいつか好きな人ができたらわかるんだろうけど。

　一番の理由を挙げるなら……そうだな。

　結婚すれば、好きな人と、ダーリン、ハニーと呼よび合って、ウフフフアハハハ笑いながら朝から晩ばんまでいちゃいちゃえろえろしても誰からも文もん句くは言われないから、だな」

「バカップル化願望っ!?　……いや、まあ、人の好みっていろいろだけど……」

　いつかあたしが誰かを好きになることがあったとしても──そんなふーにはなりたくないなぁ……

　いやまあ、仲むつまじい夫ふう婦ふが悪いとは言わないけれど。

　あたしは運ばれてきたリノスアップルのジュースをひと口ふくみ──

　──!?

　注文した発はつ泡ぽう酒しゆを口もとに運ぼうとしているレオに笑顔を向けて、



    

  
    
      「表情を変えずに聞いて。それ、飲まないで」

「──なんだって？」

　あたしのことばに彼は眉まゆをひそめる。

「表情変えない。飲んだふりだけして。理由はすぐ説明する」

　笑顔で言うあたしに、彼はややぎこちない笑みを浮かべると、飲み物のカップを口もとに運んでかたむけ、戻もどすと、

「わかった」

「オッケー」

　あたしも自分のカップを口もとに運んでかたむけ、中身は口を閉とざしてブロックする。

　そこにさきほどドリンクを持ってきたおばちゃんが、注文した料理のうち一つ、鴨かものサラダを運んで来て。

「おばちゃん、このジュースおいしい」

「そうかい？　ありがとう」

　テーブルに料理を置いて去ろうとするその手首を、あたしは、わしっ！　と捕つかまえて、

「隠かくし味入ってるでしょ？　人をマヒさせるレギンの木の葉の汁しるとかが」

「……えっ……？」

　おばちゃんの表情と顔色は変わらず。しかしその声には、あきらかな動どう揺ようの色がにじんでいた。

「あなた──」

　その目を見すえて、

「奥おく様さまの一人ね」

　あたしが言った、そのとたん。

　掴つかんだ手の中で、相手の手首が、ずるり、と崩くずれた！

　それと同時にあたりを覆おおう白い霧きり！

「──!?」

　同時に飛び退のくあたしとレオ！　店の客たちが驚おどろきの声を上げる中、おばちゃんがいたあたりは霧に包まれて。

「……くくくく……よもや飲み物の味から、この私の正体を察するとは……」

　霧の中から響ひびいたのは、フィライ最強七奥様のうち一人、大おお柄がらで金きん髪ぱつの奥様の声！

　だが、声の質しつは似にていたものの、大柄金髪奥様と、さっきのおばちゃんは体型からして似ても似つかない人だった。

　それにこの白い粉は一体──

　疑ぎ念ねんを抱いだくあたしの鼻を、何かのにおいがくすぐった。あたりに散った白い粉のものなのだろうが──

　──このにおいは──！

　あたしは、さっき相手を掴んだ自分の手のひらを見る。そこにはびっしりと白い粉。

　間ま違ちがいない。これは──白粉おしろいっ！

「読めたわよっ！」

　あたしは思わず声をはり上げる！

「あなたの特とく技ぎ、それは、厚あつ化げ粧しようによる変へん装そうねっ！」

　そう！　大柄金髪奥様としてあたしたちの前に顔を見せた彼女は、たぶん本来やせ気味のひと！　重ね重ねた厚化粧、その身に纏まとった白粉で、体たい格かくを変え顔を変え、他人になりすますことができるのだ！

　おそらく昨日の宿で、レオの部屋にビミョーないやがらせをしかけたのも、厚化粧して宿の人になりすました、こいつの仕し業わざだったのだ！

　トカゲのシッポ切りのように、あたしに掴まれた腕うでのまわりの白粉だけを残して束そく縛ばくを逃のがれ、その身に纏った白粉を散らして目隠しの霧として使っているのである！

　だが白粉の霧の中から反はん応のうはない。

　ほどなく白は薄うすまり沈しずみ、その向こう、白粉にせき込み悪あく態たいをつく、他の客たちの姿すがたが見えて来る。

　──まさか！

「今、この白い霧みたいなのの中から誰だれか出て来なかった!?」

　あたしが問えば客の一人が、

「男が一人、出ていったけどよ……」

「今はどこに!?」

「そいつなら……店から飛び出したけど……何なんだこりゃあ？」

　と、また別の客。

　……しまった！

　金髪大柄奥様改め厚化粧奥様は、店のおばちゃんそっくりの化粧を解かい除じよし、白粉の霧を隠れ蓑みのにして、瞬しゆん時じに男の姿へと厚化粧しなおして逃にげたのだ！

「リナくん……！」

「逃げられたわ」

　問うレオに、あたしは背せを向けたままで答える。

「いや、ここは、追い払はらったと考えよう。

　きみが気づいてくれなければ、薬にやられていた」

「……何にしても、宿を替かえた方がよさそうね。撃げき退たいして安心した所を狙ねらって、次の攻こう撃げきが来る可か能のう性せいはじゅーぶんあるわ」

　ふり向いて言うあたしに、彼は小さくうなずいたのだった。



　緑のにおいが濃こく鼻をつく。

　名前も知らぬ山の中、獣けもの道みちさえない場所を、二人はレオの案内で進み行く。

　昨夜、厚化粧奥様の襲しゆう撃げきがあったあのあと。

　あたしたちは宿を替え、念のために偽ぎ名めいを使って部屋を取った。

　そのおかげかどうか、昨夜あれ以い降こうの襲撃はなし。

　明けて今け朝さ。

　二人は宿を出発し、レオの案内で街かい道どうを外れ、荒あれ地や木々を踏ふみ越こえて、どことも知れない場所を進んでいる。

　この季節にしては気温は高く、じっとりと汗あせばんでくる。

「昼ごろには花がある所に着くって言ってたけど、そのつもりでいーのね？」

　先を行くレオの背中にあたしは尋たずねた。

「ああ。このペースなら昼前くらいには着くだろうな」

　前を見たまま答える彼。ならば──

「たぶん待ち伏ぶせがあるわ。

　近くまで行ったら教えて。

　できれば、こっちが先に相手を見つけて先手を取りたいところよ」

「ああ。わかった」

　レオは答えて、二人はさらに先へと進む。

　やがて二人は小さな流れのそばに出る。小川のまわりにはあまり草木が生えておらず、さかのぼって歩めば、あたりの温度は少しずつ、けど確かく実じつに上がってゆき──

「……え……？」

　それを目にして、あたしは思わず声を漏もらした。

　小川のほとりや、あちこちの地面の上に、白いものが積もっている。

「雪……？」

　つぶやくが、あたりは雪が溶とけ残るような気温ではない。

　先を行くレオが、肩かた越ごしにちらりとふり向くと、

「塩だよ」

「塩!?」

　言われてあたしは身をかがめ、指先でその白い塊かたまりを──

「食べるなよ。混まざりものが多くて腹はらを壊こわすらしいから」

　クギを刺さされて指を離はなす。かわりに靴くつ先さきでつついてみれば、確たしかに雪とは違ちがった感覚があった。

「……聞いたことがあるわ。

　塩水の湖があって、水だけが蒸じよう発はつしたりすると、海から離れた山の中でも塩がとれる場所ができる、って。

　ここもそーゆー場所ってこと？」

「どうやってできたか、なんて理り屈くつは知らないけどな。

　この先はあたり一いち面めん塩になっていて、アラニアの花があるのはそこだ」

「そこだ……って、塩で埋うもれた中に花が咲さいてるわけ？」

　塩だらけの場所に咲く花、なんていうシロモノは聞いたこともないが──

「あ。言ってなかったか？

　なら説明するより、直ちよく接せつ見てくれた方がいいな。そろそろその場所が近い」

「……りょーかい。それじゃあ雑ざつ談だん中止。足音もなるべく小さくね。

　待ち伏せされてる可か能のう性せいが高いから、川からはちょっと距きよ離りを置いて進むわよ」

「わかった」

　それきり二人は口を閉とざし、小川から少し離れた木々の間を進みはじめる。

　進むにつれて、積もった白の範はん囲いは広くなり、草木はまばらになってゆき。

　やがて。

　──ぶしっ。

　行く手から聞こえて来たのは、水の噴ふき出すような音。

　しばらく止やんで──しばらくたったらまた聞こえ。

　そしてほどなく。

　視し界かいが開けた。

　銀世界──と呼よぶにはちょっと汚よごれているか。

　山々の峰みねと峰とがせめぎ創つくり出す谷間はいちめん塩に覆おおわれて、歳さい月げつは、塩の表面に無ぶ粋すいな汚れをはりつかせ。

　あたりには、塩のツララをぶら下げた木の枝えだや、塩に覆われてカマクラみたいになった岩なども転がっているが、奥おく様さまたちの姿すがたは見えない。

　と。

　ぶしっ！

　音とともに、離れた所の地面というか塩の中から、突とつ然ぜん湯気とともに湯が噴き出して、すぐに止む。

　間かん欠けつ泉せん、という奴やつだろう。温度が高いのはこいつのせいか。

　一いつ瞬しゆん噴ふき出たお湯は虚こ空くうで風に散り、しぶきとなって塩の大地に舞まい落ちる。

　視し線せんを手前の方に移うつせば、一部黒い地面が顔を出し、そこから湧わいた水が小さな流れになっていた。

　そして、あたりの地面のあちこちからは。

　大小の半はん透とう明めいな結けつ晶しようが生えていた。

　あたしはようやく理り解かいした。

　その結晶が──アラニアの花なのだと。

　塩の原。間欠泉。塩に混じった不純物の成分や、地理や気候やエトセトラ。

　さまざまな要よう素そが重なって、花にも見えるその結晶をこの地に創り出しているのだ。

　……確かによく考えてみれば、アラニアの花が植物だったなら、フィライの町の人たちは、花が咲く時じ季き以外には儀ぎ式しきができず、結けつ婚こんもできないことになってしまう。

　──さてそうすると。

「奥様方はいないようだな」

　あたしのそばでつぶやくレオ。

　が。

「いえ──いるわ」

　と、小声であたし。

　姿は見えないが、確かにいる。

　あたしは気配でそれを感じ取っていた。

「どこに？」

「わからないわ。向こうがこっちに気づいているのかどうかも。

　けど、いることだけは確かく実じつよ」

「……どうする？」

　問いかけに、あたしはしばし考えて、

「……まず、あたしが行って、アラニアの花を採とって来る」

「だめだ」

　だがその案を、レオはきっぱり否ひ定ていした。

「花は俺おれが採らないと意味がない。

　だから、それだけはだめだ」

　言って真しん剣けんにあたしを見つめる。

　……あたしから見れば非ひ合ごう理り的なそのこだわりも、レオにとっては大事な部分。

　ならば──

「わかったわ。

　なんとか呪じゆ文もんで援えん護ごする。

　けど、くれぐれも気をつけて」

　二人は顔を見合わせ、うなずいて、白い荒こう野やに足を踏ふみ入れた。

　あたしは口の中で呪文を唱えはじめ、レオは、近くにある小さな結晶には目もくれず、アラニアの花を物色する。

　と、その時。

「……適てき当とうな花で済すませればいいものを。わざわざ花を選ぶなんて」

　あたりに響ひびいたのはラビィの声！

　しかしそちらの方に目をやれど、依い然ぜんとしてその姿は見えず！

　だがレオは、あわてず騒さわがず、

「当たり前さ。お前に贈おくる花なんだからな」

　このセリフを甘あまいと思うかカユいと思うかは人それぞれだが、ラビィは一瞬沈ちん黙もくして、

「……試練の手て加か減げんはしないわよ」

「ああ。わかっている」

　彼女のことばにうなずくレオ。

　一方あたしは、いまだにラビィが見つけられずにいた。

　声からして、遠い場所ではないはずだが……呪文を使って、別の所からの声を伝えているのか？

　いやしかし、そんな真ま似ねができる奥おく様さまがいるのなら、今までに何かの呪文で攻こう撃げきしてきてもいいはず。

　それがないということは──そうか！

　あたしは唱えていた呪文を中ちゆう断だんし、急いで別の呪文を唱える。

「なら……行くわよっ！」

　ラビィの声を合図にして。

　ぴゅいぃぃぃぃぃぃぃっ！　と響ひびいた甲かん高だかい音に、あたしは聞きおぼえがあった。

　奥様方の一人が使う、ゴブリンを操あやつる指笛の音！

　姿すがたを見せずにゴブリンたちを次々とけしかけるつもりだろうが──そうはいかないっ！

　身を隠かくした方法は読めたっ！　あたしはたった今、唱え終わった術じゆつを解とき放つ！

「魔風デイム・ウインっ！」



　ぶごぅっ！



　それは烈れつ風ぷうを生むだけの術。だが吹ふき荒あれる風は、積もった塩のいくばくかと──もっと細かい粒を吹き散らす！

　とたん！

　少し離はなれた岩が崩くずれる！　その中から姿を現あらわしたのは、ラビィと奥様方三人！

　そう！　ラビィたちは塩の原にとけ込こむ厚あつ化げ粧しようをして身を隠していたのである！

　気づいたあたしは烈風の術を唱え、白粉おしろいを吹き飛ばしたのだ！

　見えてしまえばこっちのもん！　あたしは次の呪文を唱えて──

　だがその瞬しゆん間かん！　動いたのは奥様方のうち一人！　赤毛で、だぶっとした黒いセーターを着た奥様！

　両手を振ふるなり、その両ソデから伸のびた無数の黒いヒモが、あたしとレオを目ざして進む！

　これは──前に見た小さな投げヒモ!?

　一本二本に捕つかまえられた程てい度どならどうということもないが、一度に何本ものヒモに捕まると、ちょっと面めん倒どうなことになる。

　あたしは呪文を続けつつ、大きく横に跳とんで身をかわす！

　レオの方はわずかに反はん応のうが遅おくれ、放たれたヒモのうち五本ばかりが手や服の端はしや髪かみを捕とらえた！

　しかしこれも計算のうち！　レオを捕まえている間は、相手の奥様も自由に身動きはできなくなる！

　あたしは呪文を完成させて──

「炎の矢フレア・アロー！」

　生み出した、十数すう条じようの炎ほのおの矢は、投げヒモ奥様に向かって突つき進む！

　だがそこに！

「させぬ！」

　最初に見た大おお柄がら金きん髪ぱつ奥様の姿をとった厚化粧奥様が、炎の進路上に白粉の粉を撒まき散らす！

　とたん！



　ぐごんっ！



　空間が爆ばく発はつした！

　火種があって、空気中に燃もえる粉が高い密みつ度どで漂ただよっていると爆発が起きる。厚化粧奥様はそれを知っていて、わざと爆発を起こし、爆風であたしの術を吹き散らしたのだ！

　けどこの現げん象しようを知ってるってことは、ご自じ宅たくで何度か爆発しましたね奥様!?

　だが粉を放った当の奥様もただでは済すまない！　吹っ飛ばされて塩の大地に叩たたきつけられ、その身がサラサラ崩くずれてゆく！



    

  
    
      　……厚化粧が崩れているだけだとわかってはいるのだが、何かの妖よう怪かいの最さい期ごにしか見えない。

　一方の投げヒモ奥様はかろうじて無事だが、レオを縛いましめていたヒモは、今の爆発で焼け飛んでいる。

　残るはラビィを含ふくめて三人！　うち一人の呼よんだゴブリンはまだ来ない！

「来いゴブリン！　なぜ来ない！」

　奥様はさらに指笛を吹くが、甲高いその音は、塩の原を囲む峰みね々みねに虚むなしくこだまするばかり。



    

  
    
      　……そういうことか。うかつな。

「いくら呼んでもムダよ！」

　あたしは声をはり上げた。

「あなたの技わざは、指笛の繊せん細さいなコントロールでゴブリンたちを操あやつるもの！

　けどこの場所じゃあ、生まれたこだまがその繊細な部分をたやすくかき消す！

　つまり、ここであなたはゴブリンを操ることはできないのよっ！」

「ば……馬ば鹿かなっ……！」

　あたしの指し摘てきにうろたえて、奥おく様さまは何度も指笛を吹ふき鳴らすが──もはや彼女は敵てきではない。

　残るは──

「あなたのヒモをありったけ、わたしのこの手に投げて！」

　だがその時。

　右みぎ腕うでを、がっき！　と構かまえ、投げヒモ奥様に言ったのはラビィ！

「？　しかし……」

　とまどう投げヒモ奥様のみならず、あたしにもラビィの意図はわからない。が。

「説明はあと！　このまま負けて、最強奥様方の名を汚けがしていいの!?」

「……わかった！」

　答えてソデを振ふる投げヒモ奥様！　そのソデからは幾いく十じゆう、幾百、幾千もの黒いヒモが伸のび、ラビィの右手にからみつく！

「奥様接続コネクトっ！」

　ラビィは叫さけぶとその全身をバネにして身をひねり、ヒモを──そしてその先につながる奥様をぶん回す！

「ちょっ……！　ラ……」

　抗こう議ぎの声もなんのその！

「奥様ハンマァァァァ！」

　ラビィの絶ぜつ叫きようがこだました！

　とっさに後ろに跳んだあたしの目の前を、風と影かげと、ハンマァと化したヒモ奥様の悲鳴がかすめて過すぎてゆく！

　ラビィはそのまま投げヒモ奥様を、ぐるんぐるんとぶん回す！　それはあたかも黒い渦うず！

「もうよすんだラビィ！」

　最後の抵てい抗こうに出たラビィに、とうとうレオが声をかける。

「最強奥様方をもってしても、どうにもならなかったんだ！　ここできみが抵抗しても、俺を止めることができないってことくらいわかるだろう!?」

「わかっているわそんなこと！」

　答えるラビィは涙なみだ声ごえ。

　涙声だが、投げヒモ奥様をぶん回すその手はみじんも休まない。

　……いや。ひょっとするとラビィって、他の奥様方よりよっぽど強いんじゃないかと思うんだけど……

　遠心力で失神したか、投げヒモ奥様はいまや悲鳴さえ上げてはいない。

「けれどダメなの！　ここで引くわけにはいかないのよ！」

　奥様をぶんぶん回しながらラビィ。

「こんな簡かん単たんに終わったら、きっとみんなに、試練が甘あまかったって思われる！

　だからレオは大した男なんかじゃない、って言われるかもしれない！

　あなたが悪く言われるなんて、わたしには耐たえられないの！

　だからっ！　より過か酷こくな試練を！　せめてあばらの二、三本！」

　うわ怖こわッ！　このひと怖ッ！

　これが──真の愛というものだろうか。

　たぶん違ちがうと思うけど。

　だがあたしも護ご衛えいとして雇やとわれた以上、そんなことを許ゆるすわけにはいかないっ！

　悪いが終わらせてもらうっ！

　ラビィの振りは、高速でパワフルだが、ゆえにそのスキも大きい！

　あたしは左手で、腰こしのショート・ソードを鞘さやごと外し、彼女が奥様をぶん回すタイミングを見計らい──

　迷まよいを見せずに全力ダッシュ！

　──適てき当とうな所でショート・ソードの鞘先を地面に突つき立てれば、ヒモの半ばが引っかかる。そこを支し点てんに投げヒモ奥様とラビィを衝しよう突とつさせる──つもりだったのだが。

　あたしの動きを見て取るや、ラビィの瞳ひとみが不気味に光る！

　右手の位置はそのままに、瞬しゆん時じに身をひるがえし、左手を大きく後ろに突き出すと、その手のひらで、奥様とつながったヒモを受け止め支ささえた！

　そこを支点に、奥様ハンマァが描えがく円の軌き道どうと回かい転てん周しゆう期きが変化する！

　思いもかけぬタイミングと軌道に、あたしの背せ中なかに恐きよう怖ふが走る！

　──直ちよく撃げきコース！　身をかわすにはこれしかない！

　あたしはその場に滑すべり込むようにあおむけに倒たおれる！　間かん一いつ髪ぱつ、その上スレスレを、白目をむいた投げヒモ奥様が過ぎてゆく！

　だが身を起こす時間を、ラビィが与あたえてくれるかどうか!?

　顔を上げれば、ラビィがハンマァの軌道を変えて、あたしに向かって一いち撃げきを打ち下ろし気味に放とうとしているのが目に映うつる！

　このタイミングは──間に合わない！

　思ったあたしの視し界かいに飛び込む黒い影かげ！

「よせええええええっ！」

　響ひびいたのはレオの声！

　ここで割わって入ってどーするっ！　それでラビィが手を止めるはずもなく、むしろ相手にとっては一石二鳥っ！

　だが！

　刹せつ那なラビィが身をひねり、奥おく様さまは軌道を変えて、あたしとレオの二人からは離はなれた、塩の大地に突き刺ささる！

　短い沈ちん黙もくがあって。

「……なんで護衛の人をかばうの……？」

　ラビィの問いに、レオは迷まよわず、

「決まってるだろラビィ。きみが誰だれかを傷きずつける所なんて見たくなかったからだ。

　そっちも、なぜ攻こう撃げきをやめた？」

「……決まってるでしょ……わたしにあなたを傷つけることなんて、できるわけないじゃない！」

　ラビィの声が塩の原にこだました。

　……え？　てことは、実はラビィはレオのことがあんまり好きじゃない、とかじゃあなくて、本気で好きな上で試練を与えまくろうとしてたんだ。

　ソレはソレでいろいろ問題はあるよーな気はするけど……

「……ラビィ……」

　レオが彼女の名前をやさしく呼よんだ、しかしその時！

　ぶしゅウゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！

　投げヒモ奥様のめり込こんだ地面から、突とつ然ぜん大量のお湯が虚こ空くうに噴ふき出した！

　もともともろくなっていたのか、あるいはラビィのバカ力のせいか。

　天高く噴き出した湯は虚空で散って、熱い雨と化しあたりに降ふりそそぎ──

「──アラニアの花が！」

　レオの叫さけびに、あたしとラビィが気づいた時にはもう遅おそい。

　噴き出し降り来る湯を浴びて、あちこちに咲さいた結けつ晶しようが、次々と溶とけ崩くずれてゆく。

　レオがあわてて近くの結晶を手に取るが、とたんにそれは折れくずれ。

「これよっ！　これこそまさに試練っ！」

　こぶしをにぎりしめて歓かん喜きの声を上げるラビィに、あたしはぽつりと、

「いーけど……

　これじゃあどぉがんばった所でアラニアの花を採とって帰れないんだし、へたすりゃあなたとレオの結けつ婚こんって認みとめられないんじゃないの？」

　ぴきっ！

　音すら立てて引きつる彼女。

　そこにあたしはかまわず追つい撃げき。

「ついでに言うと。

　見たところ、どーもアラニアの花、全部ダメになってるっぽいけど……

　これってつまり、もうアラニアの花の儀ぎ式しきができなくなる、ってことよね？

　……怒おこられるわよー。町じゅうのありとあらゆる人から」

　冷れい徹てつな指し摘てきに、ラビィはがくがくふるえはじめて、

「……どっ……どうしようレオ！　わたっ、わたわたわたわたしそんなつもりじゃあなかったのにっ……！」

　うろたえる彼女に、対するレオはやさしい笑えみを向けて、

「心配するなラビィ！　俺おれたちには愛があるじゃないか！」

「そ、そうだけど、それでアラニアの花がなんとかできるの!?」

　問いかけに、レオはゆっくり左右に首を振ふり、

「そうじゃない。そういう意味じゃないんだラビィ」

　優やさしく呼びかけ、歩み寄より、彼女の肩かたをそっと抱だき、

「ラビィ、俺はこう言いたかったんだ。

　全部うっちゃってこのまま二人でどこかに逃にげればすべてオッケェ！」

「それよレオ！」

「それなんかっ!?」

　思わず即そく座ざにツッコむあたし。

　いや。まあ、ラビィもわざとアラニアの花を台無しにしたわけじゃあないんで、ひたすら責せめるとゆーのも気の毒だが。

　それよりも気になるのは。

「つーか、あたしへの依い頼らい料りようはっ!?」

「もちろん今払はらうっ！」

「ならオッケー！」

　レオの果てしなく男らしい返事に、あたしはサムズ・アップで返す。

　かくて。

　あたしとレオとラビィとは、いまだ必死で指笛を吹ふき続けている奥おく様さまと、気を失った奥様たちとをあとに残し、全力でその場を立ち去ったのだった──



　愛は時として罪つみ深ぶかい。

　特にまわりのひとたちにとって。

　あたしは依頼料の残りを受け取ると、そのままレオとラビィと別れた。

　二人がそのあとどうなったのか知らないが、確かく実じつに言えることが一つだけ。

　これでまた。あたしがこの先一いつ生しよう立ち寄ることのできない町が一つ増ふえた、とゆーことだった。



（獅し子しの試練を乗り越こえて：‥おしまい）



    

  
    
      
        ゴート・ライダーズ［前編］



      

    

  
    
      

　突とつ如じよ頭上に影かげがさす。

　とっさにあたしは後ろに跳とんで──

　それは目の前に降おり立った。

　一いつ匹ぴきの獣けものに乗った一人の男。

　山と山との間を走る名もない街かい道どう。

　右側には岩いわ肌はだのむき出しになった岩山がそびえ立ち、対する左は比ひ較かく的なだらかで緑も多い。頭上から男が降ふってきたのは、険けわしい右の方からだった。

　野や盗とうがエモノを襲しゆう撃げきするには絶ぜつ好こうの場所ではあるのだが……どうやらそういう相手でもなさそうである。

　男は、はりつめた空気を漂ただよわせつつ、鋭するどいまなざしをあたしに向けて、

「女、聞くが、このあたりで怪あやしい男を見なかったか？」

「えっ!?　ツッコミ待ちっ!?」

　問いかけに、あたしは思わず声を上げていた。

　なにしろ──

　男は鼻と口もとを布ぬので隠かくして、あまつさえ、でっかいヤギとしか見えない生き物にまたがっているのだ。

　ヤギ、という生き物のことを解かい説せつする必要はあるまい。他でもない、あのメーメー鳴くヤギさんである。

　ただしサイズは普ふ通つうのヤギとは大ちがい。馬くらいはあるだろう。だからこそ、大ヤギ、としか表ひよう現げんのしようがないのだが。

　こんな物体がいきなし上から降ってきて、あんな問いを発したならば、『お前が怪しいわ！』とツッコミを入れるのが社会人として最さい低てい限げんのモラルだとは思うのだが、相手がそれを望んでいるようにも見えず。

　あたしが眉まゆをひそめていると、男はいら立った口ぶりで、

「男を見なかったか、と聞いて──」

「そこまでだっ！」

　再さい度どの問いをさえぎって、響ひびき渡わたった声一つ！

「なにっ!?　その声はっ!?」

　あたりを見回すヤギ男！

「どこを見ている！　私はここだっ！　とうぉっ！」

　威い勢せいのいいかけ声とともに、左手のしげみの陰かげから、めちゃめちゃふつーに歩み出たのは一人の男！

　──これは──

　あたしは思わず息を呑のむ。

　としは二十代後半といったところか。やっぱしでっかいヤギに乗り、猟りよう師しふうのラフな服！

　意い志しの強さを思わせる四角いあごと金色の太い眉。

　だがしかし──

　その髪かみは、黒くてきっちり七しち三さん分け！　なおかつどこからどう見ても、なんだかちょっと浮ういている！

　こ……これはっ……！

　あたしは気け圧おされ、思わず後ろに半歩退さがっていた。

　噂うわさに聞いたことがある──これが、カツラとゆー奴やつかっ!?

　カツラ。もしくは別名ヅラ。ハ──いや、頭とう髪はつに不自由な方々が頭部に装そう着ちやくすることもある、擬ぎ装そう用ようアイテムである。

　旅から旅への道すがら、あたしも今までいろんな人に出会って来たが、なぜか、カツラをつけた人、というのに深く関かかわったことはなかった。

　しかし……噂には聞いていたものの、実じつ際さい目まの当たりにすると、ここまで対たい応おうに困こまるものとはっ……！

　そんなあたしの心中とは関係なしに。

「ヴォルド、貴き様さま……！」

　口もとを布ぬので隠かくした最初の男が動どう揺ようの色を見せる。

　対するヅラ男──いや、ヴォルドと呼よばれた男は堂々と、

「早さつ速そく、道ゆく人たちに牙きばを剥むいたか『クライム・ジェネシス』っ！」

　いかにも悪の組そ織しき然ぜんとした名前を声こわ高だかに言い立てた。

「だがこの私がいる限かぎり、貴様たちの野望は必ず叩たたきつぶす！」

「ほざくなッ！　貴様などこの俺が、ここで叩きつぶしてやるわ！　ゆくぞ！」

　吠ほえてヤギのたづなを鳴らして腹はらを蹴ける！

　……めー……

　鳴いて地を蹴り駆かけ出す大ヤギ！　名馬にすら優まさるスピードで、ヴォルドに向かって突とつ進しんをかける！

　だが！

「この私と愛ヤギ、テンペストの前に敵てきはないっ！

　とぅっ！　ヤギ乗りゴート・ライダージャァァァンプ！」



    

  
    
      　ヴォルドが吠えるのを合図に、テンペストと呼よばれた大ヤギは地を蹴り、高々と宙ちゆうに舞まい上がる！

　そして！

「ヤギ乗りゴート・ライダーキィィィィィィィック！」

　落下のいきおいを借りながら、ヤギの後ろ足を先にしてきりもみしつつ、向かい来るヤギの乗り手に蹴りを放つ！

　──あたしは見た。

　大ヤギ、テンペストの後ろ足が畳たたまれて、相手の乗り手に命中インパクトするその瞬しゆん間かん、大きく伸のびて蹴りを放つのを！

　落下の速度と重量と、くわえてヤギの脚きやく力りよくと！　さらに言うなら、突進していた相手自身のスピードと！　それらすべてが合わさった攻こう撃げき力りよくが一体どれほどのものなのか！　想そう像ぞうするだに恐おそろしい！

　ガカァッ！

　響く打撃音は雷らい鳴めいにすら似にて。

「…………!?」

　口もとを隠した男は、悲鳴すら上げられぬまま、乗っていたヤギから吹ふっ飛ばされて大地に転がる！

　おそらく男には、自分がどんな攻撃を受けたのかもわかるまい。身を低くして突進していた彼からは、ヴォルドとヤギの姿すがたがかき消えたように見えただろう。

　そして、次の刹せつ那なに一撃。

　大地に転がりのたうって、動きを止めて息を吐はき。

「……く……クライム・ジェネシスに……栄光……あれっ……！」

　組織への忠ちゆう誠せいのことばを残し、そのままがっくり意い識しきを失う。

　乗り手を失くした大ヤギは、しばしそのまま駆けたのち、とまどうように歩調をゆるめ、あたりの草を食べはじめる。

　気がつけば──

　あたしはその短い攻こう防ぼうに魅み入いっていた。

　手に汗あせ握にぎるとは、まさにこのことか。

　もちろんあたしことリナ＝インバース、旅ゆく先々でごたごたに巻まき込こまれ、戦いに身を置くことは多々あった。

　そんじょそこいらの新米兵士より、場数はよっぽど踏ふんでいるし、いろんな戦いも見み慣なれている。

　しかし！

　戦っている人のヅラが風とかで飛ばないかどうか！　そんな要よう素そが加わるだけで、見ていてどれほどスリリングになるのか！　あたしはそれをはじめて知った！

　あたしたち魔ま道どう士しの間には、『我わが師しは万ばん物ぶつ』──つまり、どんな事にでも学ぶべきものはあるのだ、という格かく言げんがあるが、まさにこれこそその一例！　まあこんなこと学んでも、この先の人生で、役に立たないとは思うけど！

　新発見にたかぶるあたしに、ヴォルドは勝利の余よ韻いんにひたることもなく視し線せんを向けて、

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　まあ……

　とゆーか、相手にあたしをどうこうするつもりがあったかどうかもわかんないけど……

　心配してくれたことは確たしかみたいだし、とりあえずお礼は言っとくわ。ありがと」

　しかしヴォルドは、こちらの返事が気に入らなかったらしく、厳きびしい表ひよう情じようで、

「奴やつらを甘あまく見るな。危き害がいを加えられてから敵てき意いに気がついても手て遅おくれだ。

　現げんに私の友は……クライム・ジェネシスのせいで死んだ」

　なんだかいきなりヘビーなことを言いはじめる。

　クライム・ジェネシス──

　いかにも悪の結社です、と言わんばかりの名前だが、正直なところ、その尖せん兵ぺいが、ヴォルドがたった今倒たおしたヤギ乗り男とゆーのは一体どぉなのか。

「これを見ろ」

　言ってヴォルドの両手が上がる。そのまま自分の頭に触ふれて──

　……って、え、そこはっ……!?

　まさか。

　取るというのか。ヅラを。

　目をそらすべきか。それとも凝ぎよう視しするべきか。あたしが迷まよい固まるうちに、彼の手はヅラを持ち上げて──

　その下からは短い金髪ブロンド！

「あ！　ふつー！」

　思わず上げたあたしの声が、落らく胆たんだったのか、安あん堵どだったのか。それは自分でもよくわからない。

　……けどふつーに髪かみがあるのなら、なんでわざわざヅラなんぞ……？

　ヴォルドはそんなあたしの反はん応のうは意にも介かいさず、外したヅラをしげしげ眺ながめ、

「このカツラこそが……友の形見……」

　なるほど。見ろ、と言ったのはカツラの方か。

　けど……友の形見を身につけ戦う、というとちょっぴりかっこいいのだが……さすがにモノがモノだけに、友だちは草葉の陰かげで、頼たのむからやめてくれと泣いてるよーな気はするぞ。

「これを装そう着ちやくしている時、私は友の分まで強くなれる」

　なれません。

　彼はカツラをていねいに、ふところにしまいつつ、

「奴らは世界の支し配はいをもくろむ悪の集しゆう団だん！

　私はその邪じや悪あくな野望をうち砕くだくため、日夜戦い続けているのだっ！

　きみはたまたま運悪く奴らの行動に巻き込まれただけのようだが、これでひとまずは大丈夫だ。

　とはいえ……

　このあたりは、やはり奴らの勢せい力りよく圏けんだ。先まで送って行こう」

「あ。いや、まー、一人でだいじょーぶだと思いますけど」

　とりあえず一いち応おう断ことわってみる。

　正直なところ、でっかいヤギにまたがった変な人に、ずっとついて来られるとゆーのは心の底からヤなのだが。

　とはいえあたしの経けい験けんからして、このテのタイプは断ったところで、聞いてくれるはずもなく。

　ヴォルドは小さく笑えみを浮うかべて、

「心配するな。あとで礼を出せ、などとは言わん。

　なら……そうだな、きみが安全な所に出るまで、私が勝手について行く、ということならいいだろう」

　ほらやっぱし。

　いやまあ、ヴォルドの方は親切心で言ってるんだろうが……

「まあ……そーゆーことなら……」

　あたしはしぶしぶつぶやいた。

　歓かん迎げいはしないが、人通りもロクにない街かい道どうである。好こう奇きの視線を向けられることもないだろう。

　あたしが道を歩きはじめると、ヴォルドもあとからついて来る。

　背はい後ごに響ひびくひづめの音。

　そのままひたすら道を行き──

　……うーみゅ……

　関かかわり合いにならない方がいいと、頭ではわかっているものの、どーにも気になって仕方ない。

「聞きたいんだけど──」

　口を開いて肩かた越ごしに振ふり向き、ヤギと目が合う。

　あんまりヤギが大きいんで、目線の高さが同じなのだ。

　一いつ瞬しゆん引いたが、気を取り直して、

「……さっきの奴やつもあんたも……なんで、馬とかじゃなくヤギに乗ってるの？」

　歩みは止めぬまま問えば、彼は余よ裕ゆうの笑みさえ浮かべて、

「そこに山があるからだ」

「いや。意味わかんないし。それ」

「右手の山を越こえた先を、別の街道が走っている。

　地図の上ではこちらの街道とあまり離はなれてはいないが、隔へだてるのは見ての通り、道さえ通らぬ険けわしい岩山。馬ではとうてい越えられない。

　馬を使って物を運ぶには、街道をぐるりと大回りして何日もかかる。

　だが、山地に慣なれたヤギならば、ちょっとした荷物程てい度どなら、山越えをして短い日にちで届とどけることができる。

　我われ々われは先せん祖ぞ代々、優すぐれたヤギ同士をかけ合わせ、長い長い年月をかけて、荷物を運びつつ山越えのできる、この大ヤギたちをつくり上げた。

　かくてこのあたりでは、ヤギを使って山越えの荷運びをして暮くらす、ヤギ乗りゴート・ライダーと呼よばれる者たちが生まれることになった。

　私もその一員だったのだ」

　だった、と過か去こ形けいでヴォルドは語る。

「だがっ！

　悲しいかなそのヤギ乗りたちの中に、野望を抱いだく者がいた！

　すべてのヤギ乗りたちを傘さん下かにおさめ、世界を支配しようと目もく論ろむ者がっ！」

「……世界は無理なんじゃあ……」

「そして生まれた組そ織しきが奴ら、『クライム・ジェネシス』！」

　あたしのつぶやきはもちろん無む視しして、ヴォルドは熱の入った語りを続ける。

「ヤギに乗って荷物を運ぶためには手しゆ段だんを選ばぬ非ひ情じようの集団！」

　いや。ンなことに、手段を選ばぬ、とか言われても。

「このまま奴らを野放しにしておいては、いつか世界は奴らの手に落ちる！」

「……そーかなー……？」

「事情をよく知らないきみが危き機き感を抱くのは難むずかしいだろう。

　だが！　奴らがどれほど危き険けんなのかが万ばん人にんにわかるほど、組織が大きくなってからでは手て遅おくれなんだ！

　今ですら、奴らはすでに、ヤギ一千匹びきを擁ようする組織にまで成長している！

　ならば今のうちに奴らを叩たたいておく必要がある！

　だから私は、たった一人でも奴らと戦い続けてみせる！」

「……そ……そーですかー。まあ、がんばってください」

　とりあえず、てきとーなあいづちをうつあたし。

　果たしてクライム・ジェネシスとは、どれほどの規き模ぼの組織なのか!?

　彼らが抱く野望とは!?

　そしてヴォルドと彼らの間に横たわる因いん縁ねんとは!?

　とりあえずそーいったあたりのことに、あたしは一いつ切さい関心ないし！

　くわえて言うならそんな組織、ほっといても別に害はないよーな気もするし。

　真しん剣けんに話を聞く気はもはやないっ！

　なおもクライム・ジェネシスの悪を語るヴォルドのことばを、半分以上聞き流しつつ進むうち、やがて道行く先に見えて来たのは小さな村。

　山と山の間にできたささやかな盆ぼん地ちに、建物同士が身を寄よせ合うように集まっている。

「ここまで来たらもう安全でしょ」

　あたしは暗に、だからもうついて来なくていい、と言ったわけなのだが。

　ヴォルドはけげんな表ひよう情じようで、

「あの村に用があるのか？」

「いや、もーちょっと先まで足をのばすつもりだけど。

　まだ陽ひも高いし、そこの村に旅人相手の宿があるかどーかもわかんないし」

　素す直なおに答えれば、彼は眉み間けんにシワ寄せて、

「なら安心するのはまだ早い。

　村を通り抜ぬけて気を抜いた所に、奴らがやって来るかもしれん。

　ついでだ。もう少し先まで送ろう」

　しまった。そう来たか。

　とはいえまあ、ヤギ乗りゴート・ライダーというしごとがこのあたりではポピュラーなのなら、ヴォルドといっしょにいたところで、好こう奇きの視し線せんを向けられることもないだろう。無理に追い払はらう必要もないか。

　あたしはそんなふうに考えて、気にせず村へと向かったのだった。



　妙みようだ。

　そう感じたのは、村に入ってすぐのことだった。

　あたりには村人たちの姿すがたがある。小さな畑の草むしりをするじーちゃん、庭でマキ割わりをやっているおっちゃん、小川で野菜を洗あらってるおばちゃん。

　そういった人たちがちらちら視線を向けてきて、それに気づいてこっちが見ると、あわてて目をそらす。

　あたしはヴォルドとの距きよ離りをやや詰つめて、彼にだけ聞こえる声で、

「……なんか変じゃない、この村。やけにこっち注目してるわよ……」

「きみのような旅人は珍めずらしいのかもしれないな」

　彼は気楽に言うが……あたしの見る限かぎり、そういうのではないだろう。

　第一に、村人たちのまなざしは、あたしではなくヴォルドの方に向けられていたのだから。

　これは……ひょっとして……

「……ねーヴォルド……

　聞きたいんだけど、あんた、さっき言ってた、クライム・ジェネシスとかって連中と敵てき対たいしてるのよね」



    

  
    
      「ああ」

　声を低めてのあたしの問いに、何も考えていなさそーな即そく答とう。

「で、その連中は現在、急速に勢せい力りよくを拡かく大だい中ちゆうだと」

「その通りだ」

「そーすると、どこかのちっちゃな村が丸ごと、そいつらの勢力圏けんになっちゃってる、なんてこと、あると思う？」

「ありえるかもしれんな」

「……あの……あたしが何を言いたがってるかわかってる……？」

「もちろんだ。

　きみもようやく、連中の危険さが理り解かいできたということだろう？」

「いや。あたしが言いたいのは──」

　ことばの先を続けるより早く。村に変化がはじまった！

　あたりの村人たちがそそくさと家の中へと逃にげ込こんで。

　かわりに、家の、納な屋やの、垣かき根ねの陰かげから次々姿を現あらわしたのは、大ヤギにまたがった男たち！　その数ざっと、十五、六といったところか！

「クライム・ジェネシス!?」

　ようやっと事じ態たいに気づき、驚おどろきの声を漏もらすヴォルド。

　そう。この村はとうに奴やつらの勢力下だったのだ！

　さっきヴォルドが倒した一人が、何かの方法で連れん絡らくしたのか、あるいはもとよりここが奴らの拠きよ点てんだったのか、そこまではわからないが。

　あたしも正直、うかつだった。

　……相手がヤギに乗っている、などという緊きん迫ぱく感のない姿のせいで、ついつい油ゆ断だんをしていたが……れーせーに考えれば、連中と対立しているヴォルドといっしょにいれば、まきぞえになる危き険けんは高まる。

　だが今さら、思い当たっても仕方ない。

　村の前から、後ろから、ヤギ乗りたちはこちらを囲んでゆっくりと近づいて来る。

　全員がさきほどの一人と同じく、鼻から下を布ぬのきれで覆おおっていた。

　つまりは──

　顔を見られてはマズいことをやるつもり、ということか。

　やがてヤギたちの足が止まる中──

　黒い大ヤギにまたがって、一人だけ、数歩余よ分ぶんに歩み出たのは、フードを目ま深ぶかにかぶった男。

「……久ひさしぶりだな。ヴォルド」

　男はヤギの足を止め、言う。

　顔の半ばが隠かくれているせいでよくわからないが、声からすると、歳としはヴォルドとそう変わらないだろう。

　対するヴォルドも、その目に敵意の色を浮うかべて男をにらみつけ、

「……クライム・ジェネシス、大首領グランドマスターラーケン！」

　ラーケン、と呼よばれた男は、フードの下からつめたいまなざしをヴォルドに向けて、

「ヴォルド……無む駄だな抵てい抗こうはよせ。

　例のものを返して我われ々われに手を貸かすと約束するなら、今までのことは水に流してやっても良い」

　問いかけに、ヴォルドはしばし沈ちん黙もくしてから──岩山の果てに見える青空をあおぎ、

「──かつて──友がいた──」

　そのまなざしが見つめるのは、もはや帰らぬ遠い日か。

「私とともにヤギ乗りとして育ち、どちらが世界一のヤギ乗りになるか、切せつ磋さ琢たく磨まし競きそった無二の友。

　その友は……もういない……

　──だがっ！」

　ヴォルドの右手が翻ひるがえる！　雷らい光こうの速度で自らのふところにさし入れ、抜ぬき出されたその手には、もさもさ黒々七三カツラ！

「き……貴き様さまっ！」

　ラーケンの声にあからさまな動どう揺よう。他のヤギ乗りたちもうろたえる中、ただヴォルドのみが堂々と、

「友の心はここにあるっ！」

　言うと同時にヅラ装そう着ちやく！

「ヤギ乗りの平和は私が守る！」

「ほ……ほざくなっ！　かかれぃっ！」

　うろたえるラーケンの号令一下、ヤギ乗りたちはたづなを握にぎりしめ──

　させるかっ！

　あたしはこっそり唱えておいた呪じゆ文もんを、ラーケンに向かって解とき放つ！

「火炎球フアイアー・ボールっ！」



　ぐごぉぁんっ！



　あたしが放った光球は、着ちやく弾だんと同時にはじけ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを撒まき散らす！

　だがすんでのところでラーケンは、黒ヤギを操あやつり飛び退のいて、その一いち撃げきから逃のがれてのける！

　今のをかわすとは、どうやら少しはやるようである！

「──何をする小こ娘むすめ!?」

　問うラーケンに、あたしは余よ裕ゆうの笑えみを浮かべ、

「……やっかいごとに自分から首を突つっ込む気はないけれど。

　降ふりかかる火の粉こを払うのと、目の前で悪事を働く悪あく党とうをぶちのめすのに、手かげんをするシュミもないっ！

　このあたし、リナ＝インバースの目の前で好きほーだいをしようとしたのが運の尽つきと思ってあきらめるのねっ！」

　言ってマントをひるがえす！

　じまんにはなんないけれどこのあたし、野や盗とうどもの間では、ちょっぴり名前が知られている。耳ざとい連中ならば、こちらの名前を聞いて退ひくかとも思ったのだが──

　ラーケンはむしろとまどいながら、

「悪党!?　……まさかそれは、我々のことを言っているのか!?」

　とぼけているつもりなのか、しらじらしいことばを返す。

「当然貴様らのことだぁっ！」

　あたしにかわってヴォルドが吠ほえる。

「自らのやろうとしていることが正せい義ぎなのか悪なのか、胸むねに手を当てて考えてみろ！」

　続けてあたしも、

「とゆーかそもそも、『クライム・ジェネシス』なんて悪の組そ織しき全開な名前で、変なとぼけかたされても」

「──ちょっと待てあんた」

　ラーケンは声にとまどいをにじませて、

「ヴォルドに何を聞かされたか知らないが、何か勘かん違ちがいしていないか？

　そもそも発音がおかしい。我われ等らの組織名は『クライム・ジェネシス』だ」

　と、発音を訂てい正せいしてみせるが、あたしはそれに苦く笑しようして、

「何言ってんのよ。その発音じゃあ『犯はん罪ざい者しや』の『犯罪クライム』じゃなく、『山登り』の『登山クライム』になっちゃうでしょーが」

「だから。我等の名前は『山登り新生会クライム・ジエネシス』でいいんだよ」

　…………

　……………………え。

「えぇぇぇぇえええぇぇぇぇっ!?　……ちょっ、え、山登り……？」

　思わず意味なくあたりを見回し、ふとヴォルドと目が合って。

　彼は深々とうなずくと、

「気にするな。カン違いは誰だれにでもある」

「山登りが正せい解かいかぁぁぁっ!?　まぎらわしい名前つけるなぁぁぁぁぁっ！

　というか、別に非ひ合ごう法ほう組織じゃないなら、なんで全員顔を隠かくしてんのよっ!?」

　問いにラーケンはこともなげに、

「……防ぼう塵じんマスクだが？　岩山は乾かん燥そうすると土つち埃ぼこりが立ちやすいからな」

　めちゃめちゃふつーなことを言われ、あたしは今度はヴォルドに目をやり、

「け……けどヴォルド、あんたさんざん、連中は悪だとか世界を狙ねらってるとか……あと、友人を殺されたとか」

　あたしの問いに、彼は力強くうなずいて、

「そうとも！

　クライム・ジェネシスはヤギ乗りたちの相そう互ご扶ふ助じよを掲かかげて発ほつ足そくした団だん体たい！

　トップとアンダーの賃ちん金ぎん格かく差さを少なくし、荷物運びの料金体たい系けいを統とう一いつ・明めい確かく化かしようとしている！

　このあたりで組織の地じ盤ばんを固め、ゆくゆくは世界中の峰みね々みねにヤギ乗り荷物運びの支し部ぶを配しようと目もく論ろむ団体っ！」

「……あの……別にそれ、ちっとも悪くないんじゃあ……」

「だまされるなっ！」

　つぶやくあたしに、彼はこめかみに青スジ立てつつ、びしぃっ！　と指をつきつけて、

「相互扶助と言えば確たしかに聞こえはいい！

　怪け我がなどをして働けぬ者、技ぎ量りようの未み熟じゆくな者に救いの手をさしのべる、という理念は否ひ定ていするものではないっ！

　だがそれは容よう易いに馴なれ合いとなる！

　相互の切せつ磋さ琢たく磨まを放ほう棄きすれば、システムに甘あまえて日ひ頃ごろの努力研けん鑽さんを怠おこたるものが必ず出てくる！

　現げんに！

　日々競きそい合った我わが友、ラーケンは、クライム・ジェネシスの理念に染そまり、事じ務むに奔ほん走そうし、いまやヤギ乗りとしての技量は完全におとろえている！

　ヤギ乗りとしてのラーケンは、理念によって死んだのだ！」

「そーゆー意味かっ!?」

「組そ織しきという安あん寧ねいのうちに身を委ゆだね、技量を磨みがくことさえ忘わすれた者が多く世に出ることになれば、ヤギ乗りの名は地に落ちる！

　それを悪と言わずして何と言う!?」

「何を言うっ！」

　応こたえて吠ほえたのはそのラーケン。

「ヴォルド！　確かにお前のヤギ乗りとしての腕うではトップクラス！　くわえて十年に一頭とすら言われるその名ヤギ、テンペストがいる以上、ヤギ乗りの中で最高の技量を持っていると言ってもいいだろう！

　ゆえに荷運びの料金も収しゆう入にゆうも我等の中ではまたトップ！

　つまりお前！

　クライム・ジェネシスを認みとめたら、互助費やら何やらで自分の収入が減へるからと、もっともらしい理由をつけて、互助会の発足を妨ぼう害がいしているだけだろう!?」

「そっ……そんなことはないよっ！」

　言いよどんだ！　今一いつ瞬しゆん言いよどんだよこの人っ！

　そこにすかさずラーケンが、

「笑わせるな！　そうでないなら、なぜ、私の……その……なんというか……

　私の所有物を盗ぬすむなどといういやがらせをする!?」

　セリフにあたしはようやく悟さとる。

　ヴォルドは、袂たもとを分かったラーケンのことを、死んだ友、と表現した。

　ならば彼がラーケンから奪うばったのは、形見と称しようしていたもの。つまり──

　想そう像ぞうは、瞬時に口をついて出た。

「私のモノってひょっとして──ヅラ!?」

「ヅラ言うなぁぁぁっ！」

　こちらを向いてどなるラーケン。

　そう。彼が目ま深ぶかにフードをかぶっているのは、顔を隠すためでも日よけでも、ましてやもったいつけのためでもない。

　ひとえに、砂さ漠ばくのごとく実りに乏とぼしい頭部を人目に晒さらさぬためのものだったのだ！

「とっ……とにかくっ！」

　ラーケンは気を取り直してヴォルドをにらみ、

「ヴォルド！　お前がどう考えようと、現にこの村の方たちのように、我等の理念を理り解かいしてくださる方もいるのは事実！

　お前が我等に賛さん同どうせず、一人で荷運びを続けて行こうと、それはお前の自由なのかもしれん！

　だが！

　お前が自分の考えにのみ固こ執しつし、組織への妨害や、私の……大事にしていたものを奪って晒しものにするのは、れっきとした犯はん罪ざい！

　それこそ悪！

　これ以上の狼ろう藉ぜきは、友の私とて見み過すごしにはできん！」

　ラーケンのしごくまっとうな意見に、ヴォルドは不ふ敵てきにほほえむと、

「……ふ。いまだ私を友と呼よぶか。

　ならば互たがいにヤギ乗り同士！　ヤギ乗りをもって白黒をつける！」

　反はん論ろんのことばに詰つまったか、あるいは何も考えてないか。話を瞬時にヤギ乗り勝負へと持ってゆく！



    

  
    
      「ゆくぞテンペスト！　ヤギ乗りジャァァァンプ！」

　一方的にまくし立て、返事も待たずにたづなを操あやつった！

　ヴォルドを乗せた大ヤギは、大地を蹴けって空中高く舞まい上がる！

「逃にがすか！」

　まわりにいたクライム・ジェネシスのメンバーのうち、血気にはやった数名が、たづなをさばいて同じくジャンプ！

「──待て！　よせっ！」

　ラーケンの制せい止しももはや手て遅おくれ！

　ヴォルドに続いて跳とんだヤギ乗りたちも、高々と宙ちゆうに舞い上がり──だがその頂ちよう点てんは、ヴォルドにははるか及およばない！

　それどころか！

「甘あまいっ！」

　一いつ喝かつとともにヴォルドの大ヤギ、テンペストは、追つい撃げきに跳び来た一匹を踏ふみ台に、軌き道どうを変えつつさらなる高みへ舞い上がる！

　そのまま民家の屋根の上へと着地して、集つどう一同を睥へい睨げいした！

「この場は一いつ旦たん退ひくが、クライム・ジェネシス！　お前たちの野望はいつか必ず、この私がくじいてみせる！　とぅっ！」

　吠ほえてたづなをひとさばき。大ヤギは家々の屋根から屋根へ、屋根から村に迫せまる山の斜しや面めんへと、次から次へと飛び移うつり、あっという間に岩山を駆かけ登りその姿すがたを消した。

　あとにはただ、呆ぼう然ぜんと見上げるあたしと、クライム・ジェネシスの面々。

　──さてと。

　あとはまあ、当事者のみなさんにお任まかせするということで。

　あたしはくるりときびすを返し、その場をあとに──

「リナさん、とおっしゃったか」

　そこにかかるのはラーケンのことば。

　あたしはそちらと目を合わせないようにしながら、

「はっはっは。おかまいなく」

「攻こう撃げき呪じゆ文もんを使う旅の魔ま道どう士し、となると腕うでにおぼえもあるんでしょうな」

「いえ？　そんなことありませんよ？」

　すたすた足早に歩く隣となりに、ラーケンの乗った黒ヤギが並ぶ。

「で。」

「ヤです。」

　何かを切り出される前にまず否ひ定てい！　しかしそれでもラーケンは、全く動どう揺ようの色を見せずに、

「事じ情じようはおわかりかと思いますが。

　ヴォルドを捕とらえ、取り返すべきものを取り返すのに手を貸かしてもらえませんか？

　魔道士が一人いるのとそうでないのとでは、取れる手しゆ段だんの幅はばに大きく差が出てきますから。

　もちろん、依い頼らい料りようはちゃんと支し払はらいますので」

「だからヤです。」

「ほう。ひとを悪あく党とう呼ばわりヅラ呼ばわりして攻撃呪文をぶちかまして、協力はできないと？

　私がとっさによけてなければ、死んでたかもしれませんなぁ。あの攻撃は」

　。

　それを言われると……あたしも弱い。仕方なくその場に足を止める。

「ご協力、願えますね」

「……まあ……とりあえずは、くわしいいきさつを聞かせてもらいましょーか……」

　気は進まないがそう答え。

　かくて──

　あたしはクライム・ジェネシスとともに、ヴォルドを追いかけるなりゆきとなったのだった──！



（ゴート・ライダーズ：‥つづくっ！）



    

  
    
      






　次回予告



　なんだか成り行き上、クライム・ジェネシスに手を貸かすことになってしまったリナ＝インバース！

　足場の悪い岩山で、ヴォルドを追い込こむことはできるのか!?

　奪うばわれた頭部装そう備び用ようアイテムを無事に奪だつ還かんできるのか!?

　でもってヤギの目って、なんで横よこ向むきに割われてるのか!?　最初に見た時はちょっと引いたぞっ！

　ともあれ次回「ゴート・ライダーズ」後こう編へん！

　ＬとＲの発音の違ちがいで恋こい人びとになったりゴムになったりしつつ待て！



    

  
    
      
        ゴート・ライダーズ［後編］



      

    

  
    
      





　あらすじ



　山道を行くリナが出会ったのは、似に合あわないカツラをかぶり、大きなヤギに乗った男、ヤギ乗りゴート・ライダーヴォルドだった！

　彼の話では、このあたりには『クライム・ジェネシス』を名乗る悪あく党とうが幅はばをきかせており、彼は友の残したカツラを身につけ、日々その組そ織しきと戦っているという！

　行くうちに、二人を待ち受けていたのは、『クライム・ジェネシス』のメンバーたちとそのリーダー、ラーケン！

　とっさに攻こう撃げき呪じゆ文もんを放ち、リナはヴォルドを援えん護ごする！

　しかしよく話を聞けば、『山登り新生会クライム・ジエネシス』はヤギ乗りたちの互ご助じよ組合！　組合結成に反対するヴォルドがラーケンのカツラを奪うばい、いやがらせをしているのだという！

　かくてリナは行きがかり上、奪われたカツラの奪だつ回かいを引き受けることになったのだった！



    

  
    
      

　その小屋は、そそり立つ岩の群むれに囲まれひっそり佇たたずんでいた。

　山のあちこちの地面から、奇き岩がんに巨きよ岩がん、大きさも形もさまざまな岩が突つき出し重なるそのさまは、さながら岩の森のごとし。

　所々に地面が見えて、場所によっては草が生え──

　シロウトづくりの掘ほっ建たて小屋は、そんな、地面の見えている場所にあった。

　大きさはせいぜい、中で数人休めるかどうか。そばの地面は、やっぱりこれまた適てき当とうなつくりの柵さくで囲ってあって、柵の中では一頭の大ヤギがじっとうずくまり、眠ねむっている。

　ヤギの名前はテンペスト。

　そしてこの、ひっそり佇む小屋こそが、登山運送の新しい形を模も索さくする『山登り新生会クライム・ジエネシス』に対立する、ヴォルドの拠きよ点てんの一つだった。

　今。

　ヴォルドがここにいるとの情じよう報ほうを得た、あたしとクライム・ジェネシスのメンバー合計十人ほどは、大ヤギにまたがり、小屋を囲む形で、あたりの岩いわ陰かげに展てん開かいしていた。

　ちなみに大ヤギを操あやつることのできないあたしは、会長のラーケンが乗る大ヤギの後ろに乗せてもらっている。

　目的はもちろんのこと、ヴォルドに奪われたラーケンのカツラを奪だつ還かんすること！

　…………とまあ。

　なりゆき上、依い頼らいを引き受けはしたものの、双そう方ほうの主しゆ義ぎ主しゆ張ちようだのカツラだの、正直言ってどーでもいい。

　こんなこと、とっとと終わらせたいところなのだが──あたしが頼たのまれたのは、あくまでラーケンたちの手伝いである。

　……単たん独どくで動けたならば、攻撃呪文で小屋ごと山ごと吹ふっ飛ばし、努力したけどカツラの奪還は無理でした、とかなんとか言ってあっという間に終わらせられるのだが。

　包ほう囲いが完成したのを見て取ると、ラーケンは無言のままに手で合図！

　クライム・ジェネシスの面々は、大ヤギのたづなを操って、小屋への進しん撃げきを開始した！

　ヤギたちのひづめには毛皮を巻まきつけて、足音を消してある。

　静かに距きよ離りを詰つめてから急きゆう襲しゆう、ヴォルドがヤギに乗る間を与あたえずに制せい圧あつし、カツラを取り返す。

　それが、ラーケンの立てた作戦だった。

　基き本ほん方ほう針しんは悪くない。

　ヴォルドのヤギ乗りとしての腕うでは一流。愛ヤギのテンペストに乗った時の技わざの冴さえには目をみはるものがある。

　だがそれは逆ぎやくに、ヤギに乗らなければただの人、ということでもあるのだから。

　ヤギ乗りたちが歩みを進める。

　小屋の隣となりの柵の中、ヴォルドのヤギ、テンペストはいまだ眠っていて。

　──違い和わ感が──

　あたしの背せ筋すじを駆かけ抜ぬける。

　何かがおかしい。

　だがそう口にするより早く。

「行けぃっ！」

　ラーケンが、声を上げると同時にたづなを操る！

　あたしとラーケン、二人を乗せた大ヤギは大地を蹴けって、身を隠かくしていた岩の上へと飛び乗った！

　見下ろす先には、ヴォルドの小屋へと殺さつ到とうする仲間たち！

　何頭もの大ヤギが大きく地を蹴り跳とんで、小屋とテンペストとの間に飛び込こみ、行き来を塞ふさぐ。

　同時に他の方向から、メンバーたちが小屋へと殺到！

　だがその瞬しゆん間かん！

　たった今まで眠っていたかに見えたテンペストが、すっくと立って地を蹴り、跳んだ！

「──まずいっ！」

「退ひけっ！」

　あたしとラーケン、声を上げたのはほとんど同時！

　しかしその時には、高々と宙ちゆうに跳んだテンペストが、岩山の一つを蹴って、さらに高い岩山へと飛び移うつる。

　とたん。

　テンペストの蹴った岩山が、ぐらり、と揺ゆれて──

　がらごるぐるがらっ！

　揺れて崩くずれてつぶてとなって、下の小屋目がけてなだれて落ちる！

　ラーケンの声で異い変へんに気づいたメンバーたちが、あわててヤギのたづなを操るが──わずかに遅おそい！

　悲鳴に轟ごう音おん、ヤギの声！　乱みだれ混まじった雑ざつ多たな音がおさまり、余よ韻いんを残す頃ころ。

「クライム・ジェネシス！　貴き様さま等らの企たくらみはお見通しだ！」

　高らかに響ひびき渡わたったのは、他ならぬヴォルドの声だった！

「なにっ!?」

　ラーケンの驚きよう愕がくの声とともに、一同視し線せんをはね上げる！

　そこにはさきほど跳び上がり、岩場に登ったテンペスト！

　高みからこちらを見下ろすその足下が小さく動き──

　すっくとその身を起こしたのは、外でもない、ヤギ乗りゴート・ライダーヴォルド！

　すでに頭には、ラーケンから奪ったカツラを装そう着ちやく済ずみで、ぴっちりとした七三分けの黒くろ髪かみが、痛いた々いたしいまでに浮いている！

　だがその痛々しさのぶんだけ、ラーケンの心も血を流しているはず！

「貴様!?　どうやってそんな所に！」

「……最初からあそこにいたのよ」

　叫さけぶラーケンに答えたのはあたしだった。

「追いつめたつもりでいたけど、実じつ際さいにはこっちが罠わなにハメられた、ってこと。

　襲しゆう撃げきを察知して、ヴォルドはあの場所に身を隠す。

　ヤギを柵さくの中に残して寝ねたふりをさせ、小屋の中に自分がいると思わせる」

　ヤギに寝たふりをさせることなどできるのか、とゆー疑ぎ問もんはあるのだが、これ以外には考えられない。

　今にして思えば、さきほどの違和感の正体もそれだったのだ。

　本来、警けい戒かい心しんの強いはずのヤギのテンペストが、極力音を消しているとはいえ、こちらの接せつ近きんに全く気づかず眠ねむりこけている、などというのはありえない。

「こっちが小屋に突とつ入にゆうしたのを合図にヤギがジャンプして、崩くずれやすいように細工しておいた岩山を蹴けり落とし、突入組を一いち網もう打だ尽じんにしようとしたってわけ」

　そのもくろみはほぼ成功。突入した連中のうち何人かは、乗り手かヤギかのどちらかに痛いた手でを受けている。

　解かい説せつするあたしに、ヴォルドの視線が向けられて、その表ひよう情じようが驚おどろきの色に染そまる。

「きみはたしか──リナくん、だったか」

「あ。うん。まあ、いろいろあって、こっちにつくことになったけど」

　頭を掻かきつつ気楽に言えば、

「そうか……」

　ヴォルドはテンペストにまたがりながら、悲しみをたたえた瞳ひとみで、

「……脳のう改かい造ぞうされたか……」

「されてないからっ！　何そのぶっそーな響ひびきっ！

　あたしは単に、ラーケンのヅ──」

　ヅラ、と口走りかけたそのとたん、ラーケンの全身から噴ふき出した黒い殺意に気け圧おされて、

「……ヅ……ズいぶん前にあなたに奪うばわれた私し物ぶつを取り返すよう頼たのまれただけよ！」

　ごまかせば、みるみる殺気もおさまって。あたしは内心息をつきつつ、

「……とゆーかヴォルド。

　クライム・ジェネシスに反発するのはいーんだけど、だからって、人のモノを盗とるってのは感心しないわね。

　それじゃああんたが悪役ってことになっちゃうわよ」

　ムダじゃないかとは思いつつ、一いち応おう説得を試みる。

　知るか、と一いつ蹴しゆうされる──かと思いきや。

「……なるほど……」

　ヴォルドは思案顔で腕うでを組み、

「確たしかにこれでは、私が悪いと誤ご解かいされることもあるやもしれん」

　いや。誤解とかじゃなくて、人のものを盗るのは悪いことですよ？

　とはいえ今ここでそうツッコめば、相手はかえって反発するだけ。そう思って様子を見ていると。

　ヴォルドは、かっ！　と大きく目を見開いて、

「しかし！　誤解を恐おそれて正せい義ぎを曲げるわけにはいかんっ！」

「いや誤解でも正義でもないしっ！」

　一いつ瞬しゆんでも、道理が通じるかもと期待したあたしがバカだった。

「ひとのもの盗るのって、きっぱり悪いことだからっ！」

「たしかにそれはきみの言うとおりだっ！

　しかし！

　このカツラは、悪の道に走ったかつての友、ラーケンの目を覚まさせるためには必要不可欠なもの！

　これを返さぬのが悪だというなら、私はあえてその誹そしりを受けよう！」

「黙だまれっ！　黙って聞いていればぬけぬけと言いたい放題っ！」

　さすがにがまんならなくなったのか、ラーケンが怒いかりの声をはり上げる。

　きっ！　とヴォルドをにらみ上げ──目ま深ぶかにかぶったフードがずり落ちそうになり、あわてて手でおさえると、

「こちらを一方的に悪あく党とう呼よばわりして自らの悪事を誤ご魔ま化かしているだけではないか！

　貴き様さまのやっていることは、単なる我わが儘まま、嫌いやがらせにしか過すぎん！」

「何とでも言え！　ラーケン！

　今日のところはここまでとするが、お前が目を覚ますまで、私は戦い続ける！

　ではゆくぞテンペスト！」

　言って大ヤギのたづなを操あやつり身をひるがえし──

「逃にがすか！」

　叫さけんでラーケンはたづなを操り──

「あたしは術じゆつで空から！」

　言ってあたしは、ヤギから岩山の上へと飛び降おり、呪じゆ文もんを唱えはじめる。

「頼たのむ！　追うぞみんな！」

　吠ほえた時にはラーケンを乗せたヤギはすでに岩を飛び降り、ヴォルドの追つい撃げきに移うつっていて。

　あたしも呪文を完成させて──

「浮遊レビテーシヨンっ！」

　ふわり、とそのまま宙ちゆうに浮うく。

　攻こう撃げき呪文をぶっ放すには、ここは障しよう害がい物ぶつとなる岩が多すぎる。それにあたしが頼まれたのはあくまでサポート。

　ならば上空からあたりを見回し、みんなの目となるのが妥だ当とうだろう。

　高みから見えるのは、いちめんに並ならぶ岩の森。これでは追うメンバーからも相手の姿すがたはロクに見えないだろう。

　ヴォルドは岩の上ではなくあい間を駆かけているらしく、あたしからも、直ちよく接せつその姿は見えないが──

　目をこらせば、雑ざつ然ぜんと立つ岩の間を、小屋から離はなれるように立ち上るわずかな土つち煙けむりが見えた！

　──そこかっ！

「北東の方に向かってる！」

　あたしのはり上げた声に応こたえて、クライム・ジェネシスの面々が操るヤギは、並び立つ岩の上を、あい間を駆けてゆく！

「──ちょっと左に曲がった！　あ、またもとのコースに！」

　指し示じをしながら進んで行って。

　そのうち。

「──止まれ！」

　岩場に響ひびいたのは、ラーケンの声だった。



    

  
    
      　……何があった？

　思えばほどなく、大ヤギに乗ったラーケンが岩の上へと駆け登る。

　その左手には、ホウキの先に似にた大きなものがにぎられていて。

　彼はそれをさし上げて、

「……これをくくりつけられたウサギが走っていた。

　はめられた。たぶんヴォルドは今ごろ別の場所だ」

　この時。あたしははっきり悟さとった。

　このままのやり方では、決してヴォルドには勝てない、と──



「正直……かなりやっかいね」

　酒のにおいと料理のにおい、人のざわめきが混まじる中、あたしは、テーブルの向かいに座すわるラーケンにそう言った。

　ヴォルドを逃がしたあのあと。

　ケガをした人とヤギとの応おう急きゆう手当てを済すませてから、一同は、山あいにある、この名もない村へとやって来た。

　クライム・ジェネシスの経けい費ひで小さな宿を借り切ると、ケガ人は部屋で休ませ、他の皆みなには、ねぎらいの酒さけと食事をふるまって。

　ふるまいとはいえ、ヴォルドを逃がしたあとである。盛もり上がりにはいまいち欠ける。

「あたし一人でヴォルドを倒たおせばいいんだったら、距きよ離りを置いて派は手でな攻撃呪文で吹ふっ飛ばす、ってテもあるんだけど。

　モノを奪うばい返すのが目的となると、そーゆーわけにもいかないし。

　おまけに味方が近くにいれば、まき込むおそれがあるから、あんましハデな術は使えないし」

　言えばラーケンは、フードの下から、じろりっ、とこちらをにらみ上げ、

「我われ々われが足手まといだと？」

「そーじゃなくて。

　やり方を考えないとダメだってこと。

　今日みたいに、ヴォルドに有利な場所で戦い続けたら、こっちの被ひ害がいが大きくなるだけだ、って言ってんの」

　障しよう害がい物ぶつが多くて視し界かいが悪く、向こうは単たん騎きでこっちはおおぜい。

　これでは、数の優ゆう位いも、あたしという魔ま道どう士しのサポートも活いかせない。

　あたしは、出されたリンゴジュースをひと口飲むと、

「……で、正直な所、思うんだけど──」

　テーブルに身を乗り出して、ラーケンにだけ聞こえる声でささやきかける。

「経費のことを考えたら、盗とられたモノにこだわらないで、いっそ新調した方が、よっぽど安くつくんじゃないの？」

　もちろんモノというのは、カツラのことに他ならない。

　カツラ一つを作るのに、どれくらいの額がくがかかるのかは知らないが──

　あたしを雇やとい、これだけの人数を動員し、ケガした人たちの治ち療りようをし、宿を借り切って皆に食事と酒をふるまう──その総そう計けい額がくより高いとは思えない。

　言えばラーケンも、身を乗り出して声をひそめ、

「もっともな意見だが、ことは金額だけの問題ではない」

「意地、って奴やつ？」

「いや。組織の信しん頼らいの問題だな。

　あたりのヤギ乗りたちに話をつけて、我われ等らはこうしてクライム・ジェネシスを発ほつ足そくさせたが、ヴォルドのように、組そ織しきに属ぞくすることを良しとせず、所属を拒こばんだヤギ乗りは多い。

　……あいつほど真っ向からの嫌いやがらせはやって来ないが、な。

　メンバーたちも、とりあえず所属してはみたものの、この形が良いという実感はまだできておらんだろう。

　もしこの状じよう況きようで、ヴォルドに奪うばわれたものを組織が奪い返すこともできなければ？

　あるいは雇った魔道士単独の力だけで全すべてが解かい決けつしたとなれば？

　組織になど意味はない、と思う者も多く出てくるだろう」

「──なるほど」

　そうなれば、組織の活動を軌き道どうに乗せるのはむずかしくなる。

「けどそれならそれで、とっととカタをつけないとマズいでしょ。

　たった一人を相手にもたついて……ってことになると、やっぱし組織としての評ひよう判ばんが落ちるわけだし」

「もちろんそれはそうなのだが……かといってうまい手があるわけでもなし……」

　ため息混まじりに言う彼に。

「あるわよ」

　と、あたしはこともなく言った。



　朝もや煙けむる山の村。

　首につけた獣けものよけの鈴すずを鳴らして並ならんだ大ヤギたちの数はざっと二十ほど。

　それぞれ胴どうの両側には、ちょっと大きめの箱を積み、箱には『山登り新生会クライム・ジエネシス』の刻こく印いん。

　ヴォォォォォォォォ……

　ラーケンが吹ふき鳴らす角笛の音に、ヤギ乗りたちの注目が集まった。

「ヤギたちの調子は良いか！」

　声をはり上げるラーケンに、おお！　と男たちが応こたえる。

　彼のまたがるヤギだけが、唯ゆい一いつ、箱を積んではいない。

　彼は一同をぐるりと見み渡わたして、

「──今回は、蛇へびの峰みねを行くルートでクルトス山とメルー山を越こえ、ラタトスの町まで荷を届とどける！

　想定日数は二日！　ヤギと荷物に気を使いながら、確かく実じつ・迅じん速そく・丁てい寧ねいに！」

　言うラーケンのそばにはあたしも佇たたずんで。

　彼はわずかに声の調子を変えて、

「……最近、我等クライム・ジェネシスを疎うとんじて、嫌がらせをして来る者もいる。

　諸しよ君くんらの中にも、そのことで心をわずらわせた者もいるだろう。

　今回の仕事の途と中ちゆうにも、妨ぼう害がいが入るかもしれん。

　しかし！

　安心してほしい！　護ご衛えいとして、こうして魔ま道どう士しを雇やとってある！」

　と、あたしを指して、

「我われ等らが為なすべきはただ着実な仕事！

　競きそう相手ではなくお客様を見て己おのが仕事を見よ！　一歩一歩の積み重ねこそが信しん頼らいを築きずく唯一の手しゆ段だん！

　──良い仕事を期待する」

　おうっ！　と再ふたたび男たちの声。

　あたしはラーケンの後ろに乗って──

「出発！」

　彼の声を合図に、一行は道無き岩山へと歩みを進めたのだった。



　緑の少ない岩山は、しばらく行くと晴れ渡り、彼方かなたまでもが見渡せる。

　ことばで表ひよう現げんすれば同じ岩山でも、ヴォルドの小屋があった所とはだいぶ様子が違ちがう。

　ここは、岩いわ肌はだが斜しや面めんとなってえんえんと続いており、所々にコケやらしょぼい雑ざつ草そうやらが生えている。

　見通しは良く、身を隠かくすような場所はあまりない。

　そんな場所を、どれくらい進み続けただろうか。

「──さて──」

　一列に並ぶ隊列の中ほどで。ヤギの手た綱づなを操あやつりながら、ラーケンは、後ろに座すわるあたしにだけ聞こえる声で、

「来ると思うか？」

「ええ」

　と、迷まよわず答えるあたし。

　何のことかは言うまでもない。

　ヴォルドとそのヤギ、テンペスト。

　クライム・ジェネシスがしごとの上で成果を上げれば、組そ織しきの信用につながる。

　だがそれは、ヴォルドからすれば歓かん迎げいできることではない。

　ならば必ず妨ぼう害がいをしかけて来る、とあたしは読んだのだが──

「というか、もう来てる」

「──何？」

　動どう揺ようの声を上げても、あわててあたりを見回したりしないのはさすが。

「ちょっと前からついて来てる。相手の正せい確かくな位置はわかんないけど」

　殺意とまではいかないが、こちらに向けられた明確な敵てき意いは、出発の時からずっとついて来ている。

　まわりに人が多いせいで、正確な位置までは掴つかめないが。

「……正面見て。右手が急なガケになってせり上がってる所があるでしょ。

　あたしなら、あのあたりで仕し掛かけるわね」

「わかった。迎げい撃げき準じゆん備びを頼たのむ」

「りょーかい」

　応こたえてあたしは呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した。

　ラーケンは何の合図も出さず──隊列は変わらず前へと進んでゆき──

　先頭が、問題の場所へとさしかかったまさにその時！

　右手にそびえるガケの上、からり、と小さな音がして、転がったのは石一つ。

　それは転がり来る途と中ちゆう、他の石やら土やらを巻まき込こみ大量の土ど砂しやとなり、下を通りかかった隊列を襲おそう──はずだった。

　あたしがこの場にいなければ、だが。

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　あらかじめ唱えておいたその術じゆつを、あたしは、石が転がると同時に解とき放つ！

　冷気の術は、土砂崩くずれが起きるその前に石を氷に閉とざしてガケにはりつけ、土砂の崩れを未然に防ふせぐ！

　同時に。

「来たぞ！」

　ラーケンがはり上げた声を合図に一同が隊列を変える。展てん開かいしたのではない。ガケから距きよ離りを置いた場所に集合したのだ。

「ヴォルド！　お前がそこにいるのはわかっている！」

　ラーケンの呼よびかけを聞きつつあたしは次の呪文を唱え、ヤギから飛び降おり──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　風の結界を身に纏まとい、高速飛行の術を使って宙に舞まう！

　コントロールの難むずかしい術だが、ここなら視し界かいもひらけているし障しよう害がい物ぶつもあまりない！　　ガケを駆かけ上がるように飛ひ翔しようして──

　見えたっ！

　さきほど石が崩れ落ちて来たあたりに、ヤギにまたがった男の姿すがた！　かぶったカツラがまず目につく！　ヴォルドとそのヤギ、テンペスト！

　あたしはそのまままわり込み、退たい路ろを阻はばむ位置で術を解かい除じよし岩場に降り立つ。



    

  
    
      　身を隠してもムダと知ったか、あるいは最初から隠れるつもりはなかったか。

　ヴォルドはヤギを操ると、ガケ下にいる一同からも見える位置へと移い動どうして、まずはあたしを──次いで眼がん下かを見やり、

「貴き様さまたちの企たくらみはわかっているぞクライム・ジェネシス！」

　ラーケンをにらみつけ、ヴォルドは朗ろう々ろうたる声をはり上げる。

「何も知らぬ無む辜この人々から荷を受け取り運んで金きん銭せんを得る！　そうやって組織の力を拡かく大だいしてゆくつもりだなっ！」

「その通り！」

　ラーケンも声をはり上げて、

「というか、それが普ふ通つうの商売だろうが！　悪事みたいな言い方をするな！」

　全くもってその通り。

　しかし、ヴォルドはそうは思わない。

「笑しよう止し！

　ヤギ乗りたちゴート・ライダーズを堕だ落らくさせるクライム・ジェネシスは間ま違ちがっている！　即すなわち悪！

　ならば悪を肥こえ太らせる行こう為いは悪事に他ならない！」

「どんなりくつだそれはっ!?

　私に言わせれば、貴様の主しゆ張ちようする個こ々こ人じんの技ぎ量りようにのみ頼たよった仕事など、新人の育成を阻み安あん定てい性せいにも欠ける、ヤギ乗りの発はつ展てんを阻そ害がいするだけのもの！

　お前の方こそ悪なのだ！」

　負けじとラーケンも言い返す。

　もちろん、この口ゲンカに正せい解かいはない。

　個人でやるか、集しゆう団だんでやるか。長所と短所が違うだけ。依い頼らいの内ない容ようや状じよう況きようによって、どちらがいいかは変わってくる。

　ただ確かく実じつに言えるのは──自分の方が正しいと信じ込み、暴ぼう走そうしたのはヴォルドの方だった、ということだけ。

「私を悪と呼よばわるまでに、心を闇やみに落としたか！　ラーケン！」

　激げつ昂こうし、ヴォルドはテンペストのたづなを強くにぎりしめ、

「言葉が心に届とどかぬならば、実力をもって貴様の過あやまちを糾ただすのみ！

　ゆくぞテンペスト！　とうっ！」

　吠ほえて眼下に展開した、クライム・ジェネシスの集団に向かって一気にガケを駆け下りる！

　だがその動きは計算通り！

　すでに唱えていた呪文をあたしはまたまた発動させ、ヴォルドのあとを追って飛ぶ！

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　ヴォルドは駆け下りた勢いきおいを殺さず、まっすぐに、クライム・ジェネシスの集団に向かって駆けてゆく！

　荷を積んだヤギたちでは、そのスピードに対たい応おうするのは不ふ可か能のう！　対たい抗こうし得るのは荷を積んでいないラーケンのみ！

　ヴォルドはおそらくそう思っただろう。

　だが！

　彼が一団の中に突とつ入にゆうしようとした、まさにその瞬しゆん間かん！

「今だ！」

　響ひびくラーケンの声に応えて、クライム・ジェネシスのヤギ乗りたちは一いつ斉せいに、ヤギの首もとに隠かくされていたヒモを引く！

　しかけが作動し、それぞれの左右に載せられていた荷物の箱が瞬時に分解！

　その中から。

　ざさざぁっ！

　音を立て、こぼれ落ちたのは大量の砂すな！

「なにいぃぃぃぃぃぃっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げた時にはすでに、ヴォルドは砂すなにまみれた岩場の中に突つっ込んでいる！

　テンペストのひづめが砂にとられて滑すべる！

　スピードが乗った時点でこうなれば、もはや対たい処しよのしようはない！　そのままバランスを崩くずして転がり滑り倒たおれ込む！

　追いついたあたしは、ラーケンのそばで術を解かい除じよし、着地して。

「……まさか……な……」

　クライム・ジェネシスの面々に囲まれて、ヴォルドは倒れたまま、小さく呻うめいた。

　左手はいまだテンペストのたづなを握にぎり、右手はかぶったカツラをおさえていた。

　テンペストともども、ゆっくりと身を起こしつつ、

「……このタイミングで大口の荷物運びの仕事が入るなど……都合が良すぎる。

　私をおびき出すための嘘うそかもしれん、とは考えた……」

　その通り。

　すべてはヴォルドをこの舞ぶ台たいに誘さそい出すための罠わな。

　その可能性に気づいても、ヴォルドなら、誘いに乗らざるを得ないとあたしは踏ふんだのだ。

　仮かりに荷運びのしごとが本当だったら、組そ織しきの評ひよう判ばんが上がることになるのだから。

「しかし……箱の中身が砂とはな……

　そこまでは読めなかったぞ」

　テンペストとヴォルドはその場になんとか身を起こすが、さすがにあのスピードで転てん倒とうして、無む傷きずでいられるはずもない。

　どの程てい度どの痛いた手でだったか、見た目だけではわからないが、もはやいつもと同じようには動けまい。

「勝負はついたな」

　言いながら、ヴォルドの前にラーケンが出る。

　自分たちが撒まいた砂にヤギが足を取られぬよう、気を配りつつ。

「返すべきものを返してもらおうか」

　呼よびかけに、しかしヴォルドもテンペストも、瞳ひとみの奥おくに灯ともり続ける闘とう志しの炎ほのおをいまだ絶たやさず、

「……ま……まだだっ……」

　たづなを操あやつり対たい峙じする──しかしテンペストの足取りに、もはやさきほどまでの確たしかさはない。

「この程度で……私とテンペストの心は折れん！」

　たいした意地だが無む駄だなこと。あとはあたしの計画通り、全員でヴォルドをボコってカツラを取り返せばおしまい、である。

　だがしかし。

「そこまで言うならば──」

　フードの下、ラーケンの瞳にも闘志が灯る。

「私と貴き様さまと、一対一でけりをつけよう」

「──ちょっと!?」

　筋すじ書がきには無かったその申し出に、あたしは思わず声を上げるが、ラーケンはそれをしぐさで制し、

「そちらは手負い。ゆえに、こちらが勝てば手を引けとも、奪うばったものを返せとも言わん。

　そのかわり、こちらも私の意地だけで皆みなの生活を変えるわけにはいかん。負けても何の約束もできん。

　ただ──

　純じゆん粋すいに、ヤギ乗り同士として勝負し、決着をつける」

　宣せん言げんに、ヴォルドはにやりと不ふ敵てきに笑い、

「……私を手負いというならば……そちらは事じ務む仕事で鈍なまった身。

　勝てると思うな」

「現げん役えきを離はなれても鍛たん錬れんを怠おこたったつもりはない。

　そちらこそ、甘あまく見るな」

　対するラーケンもにやりと笑えみを浮うかべてみせて。

　まわりにいるクライム・ジェネシスのメンバーたちは、自然と身を引き、二人の戦いの場を空ける。

　岩場の上にはまだ、さきほど撒いた砂すなが散っている。たづなさばきを誤あやまれば、それだけで勝負の行方ゆくえは違ちがって来る。

　岩山に吹ふくかわいた風が、あたりの砂を巻まき上げて──

　ラーケンとヴォルド、二人は同時にたづなをさばく！

　二つの影かげは地を蹴けり、駆かけて──



　がっ！



　交こう錯さくしたその瞬しゆん間かんに打だ撃げき音おん。

　すれ違って動きを止めて。

　山やま肌はだを吹くかわいた風に──

「……ぐっ……」

　流れた呻うめきはラーケンのものだった。

　あたしには、はっきりと見えていた。

　互たがいがすれ違うその瞬間、テンペストのくり出した前足の打撃を、ラーケンは紙かみ一ひと重えの所でかわし──

　かわした所に、ヴォルドの放った右の拳こぶしが食い込こんだのだ。

　これが伝サ承ー歌ガの一シーンなら、ここでヴォルドが小さく笑みを浮かべてから、ばたりと倒たおれるところだが──

「……私の勝ちだな……」

　たづなを操り、テンペストの首こうべを巡めぐらせてヴォルドが言う。

　たしかに今の一瞬で、ラーケンはヴォルドに、何の痛手も与あたえてはいない。

　が。

「……く……ふっ……」

　痛みの呻きに笑みを混まぜ、ラーケンも乗っているヤギの向きを変えて、再ふたたびヴォルドと対たい峙じした。

「それは──どうかな」

　言うラーケンは不敵な笑みで、左の手を上げ──目ま深ぶかにかぶったフードに触ふれると、それを一気にはね上げる！

　フードの下から現あらわれたのは、朝の光を照り受けて、光かがやく肌の色！

　まわりには、いまだ髪かみが残っているが──

「一体──」

　何のつもりだ、と言いかけたヴォルドのことばが凍こおりつく。

　続いてラーケンが、高々さし上げた右手には、もっさりとした黒い塊かたまり！

「装そう・着ちやく！」

　かけ声とともにラーケンは、右手のそれを、自分の頭の上へと載のせる！

　軽く形を整えて──

「ふ……ふははははは！　戻もどった！　戻ったぞぉぉぉぉぉっ！」

　歓かん喜きの哄こう笑しようを上げたのは、くろぐろたる七三分けの髪を戴いただいたラーケン！

　そう！　彼の目的は、もとより、ヴォルドを倒すことではなかったのだ！

　彼にとっての勝利とは、あくまで奪われたカツラを取り戻すこと！

　そのことに今さらながら気づいたヴォルドは、悔かい恨こんの色を濃こく浮かべ。

「……くっ……！　しまった……これでついにラーケンが完全体になってしまったというのかっ……！」

　完全体て。あんた。

　ツッコミを入れようかとも思ったが──カツラをつけたラーケンは、たしかに、フードの時とは比くらべものにすらならぬ自信と覇は気きとを纏まとっていて。

「ヴォルドよ」

　言う声も、さきほどと全く変わらぬはずなのに、なぜか不思議な威い厳げんに満ちていて。

「お前の負けだ」

「まだ──」

「負けだ」

　言い返そうとしたヴォルドのことばをぴしゃりと遮さえぎり、

「気づいていないのか。お前の乗るテンペスト、脚あしを傷いためているぞ」

「なにっ──!?」

　指し摘てきにヴォルドの顔色が変わる。

　言われてみれば──ヤギにそんなにくわしくないあたしの目からも、テンペストの立ち方は、どこか不自然に見えて。

「気き丈じように隠かくしてはいるが……今の一いち撃げきで気がついた。

　砂に足を取られて転んだ時にやられたのだろう。

　でなければ私は、カツラを取り戻すこともできぬまま、蹴り落とされていただろう。

　我われ々われへの敵てき愾がい心しんが先に立ち、愛ヤギの状じよう態たいを見落とすなど──ヤギ乗りとしての恥はじ」

「──テンペスト、お前──」

　ヴォルドがあわててその背せ中なかから飛び降おりると同時に、彼の大ヤギ、テンペストは、力つきたようにがっくりその場に膝ひざを折る。

「テンペスト！」

　慌あわてる主を、大ヤギは鳴き声を上げることもなく、ただただじっと見つめ返して。

「……済すまん。我わが儘ままに付き合わせてしまったな……」

「──テンペストがそれでは、もはやお前も荷運びの仕事はできまい」

　ヤギを操あやつり、ゆっくりと歩み寄よりつつラーケンは言う。

「蓄たくわえが無ければ、ヤギの怪け我がを手当てしてやることさえもできんだろうな」

　ヴォルドのそばでヤギを止め、

「しかし我が『山登り新生会クライム・ジエネシス』なら、ヤギのケガ治ち療りようやその間の仕事斡あつ旋せんに関して、ある程てい度ど便べん宜ぎを計ることはできる」

　静かに右手をさしのべる。

　ヴォルドはしばらく、その右手に、信じられないものを見るようなまなざしを向け──

「……私の負けだ。完全に」

　苦く笑しようして、その手を取ったのだった。



「世話になった」

　事じ件けんが片かたづき村へと帰り。依い頼らい料りようを受け取って。

　別れ際ぎわ、ラーケンはあたしに目礼する。

　頭はもちろん下げないだろう。だって何かがずり落ちるから。

　言われてあたしは肩かたをすくめ、

「……あたしは途と中ちゆうまでのお膳ぜん立だてをしただけよ。最後になんとかしたのはあなた」

　もしもあたしのすじがき通り、みんなでヴォルドをボコっていたなら、たとえカツラは取り返せても、ヴォルドがラーケンと和わ解かいしてクライム・ジェネシスに入ることもなかっただろう。

　いや、それどころか日を置いて、また妨ぼう害がい活動を続けたかもしれない。

　結局最後にモノを言ったのは、ヤギ乗り同士の信用だか友ゆう情じようだか、なんかそういったものだった。

　しかしラーケンはかぶりを振ふって、

「いや。だとしても、あんたの書いたすじがきがなければ、こうはいかなかった。

　やはり礼を言わせてくれ」

　あたしはふたたび肩をすくめて、

「ま、いいけど。

　でもそっちも、結けつ構こうな出費になっちゃったわね」



    

  
    
      「なーに。その分は、今後たっぷりヴォルドの奴やつをコキ使って、十分取り返すさ。ははははは」

　言う彼の瞳ひとみの奥おくは、ちっとも笑ってなんかいなくて。

　あれは──しんそこ本気の目。

　……とはいえ、ヴォルドが今後どんな苦労をしようとも、あたしの知ったこっちゃあない。

　──まあ、がんばれヴォルド。

　無む責せき任にんなおーえんだけを心の中でつぶやいて。

　あたしは次の町を目ざして、旅路についたのだった──



（ゴート・ライダーズ：‥おしまい）
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　冬。それは、あったかい食べ物がおいしい季節。

　室内で食べるも良し。寒い風が吹ふく中で、店先で買ったあつあつを、はふはふ頬ほおばりながら歩くのも良し。

　そんなわけで。

　あたしはこの町、オーグリーの名物の、ほこほこ湯気の立つ蒸むしパンをひと口──

「よせえええええええええええッ！」

　ほおばるよりもわずかに早く。

　絶ぜつ叫きようとともに飛び来た銀色の光が、あたしの鼻先をかすめて過すぎる！

「──!?」

　とっさに後ろに大きく跳とんで──一いち撃げきは蒸しパンの方を直撃したらしく、あたしの手の中からぬくもりが消える。

　殺気はなかった。となると相手はかなりの手て練だれか!?

　間合いを取って目をやれば、そこには佇たたずむ一人の男！

　銀色の髪かみ。氷のようにつめたいまなざし。

　歳としは二は十た歳ちを少し越こえるか。どこにでもいる町の人の格かつ好こうで、ハンサムと呼よんでいい顔立ち。

　右手に何本もの銀色の金きん属ぞく棒ぼう。投げ放たれたのはその一本なのだろう。

　視し界かいの端はしには、今の一撃を受け、そばの家の壁かべにくしざしになった蒸しパンの、無む惨ざんきわまりない姿すがた！

　まっ白な皮は破やぶれて、お肉とお野菜がブレンドされた中身がはみ出している。

　──おのれっ……！

　ぎり、と、あたしは奥歯を噛かみしめ、男を見やる。

　戦士にして天てん才さい魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースをつけ狙ねらう者は少なくない。

　あるいは名前を上げるため、あるいは何かの逆さか恨うらみ。時には単なるいきおいで。

　戦いを挑いどんで来るのは、まあいいだろう。

　だがっ……！

「蒸しパンに何の罪つみがあるのよっ！」

　あたしは男に向かって吠ほえた。

　その声に、まわりにいた人たちも、ようやく異い変へんを察してざわつきはじめた。

「どーゆーつもりであたしを狙ったのかは知んないけどっ！　くだらない戦いに、罪もない食べ物を巻まき込こんだのは許ゆるせないっ！」

　瞳ひとみに怒いかりの炎ほのおを燃もやすあたしに、しかし男は、なぜか金属棒を腰こしの後ろにしまいつつ、

「勘かん違ちがいをするな」

「カン違い？　人をいきなり攻こう撃げきして来て、何がどうカン違いなわけ？」

「それが勘違いだ。俺おれが狙ったのはあんたじゃあない。あれだ」

　言って指さすその先には──今の攻撃でくしざしになった蒸しパン一つ。

　……？

「……どういうこと……？」

「どうもこうもない！」

　眉まゆをひそめて問うあたしに、男は突とつ然ぜんまなじり吊つり上げて、

「お前があれを買った店先にはこう書いてあったはずだ！　『オーグリー名物　夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』と！」

「……たしかに書いてあったけど……」

　と、あたし。

　むろん『夢の綿帽子』とゆー恥はずかしいのは、蒸しパンの商品名。

　しばらく前。

　旅ゆく道のその途と中ちゆう。ある村であたしが耳にしたのが、ここの蒸しパンの噂うわさ。

　なんでも、中にお肉やお野菜なんかをいろいろ混まぜた具が入っていて、とってもジューシーなんだとか。

　それであたしは蒸しパン目当てに、この町に立ち寄よったわけなのだが──

「それが何よ？」

　問えば男は、串くしざしになった蒸しパンを、びしぃっ！　と指さし、

「あんなものは『夢の綿帽子』と呼べるシロモノではなぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

　大きな声をはり上げた。

「商業主義に堕だした馬ば鹿かどもが作ったあんなまがいものを食べて、この程てい度どがオーグリーの名物なのだ、と思われては迷めい惑わく千せん万ばん！

　よって！　俺はお前のような旅人が、まがいものを口にするのを止めただけ！」

　もちろん──

　町の通りのまん中である。

　あたりには通行人もいるし、あたしが蒸しパンを買った店もそばにある。店先ではおばちゃんが、まがいもの呼ばわりされて顔をちょっぴり引きつらせている。

　となると当然。

「聞き捨ずてならねえなぁ」

　こんな連中もやって来るわけで。

　敵てき意いあふれるまなざしで、こちらに向かって歩いてきたのは、あんまりガラのよくない男が二人。

「町の名物をまがいもの呼ばわりたぁ、てめぇ一体何様のつもりだ？　あぁ？」

　詰つめ寄る二人に、しかし銀ぎん髪ぱつの男は余よ裕ゆうの笑えみで、

「ホワイティの取り巻きか。どうやら俺が誰だれだか知らないようだが──」

　ぎんっ！　と鋭するどいまなざしで、男二人をにらみつけ、

「ケンカはこわいので勘かん弁べんしてください！」

　へたれだっ！

　獅し子しの態たい度どにチキンなセリフ。ギャップに相手が思し考こう停てい止ししたその一いつ瞬しゆん。

「──こっちだ！」

　言うと銀髪は身をひるがえし、あたしの手を取り駆かけ逃にげる！

「ち──ちょっと!?」

　なんだか知んないけど人を巻き込むな──そう口に出すよりわずかに早く。

「──ついて来い！　本当に美う味まい『夢の綿帽子』を食わせてやる！」

　銀髪の言ったそのことばに、あたしは言いかけたセリフを引っ込めたのだった。



「……ひゅー……ひゅー……ふ……く……口ほど……にもない……ひゅー……」

　もとの場所から通り三つぶんほどを駆けた街角で。

　路ろ傍ぼうにぐってり座すわり込み、銀髪の男は力つきかけていた。

「……どんだけ体力ないのよ。あんた」

　そんな男を見下ろして、息も乱さずあたしは言った。

　男二人が追って来る様子はない。ふり切った、というよりも、相手が馬鹿馬鹿しくて追いかけて来なかっただけだろうが。

「……お……俺の……ひゅー……力は……ひゅー……体力じゃなく……技ぎ術じゆつ力りよく……ごふっぐへっ！」

　重病人みたいな呼こ吸きゆうをしながら激はげしくせき込んで。

　このまま死ぬんじゃないだろーかこいつ、などと一瞬本気で思ったりするが。

「しっかりしてよ。おいしい蒸むしパンを食べさせてくれるんでしょ？」

　半ばなげやりにあたしが言った、そのとたん。

「蒸しパンではないッ！　『夢の綿帽子』と呼よぶべッ！　げフゴフッ！」

　激げつ昂こうし叫さけんでまたまたむせて。

「いーから。休んでて」

　本当にうまい、のことばにつられてついて来たけど、この人を信じてだいじょーぶなのか……？

　それでもしばし見守るうちに、やがて男の息は整って来る。

　適てき当とうな頃ころ合あいを見計らい、

「あたしはリナ。ごらんの通り、旅の魔ま道どう士しなんだけど──

　聞いてなかったけど、あなたの方は何者なわけ？」

　声をかければ、男はまだ多少呼こ吸きゆうを乱みだしながらもことばを紡つむぐ。

「……俺の名は……レット＝レムース……

　……『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』販はん売ばい元もと、レムース・ベーカリーの正当後こう継けい者しやだ……」

「販売元？

　……ってことはひょっとして、町で売ってるアレは、あなたのところの蒸しパン──」

「『夢の綿帽子』だ……」

　またまたすかさず訂てい正せいするレット。

　……あたしとしては、ンなこっ恥ぱずかしい名前、口に出したくないんだけど……

「──それを真ま似ねて作ったニセモノ、とかって話なわけ？」

「……そういうことだ」

　どうやらだいぶ回かい復ふくしたらしく、レットはその場になんとか立ち上がり、

「あんなものは本物の『夢の綿帽子』とは呼べない。

　ついて来い。本物を食べさせてやる」

　言うと彼は、よろふらと歩きはじめたのだった──



「……っなんぢゃこりゃぁぁぁぁぁっ！」

　それが。

　あたしの第一声だった。

　案内されたのは、表通りからは外れた小さなお店。レットを除のぞくと店員は二人。店先には蒸し器があって、地味なカンバンには『レムース・ベーカリー』の文字。

　正直言って、パッとしない店、というのが第一印象だった。

　店先で渡わたされたほっこほこの白いパンを、期待半ば疑うたがい半ばで頬ほおばったのだが──

　これが。

　おいしひ。

　まっ白ふわふわな外がわと、いろんなお肉やお野菜がブレンドされた中の具とが、びったりとベストマッチ！

　具はジューシィながらも水っぽさなどみじんもなし！

　これでへたな作り方をすれば、全体を包む生き地じが味で負けたり、具の汁しるが浸しみてべちゃべちゃになったりするのだが、どーいう工く夫ふうがしてあるのか、生地はふわふわながらもしっかりとした味があり、具の汁をちゃんと閉とじこめつつも調和して。

　なんとゆーか、まさに神がかったバランスである。

　あたしは一個こを一気に食べきると、あまりのおいしさにしばらく放心し──第一声、となったわけである。

「これが──本物の『夢の綿帽子』だ」

　その反はん応のうに、自信たっぷりうなずくレット。

「や！　これ！　ほんとおいしい！」

　興こう奮ふんを隠かくしもせずにあたしは声を上げる。

　恥ずかしい名前だなんて思ってごめんなさい。これはたしかに、夢、ということばを名前に入れても負けてない。

「もう一個ちょーだいもう一個！　もちろんちゃんとお金は払はらうから！」

　言えばレットは苦く笑しようして、

「代金を払ってくれるならお客様だ。もちろんこちらに文もん句くは無い」

　蒸し器から、まっ白いパンを取り出して、

「銀ぎん貨か二枚まいでお願いします」



　ぶウッ！



　請せい求きゆうされた金きん額がくに、あたしは思わず吹ふき出した。

「高ッ！　お値ね段だん高ッ！」

　叫ぶあたしに、しかし彼はあっさりと、

「そうか？　ちょっとした店でコースの料理を頼たのむ程てい度どの額だろう？」

「そうだけどっ！　コレ一個の値段としちゃあ高いって言ってんのっ！」

　ちなみに、レットの言うところの『まがいもの』のお値段は、一個あたり銅どう貨か二枚。比くらべると怒おこられそうなんで口には出さないが。

「だが値段に見合う味だと思うが？」

「……まあ……それは……そうかも……」

　なんのかんのと言いつつも、あたしはふところから銀貨二枚を取り出し、渡す。

　受け取った『夢の綿帽子』に、はくりっ、とかじりつき──



    

  
    
      　気がつくと、その一個もあっという間に食べ尽つくし。

　……あぁ……しあわせ……

　あたしはしばしうっとりしてから、おもむろに、さらに銀貨二枚を取り出し、

「もういっちょお願いっ！」

　注文に、しかしレットは困こまった表ひよう情じようで、

「……お客さん、今日はそれくらいで……」

「やかましぃぃっ！　いいから次の持って来てっ！」

「いやそんなタチの悪い酔よっ払いみたいなことを言われても。

　実は、もうないんだ」

「……へ？　もうない？」

　あたしは眉まゆをひそめて言った。

「さっき取り出した時、蒸し器の中がちらっと見えたんだけど──」

　そこにはまだいくつも、白い塊かたまりがあったはず。

　しかしレットは左右に首を振ふり、

「悪いな。あれは全部予よ約やく済ずみなんだ」

「ええっ!?」

　あたしの声が裏うら返がえる。

　……たしかに、あの味のことを考えれば、一見ムチャな値段でも、欲ほしがる人は欲しがるだろうし、作る数にも限かぎりがあるのだろうが……

「……んー……やっぱりあんまし多く作れないんだ」

　未練たらたらにあたしが漏もらしたつぶやきに、レットは瞳ひとみに暗い光を浮うかべ、

「ああ……それもこれもみんな、ホワイティの奴やつのせいだ……」

　ホワイティ？

「さっきもその名前出してたけど、商売敵がたきって奴？」

「まさしく敵、だな。

　俺の、ではなく『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』の、な。

　奴はこの『夢の綿帽子』を、世間にもっと広めたいと願っていた。

　それはいい。

　だがそこで奴の取った手しゆ段だんは、大量生産と、それに伴ともなう味の劣れつ化か」

「……なるほど……」

　あたしはつぶやいた。

　腕うでのある料理人と良い材料、その双そう方ほうを大量に用意するのはほぼ不ふ可か能のう。大量生産にはどうしても、大なり小なり質の劣化がつきまとう。

「量産品も決してまずいわけじゃあない。具入り蒸むしパンとしては悪くないだろう。

　だが。『夢の綿帽子』の名を冠かんするには足りん」

　まあ、全く同じ名前で数すう段だん味が劣おとるものを売られれば、腹が立つのは道理だろう。

「何より腹はらが立つのは、連中がアレを作っているせいで材料が不足して、こちらの生産数も減へっているということだ」

「手に入りにくい材料があるんだ」

　あたしのあいづちに彼はうなずくと、

「ああ。

　他はなんとかなるんだが、これの具には、このあたりの山で採とれるフォムトの木の実がどうしても必要でな。

　あたりの山には危き険けんな動物も出るし、採れた実はホワイティたちも買い付けていて、こっちの取り分はどうしても減ることになる」

　……ふむ……ということは──

「その実って、この季節でも採れる？」

「ああ。秋口に実をつけて、春先になるまで落ちないんだが──

　──まさかあんた？」

　問うのにあたしはうなずいて、

「そーゆーこと。

　その実がいっぱいあれば『夢の綿帽子』がいっぱい作れるんでしょ？

　なら、採ってくればいいだけの話。

　危ない動物が出るってことだけど、こう見えてもこのあたし、少しは戦い慣なれてるんだから。

　そんなものどーってことないわよ。

　だから。

　あたしがその実、いっぱい採って来るから、かわりに『夢の綿帽子』をおなかいっぱい食べさせてもらう、ってことでどう？」

「……う……む……」

　提てい案あんに、レットはしばし腕を組み、考えて。

　だが結けつ論ろんを出すのにそう長くはかからなかった。

「わかった。

　そこまで言うのなら頼たのみたい。

　こちらも多く作れて売れるのは望む所。実の量に見合う程てい度どの礼は約束しよう。

　ただ、案内と実を見つけるのに、俺おれも同行させてもらう」

「おし決まりっ！」

　言って二人はうなずきあって。

　かくてあたしたちは、木の実を探さがしに山に入ることになったのだった。



　この季節、さすがに山の空気は寒い。

　だが問題はそこではなくて。

「……ひゅー……ひゅー……ひと……休みしよう……ひゅー……」

　山道に入ってさほども行かぬうち。言ってレットは細い呼こ吸きゆうをくり返しつつ、そばにあった木の根もとにしゃがみ込む。

　……そーいえば。こいつ、とことん体力ないんだった……

「あのねぇ。

　こんな所で音ねを上げててどーするのよ。

　まだまだこれから……っていうか、まだ始まってもいないでしょ？」

「……それは……ひゅー……そうだが……」

「とりあえず、案内してもらって実の現げん物ぶつを見せてくれれば、あとはあたしがなんとかするから。それまでがんばる」

「……わか……わかった……」

　言いつつよろふら立ち上がり、それでもなんとか足を動かしはじめる。

　……だいじょーぶなのかこの人は……？

　こんな調子で進んでいたら、目的地に着くまでに日が暮くれそうだし。

　それに何より。

「けど、危ない動物が出て来たらどーするつもり？

　一匹ぴきだけならなんとかなるけど、群むれて出てきて、何匹かがあなたの方を狙ねらったら、さすがにカバーしきれないわ。

　ちょっと逃にげたものの、息切れして追いつかれて……なんてことになりかねないわよ」

　お目当ての木の実は手に入れたけど、ケガでもされて、『夢の綿帽子』は作れなくなりました、などとゆー展てん開かいはイヤである。

「……正直……そこは……考えてなかった……どうにか……ならないか……」

　進むペースをかなり落とし、それでもなんとか足は動かしながら、レットは問う。

「どうにか、って言われても。

　そもそもどんな動物なの？　それ」

　オオカミとかなら、木に登る、などの方法でやり過すごすこともできるのだが。

「……わからん……」

「はぁ？」

　レットの答えに、あたしは思わず足を止めた。

「わからん……って、噂うわさくらいは聞いたことあるでしょ!?」

「もちろんあるさ。

　行った人間全員が襲おそわれてるわけじゃあないが、襲われた人たちはことごとく、相手を見ていない……らしい、という噂は」

「相手を見てない……？　どういうこと？」

「……さあ……俺は噂で聞いただけだ……ケガを負わされた者もいるらしいが……詳くわしくは知らん」

「ふぅ……ん……」

　あたしはあいまいにあいづちをうつ。

　襲われた人たちが全員よっぽどのうっかり者か──あるいは相手がよっぽど素す早ばやいのか、はたまた透とう明めいや保ほ護ご色しよくで見えないのか。

　そうでなければ──

　実は襲われた人たちは相手を見ていて、何かの理由で口をつぐんでいるのか。

「何がいるのか知んないけど……せいぜい、出会わないように祈いのっててね。

　あたしたちの目的は、謎なぞの何か退たい治じじゃなくて、あくまで木の実なんだから」

「あ……ああ……」

　あいまいにうなずきながらも、レットの目にはおびえの色が隠かくせない。

　だが食に対する情じよう熱ねつからか、単なる意地か、戻もどろうとは言い出さなかった。

　山には葉の落ちている木もあるが、常じよう緑りよく樹じゆも多く、視し界かいはあまり良くはない。繁しげる灌かん木ぼくのその陰かげに、何かが潜ひそんでいる可か能のう性せいは常つねにある。

　なおもしばらく道を進み。

「……このあたりで……道を外れて藪やぶに入るぞ……」

　足を止め、レットがそう宣せん言げんした。

「道ぞいにはないの？」

「あったとしたら……とうに誰だれかに採とられているだろうな……」

　そりゃそうか。

　だが──道を外れるとなると、当然足場も悪くなる。なら──

「りょーかい。じゃあちょっとだけ中ちゆう腰ごしで身をかがめてじっとしてて」

「身を？」

　眉まゆをひそめながらもレットは軽くひざを曲げ、一方あたしは小さく呪じゆ文もんを唱えつつ、彼の後ろにまわり込こみ──

　がしぃっ！　と後ろから羽は交がい締じめ！

「──な──何を──？」

　うろたえることばを無視して、あたしは術じゆつを発動させた。

「浮遊レビテーシヨン」

　レットを抱かかえたそのままで、あたしはふわりと宙ちゆうに浮うく。

「う、うわ……！」

「安心して。あばれたりしなければ落ちないから」

　言いながら、あたしは術を制せい御ぎよして、低空でふよふよと木々の間を進みはじめた。

　名前の通り宙に浮くこの術、移い動どうはふつーに歩くのと同じくらいだが、そのぶんコントロールが簡かん単たんで、なおかつそれなりの重量が運べる。

　地面から少し浮いた程てい度どの高さをキープしながら、斜しや面めんにそって漂ただよい登る。

　レットはおとなしくぶら下がったまま、



    

  
    
      「……この術に何か意味はあるのか？　高くもないし速くもないが」

「何言ってんの。歩いて登るよりはよっぽど速いでしょ？　体力も消しよう耗もうしないし」

「……それは……そうか……」

　あたしの説明に、彼は納なつ得とくのつぶやきを漏もらした。

　足場の悪い斜面である。ふつーに歩けば、またまたソッコーでレットが力つきるか、這はうようなペースで進むかの二に択たくになる。

　もちろんどっちも論ろん外がいで、ならばこれがベストの移動手しゆ段だん。

「てきとーに進むから、あたりに木の実を見つけたら教えてね」

「わかった。

　……しかしこうやって、不自然な姿し勢せいでぶら下げられているだけというのも、結けつ構こう疲つかれるものだな」

「どんだけ体力ないのよあんたはっ！」

「あ。いや、もちろん、自分で歩くよりはかなり楽だが……」

　などといろいろ話しつつ、さほども進まぬそのうちに。

「──待て！　右だ！」

　レットの興こう奮ふんした声が木こ立だちに響ひびいた。

「──っと──」

　術をコントロールして動きを止めて。右の方へと目をやった。

「え？　どこ？」

　葉の落ちている木にいない木に。からまるツタに緑のコケ。

　木の実らしいものは見あたらないが──

　レットはもどかしげに、右手である方向を指さして、

「あれだよ！　ツタのからまっている木の手前にある一本！　二ふた股またになった枝えだの左をずうっと上に行った所！」

　言われるままに視線を動かし──

「……あの……地味なちっこいの？」

「ああ」

　あたしのつぶやきに、彼はきっぱりうなずいた。

　木の葉を落とした何かの木。その枝えだにぽつりと一つぶら下がっているのは、クルミをひと回り小さくしたような実。

　どうやらそれがお目当ての、フォムトの実とかいう奴やつらしい。

　けっこう高い場所にあったが、こちらは宙に浮いている。あたしは術をコントロールして、その実のそばに近ちか寄よってゆく。

　レットはあたしにぶら下げられたまま、手を伸のばして実をもいで。

　顔に持って行き、においをかぐと。

「ああ。間ま違ちがいない」

　それをあたしの方へとさし出す。

　鼻を近づけにおいをかげば、さわやかと呼よぶべきか青くさいと呼ぶべきか困こまる、ビミョーなにおいがほんのりと香かおる。

　おいしそうなにおいとは言えないが、たぶんクルミといっしょで、カラを割わって中身を使うのだろう。

　何にしても、これで間違いないらしい。

「よし。この調子で集めるぞ」

「おっけー！」

　いきおい良くあたしは返し。

　そして、本ほん格かく的な木の実集めがはじまった。



「……けっこーめんどくさいわねー……」

「楽に集められるなら品しな薄うすにはならん」

　木の実を集めはじめてしばし。

　こぼすあたしに、レットは冷静な口ぶりで言った。

　なにしろこの実、一本の木になっているのはせいぜい二つか三つずつ。木の方も群ぐん生せいしているわけではなく、あちらこちらと動き回ってなお、今までに見つけた実の数は十に届とどくかどうか。

　あたしは次の実を求め、あたりを適てき当とうにふよふよ漂ただよいながら、

「……ちなみに聞くけど、この実一個こで、『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』何個ぶんの材料になるの？」

「せいぜい二つ、だな」

「うわぁ……」

　思わず呻うめきが漏もれて出る。

　つまり──あたしが腹はら八分目になるくらいの『夢の綿帽子』を作るには、この実が最低でも五十やそこらは要いるわけか……

　これは……思っていたよりずっと大変そうである。

　しかしっ！　あの味のためならばっ！

「リナさん。左に」

　言われてあたしは目をやって──

　……がさりっ……

　と、その時。

　聞こえたのは小さな木の葉は擦ずれ。

　今のは──

「リナさん？」

「──しっ！」

　呼びかけるレットを小さく叱しつ咤たし、あたしはあたりの気配を探さぐる。

　風が木の葉を揺ゆらした音ではない。

　いるのだ。何かが。

　ウサギか何かの小動物、という可か能のう性せいを、あたしのカンは否ひ定ていする。

　あたりに潜ひそむ何かの気配は、間違いなくこちらに注意を向けていた。

　殺意や敵てき意いは感じられないが──だからといって無害な相手だという保ほ証しようはない。

　長いような短いような。緊きん張ちようの時がしばし過すぎ。

「……何もいないようだが……」

　声を低めてレットがつぶやく。

　たしかに──

　あたりを注意していても、動くものは何もなく、さきほどまであったはずの気配も、いつの間にか薄れて消えていた。

「気のせいじゃないのか？」

「だと……いいんだけど……

　ともかく警けい戒かいするに越こしたことは──」

　あたしのことばを遮さえぎって。

「ほーっほっほっほっほっほ！」

　謎なぞの生き物の声が響ひびく！

「な！　何だこの声は!?」

　うろたえおののきまくるレット！

「落ち着いて！」

　いまだ声の響き続ける中、あたしはレットに指し示じを下す！

「何も聞こえなかったフリをして、このままそ知らぬ顔でやり過ごすのよっ！」

「──ちょっ……!?　ちょっと待ちなさいよリナ！」

　響いていたバカ笑いがぴたりと止やんで、かわりにあわてた女の声。

　少し離はなれた灌かん木ぼくのしげみががさがさ揺ゆれると、そこから姿すがたを現あらわしたのは──

　としの頃ころなら二は十た歳ちほど。長い黒くろ髪かみ、黒マント、トゲトゲつきのショルダーガード、首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

「……何だあれ……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくレットに、あたしが答えるより早く。

「ふっ！　知れたこと！」

　珍ちん妙みようなその生き物は、こちらを、びしぃっ！　と指さして、

「そこにいるリナ＝インバースの、生しよう涯がい最大にして最強のライバル！

　白蛇サーペントのナーガとはわたしのことよっ！」

　名乗りに、あたしはレットの耳もとで、そっと補ほ足そく説せつ明めいを加えた。

「ひらたく言うと──あたしをストーカーしてる人」

「──なるほど。あんたも大変だな」

「聞こえてるわよっ！　そこっ！」

　的てき確かく無む比ひな解かい説せつに、なぜかナーガはまなじり吊つり上げ、

「誰だれがストーカーよっ！　ひとを変な奴やつみたいに言わないでもらいたいわねっ！」

　いや。この季節にそんな格かつ好こうの奴に、変な奴呼よばわりするな、とか言われても。

　レットも同意見なのだろう。何やらもの言いたげな空気がひしひし伝わって来るが、かかわり合いになるのはマズいと悟さとってか、じっと沈ちん黙もくを貫つらぬいている。

「──とにかく──こんな所で出会うとは、奇き遇ぐうね。リナ＝インバース」

　ナーガは長い黒髪をかき上げて、

「そうするとやっぱりあなたも、フォムトの実がお目当てかしら？」

『──なっ……!?』

　こともなげにナーガが言ったそのひとことに、あたしとレット、二人は驚おどろきの声を上げた。

　なぜフォムトの実のことを!?

　抱いだいた疑ぎ問もんに、答えはすぐに現れた。

「本当に奇遇ですね。レット」

　新たな女の声はナーガの後ろから。

　少し離れて佇たたずむ木こ立だち。その陰かげから、歩いて姿を現したのは、一人の女と二人の男。

　服ふく装そうや雰ふん囲い気きからすると、女がリーダー格かくで男二人がとりまきか何か、といったところだろうか。

　女はおそらく二十代半ば。銀色の髪に、仕立てのいい動きやすそうな服。

　レットの名前を呼んだということは知り合いだろう。

　──というか──

「……ホワイティ……！」

　レットの声に敵てき意いがこもる。それは『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』を劣れつ化か量産した相手の名。

　しかし女──ホワイティは、レットの敵意を受け流し、余よ裕ゆうの笑えみさえ浮うかべつつ、

「昔みたいに、姉ねえさん、って呼んでくれてもいいんですよ」

「誰がっ！」

　からかいのことばに激げつ昂こうするレット。

「──姉弟きようだい──なんだ」

　つぶやいたあたしに、しかし驚きはあまりなかった。

　髪の色を除のぞいても、二人の顔立ちはよく似にていた。見れば血けつ縁えん者しやだとわかるほどに。

「……確たしかに血はつながっている……」

　いまいましげにレットは吐はき捨すてる。

「だが……父さんから受け継ついだ『夢の綿帽子』の名を汚けがすような真ま似ねをする奴は、もう姉でもなんでもない」

「名を汚す、とは心外ですね」

　対するホワイティは堂々と、

「高こう品ひん質しつだけれど高こう価か少量生産で、一部の決まったお得意さまにのみ売るような従じゆう来らいのやり方では、『夢の綿帽子』はいずれ消えてゆくでしょう。

　銘めい菓かを真の意味で世にひろめ、永えい遠えんのものにするためには、それでは駄だ目めなのです。

　だからこそ私は。

　味はオリジナルには及およばぬものの、『夢の綿帽子』として最さい低てい限げんの部分は守っているものを廉れん価かで大量に販はん売ばいしているのです。より多くのお客様方に、このおいしさを知っていただくために。

　貴方あなたはそれを堕だ落らくと言うでしょうが、私に言わせれば、一部の常じよう連れんや富ふ裕ゆう層そうにしか販売しない方が、思い上がった自己満足。食べ物を売る姿し勢せいではありません」

「……何だと……？

　──いや。今さらあんたとそのことでまた議ぎ論ろんをするつもりはない。

　それより。何でこんな所にいる……？」

　眼がん光こう鋭するどくホワイティをにらみつけ、レットは言う。

　……あたしにぶら下げられたまんまじゃあなかったら、少しは迫はく力りよくもあったかもしんないけど……

　ホワイティは、ふっ、と小さく余裕の笑みを漏もらし、

「それはこちらの科白せりふ──と言いたい所ですけれど。

　この状じよう況きようなら互たがいに一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう。

『夢の綿帽子』に使うフォムトの実を採とりに来た──でしょ？

　幸いこちらはこのナーガさんが護ご衛えいについてくださいましたから」

　まあ……確かに大体想そう像ぞうはつく。ナーガはあたしと似にたようないきさつで、ホワイティの方についたのだ。

「お互い、せいぜい気をつけて、木の実採さい取しゆに励はげみましょう」

　言うとくるりときびすを返し──

「待て！」

　その背せにレットが待ったをかける。

「そうはさせんぞ……！　お前たちがフォムトを手に入れたところで、あの風味を活いかしきれん。単なる宝たからの持ち腐ぐされ！

　そんな連中に、貴き重ちような実を渡わたすわけにはいかん！」

　言われてホワイティは、肩かた越ごしに、面おも白しろくもなさそうなまなざしをこちらに向けて、

「そう言われても。

　そもそもここはあなたの山でもなんでもないでしょ？」

「そっ……それはそうだが……

　とにかくっ！　渡すわけにはいかんっ！

　リナさん！　さあっ！　こいつらを退たい治じするんだ！」

　いきなりムチャを言い出すレット！

「ふっ！　のぞむ所よ！」

　それを真に受けて身み構がまえるナーガ！

「力ずく、というのは好きではないんですけれど」

　ホワイティもきびすを返してこちらをふり向き、とりまきの男一人も、彼女をかばうように前に出て──

　──え？

　男一人？

「聞きたいんだけど」

　あたしはつぶやく。慄りつ然ぜんと。

「もう一人の方は、いつの間に、なんで倒たおれてんの……？」

『……え？』

　ナーガたちは一いつ斉せいに後ろをふり向いて。

　そこには連れの男が一人、うつぶせに倒たおれ伏ふしていた。

「──ちょっと!?」

　あわててホワイティが駆かけ寄より、その身を小さくゆり動かす。

「何があったの!?　しっかりしなさい！」

「……う……」

　どうやら気を失っていただけらしく、男は呻うめくと頭をおさえつつ、よろよろと身を起こした。

「どうしたの一体!?」

「……あ……ホ……ホワイティさん……

　それが……何がなんだか……頭の後ろを殴なぐられて……」

「──ねえレット」

　あたしは術じゆつを制せい御ぎよし、地面に下りたつと。

　完全に術を解とき、彼を離はなしてから、確かく認にんする。

「あなた──言ってたわよね。

　ここには、誰も姿すがたを見たことのない、危き険けんな動物がいる、とかなんとか」

「あ……ああ。噂うわさでそう聞いただけだが」

「でね、レット。

　あたしとあなたは、ずっとホワイティと男たちの方を向いてたわけだけど。

　男を殴り倒したものの姿、見た？」

「──いや──」

「ちょっとリナ！　どういうことよっ!?」

　こちらの会話に、ナーガが混こん乱らんの声を上げる。

「どうもこうも。決まってるでしょ」

　全ぜん神しん経けいをとぎすまし、あたりの気配を探さぐりながらあたしは言った。

「姉弟きようだいゲンカをしてる場合じゃなくなった、ってこと。

　いるわよ。その見えない何かが」

　ざわりっ、と。

　風があたりの梢こずえを鳴らした──



    

  
    
      

（木々の間はざまに潜ひそむもの：‥つづくっ！）



    

  
    
      






　次回予告



　リナたちに迫せまる謎なぞの気配！　影かげすら見せぬそのままに、男一人をうち倒した相手の正体は!?

　一同はこの窮きゆう地ちを切り抜ぬけられるのか!?

　そしてリナは無事に、『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』を口にすることができるのか!?

　つうか書き上げてから気づいたんだけど、この『夢の綿帽子』って単なる肉まんじゃん！

　作者としてそこらへんはどーなのか!?

　ともあれ次回、『木々の間はざまに潜ひそむもの』後こう編へん！

　コンビニでデラックスピザまんを買い食いしつつ待て！



    

  
    
      
        木々の間に潜むもの［後編］



      

    

  
    
      





　あらすじ



　銘めい菓か『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』の名前につられ、オーグリーの町へとやって来たリナ。

　リナが出会ったのは、昔ながらの高こう価かで美味な『夢の綿帽子』を守り続け、現げん在ざいはびこる廉れん価か量りよう産さん品ひんの存そん在ざいを嘆なげくレット＝レムースという男だった。

　昔ながらのそれを食べて感動したリナは、材料として不足しているフォムトの実を採とるため、レットとともに、危ない動物が出ると言われている山へと分け入った。

　そこにいたのは、レットの姉であり量産品を普ふ及きゆうさせているホワイティたちと、護ご衛えいとして雇やとわれたナーガ！

　姉弟きようだいゲンカが一いつ触しよく即そく発はつの状じよう態たいになったその時、ホワイティのとり巻まきの男が一人、何かによって昏こん倒とうさせられる！

　自分たちが木々の間はざまに潜ひそむ何かと対たい峙じしていることに、リナたちはようやく気づくのだった──



    

  
    
      

　木々の梢こずえが揺ゆれて鳴り、潜む気配が濃こさを増ます。

　しかしあたりをいくら見回せど、相手の姿すがたはどこにも無い。

「ちょっと！　これどういうことよリナ!?」

「あんたも聞いてるでしょ、ナーガ！　この山には、正体のわかんない、なんか危あぶない動物がいる、って！」

　声を上げるナーガの方は見向きもせず、あたしは言い放つ。

「聞いてないわよ！」

「言ったじゃないですかぁっ！」

　ナーガの即そく答とうに、抗こう議ぎの声を上げるホワイティ。

「護衛を依い頼らいした時に、ちゃんと説明しましたよっ!?」

　しかしナーガは臆おくさず胸むねを張はり、

「ほーっほっほっほ！　まさにシロウトの考えね、ホワイティ＝レムース！

　情じよう報ほうは重要度ごとに分類し、取しゆ捨しや選せん択たくをするのが基き本ほん中の基本！

　この白蛇サーペントのナーガにとって本当に重要なのは、しごとが終われば蒸むしパン食べ放題という事実と依い頼らい金きん額がくのことのみっ！

　相手が何かなんて話は最初の最初に忘わすれ去ったわ！」

「そこ忘れちゃいけない所ですからっ！　重要っ！　一番重要っ！」

　ホワイティは必死で抗こう議ぎの声を上げるが、もちろん通じるわけはない。

「あなたにとっての一番と、わたしにとっての一番は違ちがうのよ！

　そんなこともわからないのかしら!?」

「──というかホワイティ」

　横でわめかれると気が散って仕方ない。あたしはなおもあたりに視し線せんを巡めぐらせながら、ホワイティに声をかける。

「最初にナーガの格かつ好こうを見て、何か気づかなかったわけ？　話は通じなさそうだなー、とか」

「それどういう意味よリナ」

「格好、ですか……？」

　ナーガの抗議は無む視し。

　あたしの指し摘てきに、ホワイティはあらためて、ナーガをしげしげ見つめてから、

「ああっ!?」

　今さらようやく、驚おどろきの声を上げ、

「けっこうスタイリッシュ!?」

　だめだ。この女。

「ともかくみんな！

　近くに何かがいることだけは確たしかなんだから油ゆ断だんしないで！」

　あたしは声をはり上げた。

　正直言うと──

　かくいうあたしも、危あぶない動物とやらのことは、あまり気にしていなかった。

　せいぜいがオオカミとかクマとかだろうと思っていたし、もしそうなら、不意打ちにさえ気をつけて、攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶちかませばカタのつく話だったのだが──

　相手が見えない、というのは予想外。

「……これ……一いつ旦たん引き上げた方がいいんじゃあありませんか……？」

「ああ。帰れ帰れ」

　まっとうな意見を述のべるホワイティに、レットは冷れい笑しようを向け、

「しょせんお前の食への情じよう熱ねつは、その程てい度どのものだったと、いい証しよう明めいになるだろう。

　俺おれは残って採さい取しゆを続ける。

　だから、頼たのむぞリナさん。マジで。いやほんとマジで」

　言う足が、がくがく震ふるえていたりするが、それでも逃にげようとしないのは、姉への意地か食へのこだわりか。

「……正直あたしも、一いつ旦たん帰った方がいいと思うけど」

　できれば一時退たい却きやくするにしても、相手の正体くらいは確かめてからにしたいのだが、基き礎そ体力皆かい無むのレットを護まもりながら、というのはむずかしい。

　だがレットは、

「いや！

　フォムトの実がそこにあるというのに、なんだかわからない相手におびえて逃げ帰ったとあっては、『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』職しよく人にんとしての名折れ！

　ホワイティ！　お前は帰ってべそをかきながら、まがいものを作り続けるがいい！

　俺はここで、リナさんが倒たおれるまでフォムトの実を集め続ける！」

「あたしが倒れるまでかっ!?」

　思わず突つっ込こむあたしに、彼は真しん摯しな瞳ひとみでうなずいて、

「ああ！　さすがに護ご衛えいのあんたが倒れて一人になったらこわいからな！

　迷まよわずに実を持って山を下りるっ！」

　……まあ、あたしを倒すよーなモノがいた場合、レットが太た刀ち打うちできるはずもない。

　そーゆー点では、決して間ま違ちがった意見ではないのだが。

　こーゆー言い方をされると、力いっぱい見み捨すてて帰りてぇ……

「それなら！」

　レットの決意を聞いて、ホワイティも声を上げる。

「私も引くわけにはいきません！　万ばん難なんを排はいしてでも、より多くのフォムトの実を持ち帰ってみせます！」

　レットとホワイティ、火花を散らす二人の視し線せん！　二人の気き迫はくに木々さえもざわざわと身を震ふるわせて！

　でもってンなこと言っているそのうちに、ホワイティのとりまきの男二人がいつの間にやらぶち倒れている！

「──ってまたか！」

　あたしが声を上げてはじめて、ようやく事じ態たいに気がついたか、さすがに一同の表ひよう情じようがこわばる！

　またまたホワイティが男たちのそばに駆かけ寄より、

「あなたたち！　しっかりしなさい！　何があったの!?」

　男たちの体をゆり動かしつつ声をかける。

　そんな光景を目まの当たりにして。

　あたしは内心、愕がく然ぜんとする。

　さっきは会話に加わりながらも、油ゆ断だんなくあたりに視線を走らせていたのだ。

　だというのに。

　ほんのわずか、視線を外しているうちに、男二人が倒たおされたのだ。

「……う……」

「あつっ……」

　男たちは、やはり気き絶ぜつしていただけだったらしく、ホワイティに呼よばれ揺ゆすられて意い識しきを取り戻もどす。

　やはり頭をおさえつつ、顔をしかめて身を起こし、

「何があったの!?」

「……いきなり……」

「頭の後ろを殴なぐられて……」

　ホワイティの問いには同じ答え。

「殴られた、って、石か何かで!?」

　あたしは尋たずねる。もしもそうなら、殴られたのではなく投げつけられた、ということも考えられるが──

　男二人は顔を見合わせ、

「……見たわけじゃあないけど……棒ぼうみたいなもんだった気がする」

「ああ……こう……横殴りに、ガツンと」

「横殴り!?」

　聞いてますます混こん乱らんする。

　ホワイティは男たちの後頭部を調べて、

「確たしかに、髪かみに木の皮の屑くずがついています。落ちていた木の枝えだか何かで殴られたのかもしれません」

　ありえないことを言ってのける。

　つまりは。

　長い棒きれを持った何かが、あたしに──いや、誰だれにも見られることなく物もの陰かげから飛び出し、男たちを横殴りにどつき倒して、また隠かくれた、ということである。

　さすがにこれは不ふ可か能のうである。

　だがこの異い常じような事じ態たいにも、ナーガは全然ひるむことなく、

「ふっ！　面おも白しろい！　姿すがたを現あらわさないっていうなら、隠れる場所をなくすまでっ！」

　言って呪じゆ文もんを──

「唱えるなぁぁぁぁっ！」

　げしっ！　とあたしの放った蹴けりが、ナーガのうしろあたまをど突つく。

「──ちょっ!?　リナ！　何するのよ!?」

　頭をおさえて涙なみだ目めで問うナーガを、あたしは毅き然ぜんとにらみつけ、

「今あんた、隠れる所がなくなるように、あたりじゅうの木を吹ふっ飛ばすつもりだったでしょっ!?」

　ざわりっ、とあたりの梢こずえがざわめく。

「ふっ！　さすがねリナ！　このわたしの策さくを見み抜ぬくとは！

　しかぁぁぁしっ！　こうなった以上は山の被ひ害がいなんて気にしていられないわっ！」

　普ふ通つうなら。

　こうなったナーガを説得するのは不ふ可か能のうなのだが、今回は話が別。

「……成せい功こう報ほう酬しゆうの蒸むしパン、食べられなくなるわよ」

　あたしが言ったひとことに、ナーガの全身が、ぴたりっ、と硬こう直ちよくした。

　そこにすかさずことばを重ねて、

「そもそも、パンの材料になる実を採とりに来た、その護ご衛えいでしょ。

　あたりの木をみんな倒して、木の実が今後採れなくなったら、報酬ナシ──どころか、賠ばい償しよう金きんを請せい求きゆうされる、なんてことにもなりかねないわよ」

「そ……それは……」

「ヤだったら他のテを考えること」

　──と、説得してはみたものの。

　あたしとて、有ゆう効こうな対たい策さくが思いついたわけではない。

　いくら観察してみても、やはり見えるのは山の木々だけ。

　相手が何で、どこにいるのかさえもわからないのでは手のうちようもない。

　木の実のことさえなければ、ナーガが言い出すより先に、あたしがまわりの木々を吹っ飛ばしていたかもしんない。

　そもそも、この状じよう況きようで相手が見えないなんてことが……

　……………………ん？

　その時ふと。

　あたしの脳のう裏りに浮うかんだのは、昔なにかの書物で読んだ、ある生き物のことだった。

　あらためて目をやれば、男二人とホワイティがいて、その斜ななめ後ろには一本の木が、横に枝えだを伸のばしていて。

　……こうなればものは試ためし。

　あたしはそっちに踏ふみ出して、

「悪いけどそこの三人、ちょっとだけ実験するから、もーちょっと左前の方に移い動どうして。

　あ、もーちょっと前。そうそうそのへん」

　あたしはホワイティたちを誘ゆう導どうしてから呪文を唱え──もったいぶった動作で目標を指さしてから、唱えた術じゆつを解とき放つ！

「振動弾ダム・ブラスっ！」



    

  
    
      　当たったものを爆ばく砕さいする一いち撃げきは、狙ねらった通りに虚こ空くうを進み、男たちの後ろにはり出していた木の枝目ざしてまっしぐら！

　そして！

　ひょいっ！　と木の枝が曲がって一撃をかわす！

　──やっぱりか──！

　ごく一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。

『えええええええええええええッ!?』

　あたし以外の全員の、驚おどろきの声がハモって響ひびいた。

　まあ、そりゃあおどろくだろう。木の枝が攻こう撃げき呪文をよけたのだから。

「たぶんこれ──トレントよ」

　みんなに向かって、あたしはさらりと言い放つ。

「と……？　トレンド？」

「違ちがいまス。」

　眉まゆをひそめるレットのことばを否ひ定ていする。なんでこんな山の中で、時代の流行に襲しゆう撃げきされにゃあならんのか。

　まあ、あんまし有名な相手じゃあないんだけれど。

「樹怪トレント。言っちゃえば、動く木ってこと。

　つまり。

　襲撃してきた相手が見えなかったんじゃない。見えてたけど、それが襲撃者だとは思わなかっただけの話よ！」

　そう。それだけのことなのだ。

　説明に、ほぼ全員が顔色を変えて、あたりを気味悪そうに眺ながめ回した。

「ま……待って！　それって人食い植物とかそういうの!?」

　あたりの木から距きよ離りを取りつつ、おびえた声を上げたのはホワイティ。

「いや。人は食べないと思うけど」

　と、あたし。

　とはいえ実をいうと。

　昔読んだ書物によれば、この、トレントという生き物のことは、まだよくわかっていないらしい。

　見た目はまんま木なのだが、動物のようにある程てい度ど自由に動くこと、きしみや葉は擦ずれの音とかで、意思の疎そ通つうをしている可か能のう性せいがあること──その程度。

　研究が進んでいない理由は単たん純じゆん。なかなか見つからないのである。

　数が少ない、という意味ではない。ただの木と見分けがつかないのだ。ひょっとしたらそれに加えて、本当に数が少ないのかもしれないが。

　かくいうあたしも、これを実じつ際さいに目まの当たりにするのははじめてである。

　もちろん攻撃呪じゆ文もんをぶちかましさえすれば倒たおせる相手だとは思うのだが。

　たぶんトレントたちの方は単純に、自分たちのナワバリに入ってきた人を撃げき退たいしていたのだろう。

「正体がわかったのなら、とっとと倒してくれ。まだまだフォムトの実を集めなくちゃあならないんだからな」

　レットが言った──そのとたん。

　……ざわ……ざわざわざわざわざわっ！

　まわりじゅうの木々が一いつ斉せいにざわつきはじめる！

『──な!?』

　今度上がった驚おどろきの声には、あたしのものも含ふくまれていた。

　これで二つのことがわかった。

　レットのことばに反はん応のうした──つまり人のことばを理り解かいできる、ということ。

　そして──

「な──何なんですかここ!?」

　ホワイティの叫さけびに、あたしは、もう一つわかったことを披ひ露ろうした。

　すなわち。

「ここ、たぶん──トレントたちの巣すのまっただ中よ」

　と──



　木々がざわめく。梢こずえが揺ゆれる。

　一体どの木がトレントで、どれが揺れているだけのただの木なのか。

　ざわめきはまわりじゅうからわき起こり、まるで山じゅうがトレントだらけのような錯さつ覚かくにさえ陥おちいる。

　──いや。

　ひょっとしてひょっとすると、それは錯覚ではなく現げん実じつなのかもしれないが。

　この状じよう況きようは、非ひ常じようにマズい。

「──ここは一いつ旦たん、退ひくしかなさそうね」

「ま、待て！」

　あたしの漏もらした声に、レットは待ったをかけて、

「俺おれにも『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』職しよく人にんとしての意地というものが──」

「殺されたい？」

　あたしの言ったひとことに、レットの体が凍こおりつく。

「トレントは人を食べたりしないはずだし、だから今までは、頭をどつき倒されるくらいで済すんでたけれど。

　自分たちを『とっとと倒せ』なんて口走った人間を、生かして帰すつもりがあるかどうかは疑ぎ問もんね」

　指し摘てきにレットの顔から一気に血の気が引いた。

「……ふっ。そっ、そそそそそこまで言うなら、わかった。帰ろう。即そく座ざに。早く！」

　身を震ふるわせながら言うレット。

　あたしはホワイティの方を向き、

「そっちも、そういうことでいい？」

「か……かまいませんけど……」

「ふっ。仕方ないわね」

　とナーガもさすがにうなずく。

「けどこの状況……無事に帰れるんでしょうか……？」

　不安の声を上げるホワイティに、あたしは目をやり、力強くうなずくと、

「がんばれ。」

「そんな！　他ひ人と事ごとみたいな……!?」

「いや。だってあたし、別にあなたの護ご衛えいじゃないし。」

　言うとあたしは呪文を唱え、レットを後ろから羽は交がい締じめにして、

「浮遊レビテーシヨン！」

　空をゆく術じゆつでふわりと宙ちゆうに浮うく！

　ここまで来たのと同じ要よう領りようである。トレントたちの手、じゃない枝えだが届とどかぬ高さにまで上がってしまえば、安全確かく実じつに町まで帰り着けるだろう。

　ナーガの方は……一人でホワイティと男二人を抱かかえて空を行くのは無理だろうが、そこはまあなんというか、あたしの知ったこっちゃあない。

　そのまま高度を上げ──ようとしたその瞬しゆん間かん！

　背はい後ごに殺気が閃ひらめいた！

「氷の槍アイシクル・ランス！」

　ナーガの声が聞こえた刹せつ那な、あたしは術を解かい除じよする！

　落下開始とほとんど同時に間かん一いつ髪ぱつ、頭上をかすめる冷気の槍やり！

　たいした高さにはなっていなかった。あたしはすとんと地面に降おり立ち、きっ！　とナーガの方をにらみつける！

「ちょっとナーガっ！　いきなり攻こう撃げきってどーいうつもりよっ！」

「ほーっほっほっほ！　それはこっちのセリフよリナ＝インバースっ！

　自分たちだけのうのうと逃にげようったってそうはいかないわよっ！

　こうなったからには一いち蓮れん托たく生しよう！　逃げるなら全員でよ！」

　……ああああああ……ナーガの性せい格かくからすると、やっぱしこーゆーことになるか。

　あたしは殺気のこもるまなざしをナーガに向けて、

「……んっふっふっふっ……ならあんたの方が抜ぬけ駆がけしようとした場合、迷まよわず後ろから撃うつんでよろしく」

「ふっ。のぞむところよリナ＝インバース」

　にらみ合う時間は刹那。二人が同時に向いたのは、山のふもとへ続く方。

「さーてナーガ、それじゃあ……」

「行くわよリナ」

　口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、あたしとナーガ、二人は並ならんで歩み出す。

　歩みは徐じよ々じよに速くなり、早足から小走り、そして疾しつ走そうへ！

　あたりの木々に注意を向けつつ、道なき大地を駆けて跳とび。

　ひゅっ！

　小さく風の音がして、あたしの行く手に太い枝が迫せまる！

　甘あまいっ！

「振動弾ダム・ブラスっ！」



　ごばぁっ！



　放った一撃は枝を微み塵じんに打ち砕くだき、砕けて散って生まれた空くう隙げきを、あたしはそのまま駆け抜ける！

　隣となりではナーガが、迫せまった枝を、ひょいっ、と軽々かわしていた。

　さっきまでは、相手が何かもわからぬゆえに対たい応おうできなかったが、トレントとわかってしまえば、いくらでもやりようはあるっ！

　あたしは次の呪文を唱え──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　ナーガの放った十数すう条じようの冷気の矢が、行く手に蠢うごめいていた木の枝を氷づけにして動きを封ふうじる。

　次の枝からは身をかわし、さらにその次はあたしの術で粉ふん砕さいし。

　──よしっ！　いけるっ！

　確かく信しんした、しかしその時！

「……ひふー……ひふ……待ってー……」

　あたしの耳にかすかに届とどいたのは、ずっと後ろで息いき絶たえ絶えのレットの声！

　しまった！　あの人とことん体力無いんだった！

　とゆーかそれにしても、たったこれだけ下りの道を走っただけで体力尽つきるか!?

　思ってふり向いたその先には、うずくまり、肩かたで息をするレットとホワイティの姿すがた！

　──ってホワイティもかっ!?



    

  
    
      　……ここらへんは姉弟きようだいなのな……

　とりまきの男二人は、自分たちだけ逃げるわけにもいかず、困こまった顔でおろおろと、ホワイティのまわりでうろたえている。

「ナーガ！　ストップ！」

　仕方なくあたしはナーガに声をかけた。

「──へ？」

　言われてナーガは足を止めてふり返り──

　べっち。

　その瞬間、頭をトレントの枝えだに打たれてひっくり返る。

　ひっくり返って動かなくなり、だがすぐに、がばぁっ！　とその場に飛び起きて、ダッシュでこちらに駆けて来る！

「ちょっとリナ！　何なのよ急に！」

　おそらく一瞬頭を打たれて気き絶ぜつしたのだろうが、そこはなにしろナーガのこと。復ふつ活かつする速度は全生物中トップクラス！

「依い頼らい人にんが力つきてるのよ！　ほっとくわけにはいかないでしょ!?」

　言われてナーガはようやく状じよう況きように気がついて、

「……仕方ないわね」

　つぶやくと、あたしといっしょにみんなの方へ駆かけ戻もどる。

「しっかりして！」

　あたしの叱しつ咤たに、レットとホワイティはこちらを見やり、

「……ま……ひゅー……ひ……ひゅー」

「……くも……ひはー……ろひー……」

　答えはことばにもなっていない。

「あんたら体力なさすぎっ！」

　せめてナーガの生命力の十分の一でもあったなら、人並みにはなるだろーに。

「ちょっとリナ！　どうするのよこれ!?」

「こーなったら、面めん倒どうでも、じみちに道を造つくるしかないでしょ！」

　駆け戻り尋たずねるナーガにあたしは答えた。

「トレントのいる場所と枝の届く範はん囲いは決まってるんだから、届かない場所を作ってやればいいのよっ！」

　さっきも今も、あたしたちが止まって話をしていられるのは、トレントたちの攻こう撃げき範囲から外れているからである。

「ふっ。なるほど！　邪じや魔まな場所にいる相手だけを倒たおせばいいってわけね！　面倒だけど仕方ないわね！」

　ふたたび呪じゆ文もんを唱えはじめるあたしとナーガ！　最初の的は、あたしがさっき攻撃魔ま術じゆつで枝を砕くだいた木！

　幹みきごとぶち砕いてやれば、大きな通り道ができるはず！

　やがて呪文が完成──

「ひゅやめろぉぉぉぉぉぉぉぅぉぅ……！」

　だが完成するその直前！　響ひびいた死にそうな声はレットの上げたものだった！

　まさかトレントに捕つかまったのか!?

　思ってそちらをふり向けば、特にピンチになっている様子もなく、その場に腰こしを落としていて、しかし必死の形ぎよう相そうで、ふるえる指である一方を指していた。

「……あの木は……！　げフゴッ！」

　力をふりしぼり叫さけぶレット。

　その指の先にあるのは、あたしとナーガが狙ねらっていた木。

「……さっき俺たちがフォムトの実を採とった木だ……！」

　──え──!?

　ということはまさか──

「ナーガ！　ストップ！」

　あたしはナーガに待ったをかける。

　そこに。

「……フォムトの実は……たぶんトレントたちのつける実なんだ……！」

　レットの声が響いたのだった。



　いろんな謎なぞは今、解とけた。

　トレントたちが人を襲おそったのは、ナワバリに入り込こまれたからではなく、自分たちのつけた実を奪うばわれたからだったのだろう。

　これまでに襲われた他の人たちにしてみても、たぶん、木を切り倒そうとしたとか、何らかの形でトレントたちに危き害がいを加えようとしたのではないだろうか。

　しかし。

　それがわかったからとて、何かがどうにかなるわけではない。

　この場を突とつ破ぱするには、トレントたちをどうにかする必要がある。

　だがトレントたちを倒しまくれば、フォムトの木の実は、今年はとにかく来年から採とれる量が激げき減げんする。

　そんなことを、レットたちが望むはずもない。

　ならば……ん？

　謎は解けた、とさっきは思ったが、気づいたのだ。それが間ま違ちがいだったことに。

　だが、気づいた矛む盾じゆんが何を意味しているのか。こればっかりはわからない。

　ふとあたしは思い立ち、

「──ナーガ！　あんたひょっとして、トレント語ってしゃべれない!?」

「ほーっほっほっほ！」

　問いにナーガは勝ちほこったように、ひとしきりバカ笑いを上げてから、

「そんなものしゃべれるわけないでしょリナ＝インバース。バッカじゃないの？　そもそもトレント語なんてものがあるのかしら？」

　やっほう♪　ムカつくぅ♪

　いろいろ変なモノと意思疎そ通つうのできるナーガなら、ひょっとしたら、と思ったのだが……やっぱりムリか……

　思ったその時。

　ゆく手にある一本のトレントが動く！

　こちらは攻こう撃げきの範囲外のはずだが、そのトレントは枝えだの一本を動かして、地面の上をひっかき回し──

　ふたたび枝をもとの位置に戻もどす。

「……何？　今の」

「さあ」

　ナーガがつぶやきあたしが返す。

「地面に何か書いていたみたいだが」

　とはレットの妄もう言げん。

　もちろんこんな状況で、トレントが地面にらくがきをするわけはない。現げんにそのあたりの地面を見てみても、『何か我われ々われに話があるのか』と書いてあるだけ。

　…………………………

『字ィ書いたッ!?』

　思わず声を上げるあたしたち。

　今までの状況から、トレントたちがこっちの会話を理り解かいしているっぽいことは、なんとはなしにわかっていたが……

　まさか、こんなことまでできるとは。

「……けどなんで、トレントが人の字なんか書けるんだか……」

　あたしの漏もらしたつぶやきに、トレントはまたまた枝を動かして、

『そう。あれは今から五十年前。私がまだひよっ子の若わか木ぎだった頃ころ──』

「あ。いや。そのへんの説明はいーです。」

　なんだかひたすら長くなりそーな予感がして、あたしはトレントが地面に文字を書くのを止めると、

「それより確たしかめたいのは。

　あなたたちがあたしたちを排はい除じよしようとしたのは、フォムトの実──ってあたしたちは呼よんでるけど、つまりはあなたたちのつけた実を採とろうとしたから、よね」

　問えばトレントは、それまで書いていた文字を枝で払はらって消して、その上から、

『本ほん質しつ的に全すべての生物には、種の繁はん栄えいという命題──』

「あの。イエスかノーでいいです。」

　あたしが言うと、トレントは一いつ瞬しゆんかたまってから、すっげぇがっかりしたみたいに、だれーんっ、とうなだれてから、地面を掃はき消し、投げやりな字で、

『はいはい。いえすいえす。どーせ私たちは話がくどいですよ』

　スネたっ！

　あたしはごまかし笑いを浮うかべつつ──って、笑えみなんてものが通用する相手かどうかは知らないが、

「あ、いや、別にそんなことは。こっちがちょっと急いでるだけで。

　聞きたいのは、他にも木の実を採ってく人はいたはずなのに、なんで今日に限かぎって排除しようとしたのか、ってこと」

　そうなのだ。

『夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』の原材料として、この実は必要不ふ可か欠けつなもの。

　だが当然、今までに『夢の綿帽子』が作られている以上、この実を無事に持ち帰った人たちがいるわけである。

　その人たちが実を採るのはよくて、あたしたちが採るのはどうしてダメなのか。その線引きがわからない。

　問いにトレントは、また枝先を動かして、

『採られすぎると困こまるが、全然採られなくても困る。あたりが同族でいっぱいになったら、養分が足りなくなる』

「……そーゆーもんなんだ……」

　と、あたし。

「でも、木の実といえば自分の子こ供ども。それを採られたら、怒おこるのが普ふ通つうでしょ？」

　聞いたホワイティに、答えは、

『なぜ怒る？』

「……うーん……」

　あたしはぽりぽり頭を掻かいて、

「コレどーも、感かん性せいっていうか価か値ち観かんがぜんぜん違ちがってるみたいね……

　植物そのもののっていうか」

　生き物なんだから種族繁はん栄えいは望んではいるが、毎年いっぱい木の実をばら撒まいて、うちいくつかが次の木として育てばいい、という方式のようである。

　この場合、同じ箇か所しよにいっぱい木の実が落ちれば、養分の取り合いになって、へたをすれば全部が枯かれる。

　そういう事じ態たいを防ふせぐための感性だとは思うが……

　地面に文字を書いてるトレントは、さっきあたしが術じゆつで枝を一本ぶっ飛ばした奴やつ。しかしそのことについて何も触ふれないところからして、おそらく痛つう覚かくもないのだろう。

　なら、生きるということに対して割わりと大ざっぱになってしまうのかもしれないが……

「……待ってくれ。俺たちを襲おそった理由はよくわかった」

　どうやら息も整ったらしく、多少落ち着いた声でレットが言う。

「けどつまり、そっちとしては、種族が効こう率りつよく繁栄すれば、実が多少誰だれかに食べられても問題はない、ということだな？」

『そうだ』

　とトレントその一。

「なら、こういうのはどうだ？

　俺たちはあんたたちに話を聞いて、好む肥ひ料りようを持って来るし、もっと広い範はん囲いに実を植えよう。

　そのかわり、植えて殖ふやす以外の実はこちらがもらい受ける」

「ちょっと！　それって──！」

　あたしはあきれてレットを見やる。

　つまり彼は──

　トレントの養よう殖しよくというか植林をやろうと言っているのだ。

「いいですねそれ！　私も一口乗ります！」

　ホワイティも瞳ひとみを輝かがやかせて身を乗り出す。

「勝手に乗るな」

　言い捨すてるレットに、しかしホワイティは平然と、

「資し金きんが多い方が効こう率りつよく計画を進められます。採さい取しゆ量りようが多くなれば、少なくとも実の取り分で争う必要はなくなるから、あなたにとっても悪い話じゃあないはずです。

　何にしても、トレントさんたちのお返事次し第だいですが」

「……それはそうだ……」

　語るうちにもトレントたちは、ざわざわと梢こずえを鳴らして、人には理り解かいできないことばを交かわし──

　やがてさきほどのトレントが、枝先で地面に書き記した文字は、

『それでいい』

『よしっ！』

　レットとホワイティは声をハモらせガッツポーズで笑顔を交わし──気づいて瞳を険けわしくし、

「言っておくが、フォムトの実のことはそれでいいとして、お前があのまがいものを『夢の綿帽子』と騙かたって売ることを許ゆるしたわけではないからな」

　レットが言えば、ホワイティも売りことばに買いことばで、

「職しよく人にん気質かたぎと言えば聞こえはいいんでしょうけれど、あなたのようにグローバルな視し点てんを持ち合わせない方に、わざわざ許しを得る必要はありません」



    

  
    
      　またその話がぶり返す。

「あーもー。同じ名前がヤだってのなら、『元がん祖そ・夢ゆめの綿わた帽ぼう子し』と『新・夢の綿帽子』とかって名前にでもすりゃあいいじゃない」

　あきれて茶ちや化かすあたしのことばに、二人は同時にあたしを見やり、

『それだあああああああああっ！』

「ええっ!?」

　絶ぜつ叫きようされて、むしろあたしの方が驚おどろく。

「元祖。元祖か！　いいぞ！　伝でん統とうを脈々と受け継ついでいる感じがにじみ出ている！　元祖！　その手があったか！」

「新。再さい生せいと過か去ことの決別、更さらなる飛ひ翔しようを表す言葉。その発想はありませんでした」

　なかったんだっ！　こんなありきたりな発想すらっ！

　つーか。その程てい度どの解かい決けつでいいのか？

　興こう奮ふんしてはしゃぐ二人のそばで、あたしとナーガとホワイティのとり巻まきの男たちは、どこか釈しやく然ぜんとしない表ひよう情じようで佇たたずむのだった──



　かくて、一つの事じ件けんは終わった。

　あたしとナーガはそれぞれに、約束通りの礼金を受け取り、新と元祖の『夢の綿帽子』を食べさせてもらい。

　すべては万ばん事じ、円満解決……

　……なのかなぁ……？

「ねえリナ」

「んー？」

『新・夢の綿帽子』のカンバンがあたりに目立つ、オーグリーの町の通りを歩きつつ、ナーガはあたしに問いかける。

　ちなみに──

　ものは試ためしに、と、あたしは新の方の夢の綿帽子も食べてみたのだが、さすがに元祖には遠く及およばないまでも、お値ね段だんの割わりにはふつーにおいしかった。

「丸くおさまったフリをしてるけれど、本当にいいの？　トレントの植林なんて？」

「さあ」

　問われても、あたしは首をかしげるしかない。

　あたりの山がトレントだらけになった時、一体何が起こるのか。

　トレントの生せい態たいそのものがよくわかってない以上、予想などつくはずもない。

　何かあたりに変な悪あく影えい響きようがあるかもしれないし、通りすがりの悪人たちをことごとくトレントたちが倒たおしてくれて治安向上、なんてことになるのかもしれない。

　釈しやく然ぜんとしないといえば釈然としないのだが……いずれにしてもまあ、なるようにしかならない話。

　またいつか、トレントたちの様子見を兼かねて、元祖の方を食べに来ようと思いつつ、あたしは町をあとにしたのだった──



（木々の間はざまに潜ひそむもの：‥おわり）



    

  
    
      
        スレイヤーズすまっしゅ。

殲せん滅めつ！　謎なぞの寄き生せい生せい物ぶつ！

　　～今度はグダグダだ～



      

    

  
    
      



　音は左の方から聞こえた。

「ぅわあああぁぁぁぁっ！」

　草の葉木の葉をかきわけて、街かい道どうの左、森のしげみから飛び出して来たのは一人の魔ま道どう士しふうの男だった。

　──既視感デジヤ・ビユ。

　街道で、誰かが何かに追いかけられて逃にげまどうのは、そう珍めずらしいことでもないが、ごく最近、あたしはこれと同じ光景に出くわした。

　しげみから飛び出した魔道士は、あたしの目の前の道を横切って、右のしげみへと突つっ込こんで行く。

　そのあとを追って、五、六匹のゴブリンたちが駆かけて来て──

　既視感デジヤ・ビユはますます強くなる。

「爆裂陣メガ・ブランド。」



　ごどばぁぁぁぁん！



　ゴブリンたちを吹ふっ飛ばす、あたしの呪じゆ文もんまで同じ。

　やがてしばしの沈ちん黙もくの後、右手のしげみが小さく揺ゆれて、顔を出したのはたった今そこに逃げ込んだ男。

　黒ローブに黒マントの、ごくありきたりな魔道士スタイル。三十過すぎで金きん髪ぱつのおっちゃんだった。

　男はあたりをおどおど見回すと、追って来ていたゴブリンたちが倒たおれているのを確たしかめてから、あたしに目をやり、

「今のは攻こう撃げき魔ま術じゆつ……？　きみがやったのか？」

「まあね」

　と、こともなげにあたしは答えた。

　気配がした時、野や盗とうのたぐいではないかと疑うたがって、用心のために呪文となえておいたのをぶっ放しただけなのだが──これはますます──

　似にていた。しばらく前にあったできごとと。

「……なあ……」

　男はしげみから出てくると、あたしを眺ながめて口を開き──

　だがその先を続けるより早く。

　がざりっ！　と、ゴブリンたちが飛び出したあたりのしげみが再ふたたび揺ゆれて、さらに出てくる影かげ一つ！

　そちらに目をやり──

「──あんたは──！」

　あたしは小さく声を上げていた。

　黒くろ髪かみでややふくよかな、どこの町にでもいそうなごくごくふつーの奥おく様さま。

　だがその顔に、あたしははっきりと見覚えがあった。

　しばらく前。

　フィライという町の変な風習につき合うことになり、その時に出会った最強七奥様の一人──名も知らないゴブリン使いだった。

　だが。

　あたしの顔を知っているはずの相手はしかし、こちらを見ても表ひよう情じよう一つ変えぬまま、視し線せんをすぐに男に移うつすと、

「邪じや魔まをするな。女。

　──逃げられると思うかレカード。おとなしく知らぬ顔をして家で震ふるえておればよいものを、わざわざ顔を出した以上、こちらとしても」

「やかましい爆裂陣メガ・ブランド」



　ばどぶばぁぁぁぁん！



　べらべらしゃべっているうちに、攻撃呪文もう一発。悲鳴を上げる間すら与あたえずゴブリン使い奥様を吹っ飛ばす！

　……一いち応おう念のため言っておくが、無視されたんで腹はらを立てて吹っ飛ばした、というわけではない。

　相手はあたしのことを知らぬような口ぶりだった。

　だが前のできごとから、それほど時間は経たっていない。この短期間で、あたしのことをすっかり忘わすれたとは考えにくい。

　ならば──何かおかしなことが起こっているのだ。

　まあ何にしろ、逃げていた魔道士に助けた恩おんを着せて礼金をせびり取るのにジャマだったので吹っ飛ばしたわけだけど。

「……た……助かったよ……」

「いやいやなんの。お礼は現げん金きんでいーですよ」

　笑え顔がおいっぱいの発言に、相手は一いつ瞬しゆん鼻はな白じろんでから、

「もちろん礼はしよう。

　が、その前に話を聞いてくれ」

　ちっ……！　そう来たか！

　礼をする、と言われれば、別にいいですとは返せない。仕方なく口をつぐむあたしに、彼は話をはじめた。

「私はレカード＝ランドウォーク。見ての通り魔道士だ。

　実は今、少々困こまったことが起こっていてな。力のある者を探さがしていたんだが──

　そこでたまたま、きみと出会った、というわけだ。

　もちろん、今助けてもらった礼はするが、どうだろう？　少し私に力を貸かしてくれないか？　そうすれば、さらに礼ははずもう」

　礼ははずむ、ねぇ……

「言っとくけど──」

　あたしは指を一本、びっ！　と立て、

「このあたし、リナ＝インバースの力を借りるなら、ちょっとの礼じゃあ足んないわよ」

「リナ＝インバース!?　ほう！　きみがあの!?」

　あたしの名前を聞いたことがあるのか、レカードは声を上げてから、値ね踏ぶみするようにあたしを見つめ、

「わかった。きみほどの人材なら、こちらにしても文もん句くはない。成功の暁あかつきには十分な額がくを用意しよう」

「──と、待った。あたしはまだ、受けるとは言ってないわよ。

　そもそも何が起こってるのか、説明もしてもらってないし」

「それもそうか。

　ここから少し離はなれた場所に、フィライという町があってな──」

　やっぱしあそこがらみの話か。

「そこには少し変わった風習がある。男女が結けつ婚こんする前に──」

「あ。それは知ってる。町に知り合いがいるから」

　男が女のために旅をして、あるものを取って来る。途と中ちゆうで他人の妨ぼう害がいも助じよ力りよくも自由、というものだった。

「うむ。なら話は早い。

　私はフィライに住む友人から助力を頼たのまれ、引き受けて、熟じゆつ考こうの果てに、人に寄き生せいして宿主の身しん体たい能のう力りよくを引き上げる生命体の開発を決意した！」

「……は？」

　眉まゆをひそめるあたしにかまわずレカードは続ける。

「万ばん巻かんの書を繙ひもといて、数多あまたの研究と実験と失敗と前進をくり返し！　苦節十余よ年ねん！

　ついに先日！　試作品の完成にまで辿たどり着いたのだっ！

　人が人を超こえるための寄生生物、その名もゲスティス！

　だがっ！

　喜び勇んで友のもとへと駆かけつけてみれば、とっくの昔に結婚して、お子様も結けつ構こう大きくなっている始末！」

「……いや……そりゃそーなるでしょ……」

　研究開発なんぞとゆーものは、ある程てい度ど基き礎そができ上がっていたとしても、短期間でちゃっちゃとでき上がる、というもんではない。

「とゆーか最初に気づくわよね。ふつー、それ」

「いやっ！　男同士の友ゆう情じようにおいて、大事なのは心意気！　間に合うか間に合わないかなど、さしたる問題ではないっ！」

　そ……そーかなー……？

「だというのにっ！　我わが友──いや、友と信じていた男は、研究の完成を待たずに結婚して、あまつさえ子こ供どももいるなど！

　ないがしろにされた私はくやしさのあまり、持ってきた試作のゲスティス二十匹ぴきほどを町の外れに投げ捨すてて！

　それがどうやら暴ぼう走そうしたみたいで！」

「捨てるなぁぁぁぁぁっ！」

　あたしは思わず絶ぜつ叫きようした。

　しかしレカードは、負けじとあたしをにらみつけ、

「だってくやしかったし！」

「『だって』ぢゃないっ！　とゆーかなんで二十匹もっ!?」

「材料多めに用意しすぎて、なんかいきおいで作りすぎてっ！」

「晩ばんごはんのおかずかっ!?」

「……と、とにかく！

　本来、身体能力をアップさせ、装そう着ちやく者しやの意い志しに従したがって動くはずのゲスティスは、どうやら逆ぎやくに人を操あやつることができるようなのだ！

　その友人から、町の何人かがおかしくなったって知らせを聞いて、最初は私一人でどうにかしてみようとも思ったのだが、すでにいろんな人にとりついてて、とてもじゃないが無理！　むしろ追いかけ回される始末っ！

　こんなおおごとが明るみに出たら、魔ま道どう士し協会の偉えらい人からお叱しかりを受けることは必ひつ至し！　だからっ！　そうなる前になんとかしたいわけだっ！」

　とゆーか。そんなもんが人にとりついて回ってる時点で、すでにおーごとのよーな気もするが。

　……フィライの町に行くのは少々気が進まないが、多少なりとも縁えんはあるし、もしもここであたしが断ことわれば、このおっさん、責せき任にん逃のがれに知らぬ存ぞんぜぬを決め込こんでもろもろほったらかしにしそうな雰ふん囲い気きはある。

　さすがにそれはマズい気がする。

　あたしはぼりぼり頭を掻かきつつ、

「──まあいいわ。そーゆーことなら手つだってあげる。

　ただし、うまくいったら、口止め料も含ふくむってことで、お礼はたぁぁぁぁぁっぷりといただくわよ」

「わ、わかった」

　たっぷり、とゆー部分に不安でも覚えたか、多少心配げな顔で、それでも彼は首を縦たてに振ふった。

　おし。これで契約は成立。

「ならとりあえず、ぶち倒たおした奥おく様さまから──」

　──いろいろ話しを聞かせてもらう──

　そう続けるつもりでふり向いて、しかしそこであたしのことばは途と切ぎれて消えた。

　たった今、攻こう撃げき魔ま術じゆつで確たしかに吹ふっ飛ばしたはずの、ゴブリン使いの奥様。

　だがその姿すがたは、もはやどこにも見あたらなかった。

「──そんな……？　いつの間に……！」

　あたしとレカードが話をしている間にダメージから回かい復ふくして逃にげ出した、ということなのだろうが……全然そんな気配は感じなかった。

　そういえば、ゴブリンに続いて飛び出して来た時にも、彼女の気配はなかった。

「気をつけてくれ」

　呆ぼう然ぜんとするあたしに、レカードは言う。

「私の構こう想そうと違ちがって、人をコントロールしているのはゲスティスの方だ。

　つまりゲスティス自身が痛いた手でを受けていなければ、とりつかれた者に多少のダメージがあっても、痛みも感じず動き回る」

「……なるほど……」

　あたしが気配を感じなかったのも、動かしているのがそのゲスティスとかいう寄き生せい生物の方だったからか。

「で、そうすると、そのゲスティスっていうのは、どんな見た目で、人のどこに寄生してるわけ？」

　問いに彼は右のてのひらをかざし、

「てのひらより少し小さい程てい度どだな。

　厚あつめの木の葉のような形で色は灰はい色いろ。本来ならば人の後頭部にはりつき、装着者の意志に従って動くはずなのだが……」

　レカードはそこでしばしことばを途と切ぎれさせ、

「気になるのは、さきほど私を追ってきた者の頭には、それらしきものは見あたらなかった、ということだ。

　ひょっとしたら髪かみの中に隠かくれていたのかもしれんが、いずれにしても、私が当初思い描えがいていたものとはいろいろ違っているようだ」

　……ふぅむ……

「つまりは、ま、フィライに行ってみるしかない、ってことね」

　つぶやいて、あたしは遠い空へと目をやったのだった──



　山あいにあるふつうの町。

　フィライの町を目にしたあたしの感想は、それ以上でも以下でもなかった。

　ここを訪おとずれるのははじめてだが、あたしの顔を知っている人が、確かく実じつに何人かはいるはずだった。──それが吉きちと出るか凶きようと出るかはまだわからないが。

「それじゃあまず……どうします？」

　フィライの町に入ってすぐ。

　レカードは、おどおどきょときょとあたりを見回しながら、あたしに問う。

　ゲスティスに操あやつられた人の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてのことなのだろうが──その態たい度どはどう見ても彼の方が不ふ審しん者しやである。

「まずはあなたの友だちから話を聞いてみましょ。

　具体的に誰だれが、どんなふうにおかしくなったのか話を──」

　あたしのことばを遮さえぎるように。

　ひゅんっ！　と風の裂さける音！

　とっさに身を沈しずめたあたしの頭上を何かが通り過すぎる！

　ごしゃっ。

「ぐべぇ。」

　何かが崩くずれ潰つぶれる音と、レカードの呻うめきは同時に聞こえた。

　とっさに飛び退のき目をやれば──

　顔面に夏ダイコンの一いち撃げきを受けてのけぞるレカードと、通りの先、投とう擲てきの姿し勢せいを取った八や百お屋やのおばちゃん！

　今の一撃はあきらかに、あたしを狙ねらったものだった。

「──くっ！」

　八百屋のおばちゃんは、外れたと見るやスイカを手に取り──刹せつ那な迷まよってから、かわりにクルミをわしづかみにして、あたしに向かって投げ放つ！

　だがその迷いが命取り！　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ、そちらに向かって地を蹴けっている！

　飛び来たクルミはマントでうち払はらい間合いを詰つめる！

「ちくしょうっ！」

　武ぶ器きの選せん択たくミスに気づいたおばちゃんは、今度こそスイカを手に取って──

　だがもう遅おそいっ！

　駆かけ行き間合いを詰めたあたしの伸のばした手が、おばちゃんの背せ中なかに触ふれる！

「雷撃モノ・ヴオルトっ！」

　ばぢっ！

　あたしの解とき放った雷撃に、おばちゃんの体が、びくんっ！　と一つ、大きく震ふるえ、そのまま地面に倒たおれ込む！

　弱い雷らい撃げきの術じゆつである。人を死なせるほどの威い力りよくはないし、もしこのひとにゲスティスが寄き生せいしていた場合、いっしょにしびれて動けなくなるはず。

　──と、思って倒れたおばちゃんの頭の後ろを見てみるが、レカードが言っていたようなモノの姿すがたはそこにはない。

　ならば一体なぜ──

「ちょっと！　いきなり何すんのよ！」

　あたしは、倒れているおばちゃんに声をかける。たぶんまだしびれて舌したは回らないだろうが、こちらの声は届とどいているはず。

「ひとにいきなりダイコン──」

　言いかけて。

　あたしはとっさに飛び退きながら、口の中でいそぎ呪文を唱え、

「魔風デイム・ウインっ！」

　ごばぅっ！

　強風を吹ふかせる術を解き放つ！

「うっ……!?」

　呻うめいたのは、八百屋さんから何なん軒けんか離はなれた風上にある花屋さんのおねーさん！

　おばちゃんにいろいろ問い質ただそうとしたあの一いつ瞬しゆん。

　あたしは、風の中におかしなにおいを嗅かぎ取って、とっさに飛び退き、風の呪文でにおいを吹き散らしたのだ。

　魔ま道どう士しなんぞをやっていると、魔道薬や、その原材料にも触れる機会はままある。

　そんな中の一つ、マヒ性せいの汁しるを分ぶん泌ぴつするベルラシオという植物のにおいと、風に混まじったにおいとがそっくりだったのだ。

　花屋さんの店先にいたエプロン姿のおねーさんは、バラの花束を手にしたままで、あたしに鋭するどいまなざしを向け、

「よ……よく気づいたわね」

「甘あまく見ないでもらいたいわね。

　で？　一体どーゆーつもりでこんなマネを？

　答えによっては、こっちもちょっぴり手て荒あらな手を使うことになるけど？」

　店のおねーさんは答えない。視し線せんであたしと火花を散らせつつ、手にしたバラの花束をゆっくりと──

「もうよせぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　しかしその時。

　叫さけびとともに花屋さんの奥おくから飛び出して、おねーさんにしがみついたのは一人の男！

「──ちょっ……!?　マイク！」

「もうやめてくれリイザ！　きみにこんなことをさせるのも！　きみがひどい目にあうのも！　僕ぼくはどっちも耐たえられないっ！」

「……そうじゃな。こんなことは止やめるべきじゃな」

　新たな声に目をやれば、八百屋さんの奥から出てきたおっちゃんが、倒れたおばちゃんのそばに佇たたずむと、あたしとレカードに、

「本当に済すまなかった。実はわしらは──」

「……へえ。裏うら切ぎるつもり？」

　声を遮さえぎり響ひびいた声に、おっちゃんおばちゃんにーちゃんねーちゃん、全員が、びくっ！　と一つ、身をふるわせた。

　声の方へと目をやれば、一体いつの間に現あらわれたのか、通りのまん中に佇むは、赤毛で、だぶっとした黒いセーターを着た奥様！

　──これもまた、あたしの知った顔だった。

　やはり前のしごとで出会った、フィライ最強七奥様の一人。小さな投げヒモを何本も操あやつる技わざの持ち主だった。

　向こうもあたしの顔は知っているはずだが──

「う、裏切るも何も！」

　八や百お屋やさんのおっちゃんは、かすかに震ふるえる声で、それでも投げヒモ奥様に向かって言い放つ。

「クランツさんには世話になっとるし、恩おんもつき合いもある！　が、それを考えたとしても、理由の説明も何も無しに、『この人たちを倒して連れてこい』などと……！

　女によう房ぼうの奴やつはやろうとしたが……いくら賞金を出されても、やはりこんなことは人の道から外れておる！」

「……まあいいけど。もとより大した期待は──」

　投げヒモ奥様は小さな笑えみを浮うかべ──

「爆裂陣メガ・ブランドっ！」

　ずがどぁぁぁぁんっ！

　だらだら話している間に呪じゆ文もんは唱えておいた！　不意をついて放った術じゆつは、足あし下もとの地面を土ど砂しやとして吹ふき上げ、投げヒモ奥様を空中高く吹っ飛ばす！

　──いや！

　吹っ飛んだかに見えた奥様は、しかし虚こ空くうでぴたりと静せい止しした！

　……そういうことか……

　あたしは内心ほぞを噛かむ。

　相手はあらかじめ、投げヒモの一本を、近くの建物の屋根に引っかけておいて、それを引くことによって、一いち撃げきから逃のがれたのだ。

　……以前の投げヒモ奥様なら、そんなしかけをしていても、反はん応のうが間に合わずに吹っ飛ばされていただろう。

　だが、そういう真ま似ねができるようになったということは──

　考えられる答えは一つ。反はん射しや速度が上がっているのだ。

　──ゲスティスに寄き生せいされて。

「……お前のやりくちは聞いている」

　高みからあたしを見下ろして、投げヒモ奥様が言い放つ。おそらくは、あたしがぶっ飛ばしたゴブリン使い……いや、彼女に寄生したゲスティスから聞いたのだろう。

「我われ等らにとっての敵てきとなるなら排はい除じよするだけの話」

　ことばが終わるや否いなや。

　ざぁっ！

　虚空にはりつく投げヒモ奥様、その服の両ソデの中から、音すら立てて噴ふき出したのは黒い奔ほん流りゆう！

　それは瀑ばく布ふにも似にた、あり得ぬ量と長さの投げヒモ！　道を一面埋うめ尽つくし、こちらに向かって迫せまり来る！

　さすがにこの物量をかわすのは──！

　だがその時！

　あたりの空気が白く煙けむった！

『うわっ!?』

　驚おどろきの声を上げたのはほぼ全員！　視し界かいの全すべてを白が占しめ、自分の手足すら見えなくなる！

　何が起こったのか、理り解かいするよりも先に。

「……こっち……」

　またまた聞き覚えのある声とともに、現あらわれた気配が、あたしの腕うでを取り、くいっ、と引っぱる。

　──よくわかんないけど──ままよっ！

　あたしは力に逆さからわず、そちらの方へと駆かけてゆく。

　視界がゼロに近い中、あたしを導みちびく力は、しかし迷まようことなく駆け進み、やがてどれほど走った頃ころか。

　突とつ然ぜん、視界がひらけた。

「どうやらまいたようだな」

　言ったのは、レカードの腕うでを引っ張ぱる、知らない顔の少女。歳としと背せ丈たけはあたしと同じくらいだろうか。金きん髪ぱつでやや細身だが……出ているところはちゃんと出ている……くそー。

　そしてあたしの腕を引っ張っていた──こちらには見おぼえがあった。

　黒くろ髪かみで大きな瞳ひとみをした、まだ若わかい奥おく様さま。フィライ最強七奥様の一人、たしか名前は、アイ、とか呼ばれていたよーな気がする。

　相手の靴くつの中に煮にこごりを入れるとゆー、ビミョーながらもしんそこイヤな攻こう撃げきをしかけてきて、あたしに倒たおされたのだ。

　助けてくれた……のだろうか。とすると、ゲスティスには寄き生せいされていないということだろうか。

　金髪の少女は、あたしに向かって、にまりっ、と不ふ敵てきな笑みを向け、

「しかしリナ＝インバース、まさかお前が関かかわって来るとはな。つくづく縁えんがあるな」

「あたしを知ってる……ってことは、ひょっとして、あんたも七奥様の一人!?」

　その見た目で!?　という部分は呑のみ込こんで問いかける。

　七奥様のうち、あたしが相手の顔を見ないままだった人が三人ばかりいる。金髪はそんな一人だと思ったのだが──

　金髪は不満げに眉まゆをひそめると、

「おいおい。まさかこの私のことを忘れたのか？　あれからそう経たってもおらぬというのに、随ずい分ぶんと薄はく情じような話だな」

　……口ぶりには、どこか覚えがあるのだが……

　とまどうあたしを見て、アイは金髪に目をやり、

「……ミューデさん……それ無理……前とメイクが違ちがう……」

「うむ。そう言えば、前は気合いの入った化け粧しようをしていたか」

「──あんた──！」

　二人の会話に、あたしはようやく金髪の正体を悟さとって声を上げた。

「まさか、厚あつ化げ粧しよう奥様!?」

　かつて戦った奥様の中に、その身に厚い白粉おしろいを纏まとい、姿すがたを自由に変える者がいた。

　男も女も変へん幻げん自じ在ざい。時には岩にすら姿を変えてみせたのだ。

　よく考えてみたら、結局、素す顔がおを見なかったような気がするが──そうすると、この人がそうなのか。

　さきほどあたりを覆おおって視界を閉ざした白い霧きりも、彼女が撒まいた、香かおりおさえめの白粉だと考えれば説明がつく。

　彼女は、不敵な笑みを浮かべてみせて、

「厚化粧とは失礼だな。この私にはリリアム＝ミューデという立りつ派ぱな名があるのだがな。

　ただしこの顔も、薄うす化げ粧しようではあるが素顔ではないが。

　ところで──」

　と、真顔に戻もどり、

「この町ではしばらく前から、知人たちや町の実力者たちの行動がおかしくなっていてな。

　この私とアイーシャさんは今のところ難なんを逃のがれているのだが」

　話の流れからして、アイーシャというのは煮こごり奥様アイさんのことなのだろう。

「……何か知っているのだろう？

　さきほどは、ゲスティス、とか言っていたようだが」

「──実は──」

　問われてあたしは全てを話す。ゲスティスのこと。レカードのこと。

　話をすべて聞き終えて。

「成る程ほど。そういうことだったか」

　レカードにヘッドロックをかけつつミューデが言えば、アイーシャも、レカードの靴くつのすき間に豚ぶたの煮こごりを詰つめ込みながら、

「……それで……おかしくなった人たちの数が一定以上に増ふえないんですね……」

　二人のことばにレカードも、

「うむ。ゲスティスに自じ己こ増ぞう殖しよくの機き能のうはない。いや、ないはず、と言った方が正せい確かくか。

　暴ぼう走そうしている時点で、設せつ計けいにどこか狂くるいがあったことは認みとめざるを得んからな。ところで本気で痛いたくてぬるぬるしてへこみそうなので、そろそろ勘かん弁べんしてほしいのだが」

「だいじょーぶ。好きなだけへこんでいーから」

　あたしはレカードをそうなぐさめると、ミューデたちに、

「そういえば、さっきの人たちの話だと、あたしとレカードをボコって、クランツ、とかいう人の所へ連れてこい、っておふれが町じゅうに出てるみたいだけど──

　たぶんそのクランツって人も、ゲスティスに寄き生せいされてるんだろうけど、どういう立場の人なの？」

　問えばミューデはむずかしい顔で、

「町の顔役、といったところか。良い意味でも悪い意味でもな。

　ただ、当人にその生き物が寄生しているかどうかはわからんぞ。

　クランツさんは極度の恐きよう妻さい家かでな。そしてその妻つまこそ、我われ等らフィライ最強七奥様の一人たる、マリサ＝クランツ」

「なるほど……そっちが寄生されてて、旦那だんなを操あやつってる、って可か能のう性せいもあるのね」

「そういうことだ。

　しかし気になるのは──

　その生き物は相手の後頭部に貼はり付く、ということだったが……誰だれかの頭にそんなものが貼り付いている所など、少なくともこの私は見たことがないぞ」

「……私も……」

　とアイーシャもうなずく。

「……って言ってるけど、そこらへんどうなの？」

　あたしに話を振ふられて、ヘッドロックをかけられたままのレカードは、

「ごめんなさいそろそろ頭が砕くだけそうなので許ゆるしてほしいのだが、おそらく髪かみの中に隠かくれているのだろう」

「……シャンプーの時、邪じや魔まになりそう……」

　アイーシャの感想にはあたしも同感。

「とにかく、そのクランツ、って人の所へ行くのが一番話が早そうね。よかったら案内してくれる？」

「案内？　冗じよう談だんを言うな」

　あたしのことばに、しかしミューデは不満げに、

「ここは共に戦う所だろう。

　仲間がおかしな生き物に寄生されていると知った以上、あとのことを他人に任まかせ、おめおめ見み過すごすわけにはいかん」

「……私も……戦います……」

　あたしを見つめる二人の瞳ひとみに、揺ゆるがぬ決意。

「──わかったわ──」

　対するあたしも大きく一つ、うなずいて、

「みんなの力でこの町を、ゲスティスの呪じゆ縛ばくから解とき放つのよ！」

　今。

　ひざから下を煮にこごりでねちょねちょにされ、ヘッドロックをされたままぐったりとなったレカードを除のぞく全員が、心を一つにしたのだった。



　クランツとかいう男の家は、町の中心からは外れた所にあった。

　広い敷しき地ちを高い塀へいがぐるりと囲み、鉄の門の前には強面こわもての門番二人。

　その門番たちに向かって。

「……命令された二人を連れてきた」

　言ったのは、あたしとレカードをしばり上げて連行した投げヒモ奥おく様さま──そっくりに化け粧しようしたミューデ。

　もちろんあたしとレカードは、本当に縛しばられているわけではなく、それらしく見えるように、体のまわりに縄なわを回しているだけである。

　……それにしても……ミューデの化粧する所をはじめて見たのだが、目まの当たりにしてさえ、どういう技わざでメイクしているのかがぜんぜんわからなかった。

　さまざまな化粧道具やらカツラやらを両手の指の間にはさみ、自分の頭上から、ブレンドした白粉おしろいをかぶって──ひろがりかけた白粉が一いつ箇か所しよに集まると、そこにはもう、投げヒモ奥様の姿すがたになったミューデが立っていたのである。

　当人いわく、『慣なれと、ちょっとしたコツさえ掴つかめば誰にでもできる』そーだけど、無理です。それは。

　ともあれ。

「そっちのは？」

　門番がしぐさで指したのは、同行したアイーシャ。

　聞かれてミューデは平然と、

「……捕つかまえるのに協力してもらいました。そのぶんの礼が欲ほしいと」

「話は聞いている。玄げん関かんからではなく、右手の通用口から入れ」

　門番はあっさり言うと門を開けた。

　緑の芝生しばふに繁しげる庭木。石いし畳だたみのエントランスが続く先には白はく亜あの屋や敷しき。

　石畳をしばらく歩いた背はい後ごで、門の閉しまる重い音。そして。

「……やはり来たか」

　響ひびいた声は、投げヒモ奥様のものだった。

　もちろん──本物の方の。

　庭木の陰かげから、物陰から。あたしたちをとり巻まいて、わらわら姿を現あらわしたのは、十数人の男たちと、女が二人。

　女二人は最強奥様のうち、投げヒモ奥様とゴブリン使い。

　投げヒモ奥様は薄うすら笑いをあたしたちに向けて、

「動きの早さはほめてあげるけど……あの状じよう況きようなら、誰が手助けしたのか推則するのは簡かん単たんだし、そうなるとあなたたちが手を組むことも想そう像ぞうできる……なら逃にげるそぶりを見せて要所を突つく策さくも読むのは簡単」

　ま、それはそうだろう。

　だからこそ。

　こっちは、読まれることも読んだ上！

「風波礫圧破デイミルアーウインっ！」



　ごばぁんっ！



　あたしがあらかじめ唱えておいた一いち撃げきは、空気をはじけさせ烈れつ風ぷうを生み、石畳や庭木の木の葉を吹ふき散らし、そちらにいた男たちと、ゲスティスにとりつかれた奥様二人を吹っ飛ばす！

　もちろん、そちらにいなかった男たちに被ひ害がいはないが──

　あたしは、身に纏まとっていたナワをふりほどくとまわれ右。無事だった男たちをにらみすえて、口の中で次の呪文を唱えはじめる！

　逃げるべきか、戦うべきか。一いつ瞬しゆんの迷まよいを見せる男たち。うち数人が逃げ出して──

　あたしの呪文が完成する！

　そのまま再ふたたびまわれ右！　そこには予想した通り、ゲスティスに操あやつられているせいで、体のダメージをものともせずに、身を起こしている奥様二人！

　そこに──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　ここききききぃぃぃぃぃん！

　あたしの放った十数すう条じようの冷気の矢が突き刺ささる！

　声すら上げずに全身を凍こおり付かせる奥様二人！　もちろんこうなれば、とりついたゲスティスもどうしようもあるまい。

　あとでちゃんと溶とかすから、今はかんべんしてもらおう。──カゼくらいはひくかもしれないが。

「このアマっ！」

　あたしが背せを向けた今が好機と見てとってか、残る男たちのうち数人が、あたしに向かって地を蹴けった！

　だがその時！

　アイーシャが動いた！

　素す早ばやい動きで男たちの間を駆かけ縫ぬって──

「……私……目がいいのが自じ慢まんなの……」

　立ち止まったアイーシャがつぶやいた、そのとたん。

『ぐぅわっ!?』

　男たちが悲鳴を上げてうずくまる。

　アイーシャはそちらをふり向きもせず、

「……相手の視し線せん……筋きん肉にくの動き……全部を見切って動けば……すれ違ちがいざまに、相手の靴くつの中に煮にこごりを入れることは簡単……」

　基き本ほんそんな芸風なんかっ!?　あんたはっ！

　スゴい技ぎ術じゆつのその割わりには、攻こう撃げき力りよくと呼よべるよーなものはないが……

「ぐわぁぁぁっ！　靴の中がっ！　ねちゃねちゃするっ！」

「……だめだ……死のう……」

「靴下が……娘むすめからの誕たん生じよう日びプレゼントの靴下が……」

　煮こごり攻撃を受けた男たちのことごとくは、倒たおれ伏ふしたままわめきもがいたり、へこんでぶつぶつつぶやいたり。いずれにしても、もはや戦せん列れつ復ふつ帰きは望むべくもない。

　……なんだかきいてるなぁ……攻撃……

　残る連中は、もはや闘たたかいを続けても勝利は無いと悟さとってか、あるいは靴の中をねちゃねちゃにされるのがイヤだったか、きびすを返して逃げてゆく。

「──さて。それじゃあ──」

　言って眺ながめる視線の先には白はく亜あの邸てい宅たく。

　おそらくそこは、いまやゲスティスたちの牙が城じようと化しているはずだった──



「さて。ではどこから攻める？　リナ＝インバース」

　邸宅の玄げん関かんを前にして、金きん髪ぱつ少女っぽい姿すがたに戻もどった──いや、なったミューデはあたしにそう問いかけた。

「門番は『右手の通用口から入れ』と言っていた。

　無む論ろん、意味のない言葉なのかもしれんが、第一陣じんが突とつ破ぱされた時のことを考えてのことかもしれん。

　もしもそうなら、相手はどこで待ちかまえている？　玄関か？　通用口か？　どう読みどう攻せめる？」

　むろん、あたしの答えは決まっている。

　玄関をそれて左に回り、適てき当とうなあたりの壁かべに手をつくと、ここに来るまでに唱えておいた呪じゆ文もんを解とき放つ！

「黒魔波動ブラウス・ウエイブ！」

　ごがぁっ！

　轟ごう音おんとともに、あたしの触ふれていたあたりの壁が崩ほう壊かいする！

「ここから侵しん入にゆう！」

　宣せん言げんとともにあたしは、壁に開いた大おお穴あなをくぐる。

　来客用の部屋だろうか。整えられてはいるものの、あまり使われていないっぽいベッドに小さな書き物机づくえがある。

　あたしは次の呪文を唱えつつ、部屋を横切り、後続のみんなを手で制せいしてからドアを開ければ、そこは廊ろう下か。

「いたぞ！」

「西の客間だ！」

　顔を出したあたしを見つけ、廊下の右手から誰かの声。応こたえて足音が、右から左から近づいて来て──

「火炎球フアイアー・ボール。」

　そこであたしは唱えておいた呪文を発動。生みだした光の球を、ぽいっ、とほうり出してから、ばたんっ、とドア閉しめ身を引いて。

　名前の通りの術じゆつである。放った光球が何かに触ふれると、とたんにはじけて──

　ずどんっ。

　爆ばく音おんとともにドアが揺ゆれる。

　開けて覗のぞけば、そこここに倒れた男たち。直ちよく撃げきではなく、廊下を吹ふき抜ぬけた炎ほのおでコゲたのだ。命に別べつ状じようはないと思うが。

　飛び出して、向かうは玄関の方。

「──ええいっ！　ひるむな！　行けっ！」

　向かう先から聞こえて来るのは、誰かを叱しつ咤たする男の声。

　とはいえ、今のあたしの一撃を目にして、命じられるまま突つっ込こんで来るほどムチャな奴やつはそうそういない。おそらく大半の連中は、命令している相手に向かって、そう言うならお前が行け、と、心の中で叫さけんでいるだろう。

　そのうちに、あたしたちの方が先に、玄関ホールへとたどり着き──

「爆煙舞バースト・ロンドっ！」

　ちゅぼぼぼぼぼぼぼっ！

『うわわわわわわわわわわわわわわわわわわっ!?』

　あたしが放ったのは、ほとんど殺さつ傷しよう力りよくのない、小さな火球をいくつもまき散らす術。

　髪かみをコゲさせる程てい度どの威い力りよくしかないが、見た目が派は手でなこけおどしは、浮うき足だった相手にはよく効きく！

　居い合あわせた連中の多くが、悲鳴を上げると算を乱みだして散ってゆく！

「貴き様さまら！　逃にげるな！　戦え！」

　悲鳴に近い叱咤の声に視し線せんを上げれば、玄関ホールを見下ろす二階のテラスに佇たたずむ人ひと影かげは三つ。

　服ふく装そうから見て、左右の二人が護ご衛えい、そしてまん中の一人がおそらく──

「あなたがクランツさん？」

　問えば男は顔を引きつらせる。

「何かに操あやつられてるのか奥おくさんの言うことを聞いてんのか、どっちなのか知んないけど、もし奥さんの言うこと聞いてるだけだったら、ここはあたしたちに手を貸かした方がいーわよ。

　もうすぐあたしたちが奥さんを正気に戻もどすから。そうなった時、今のうちにあたしたちに協力しといた方が波風立たないと思うけど？」

「ふ……」

　説得に、クランツは表ひよう情じようを大きく歪ゆがめ、

「ふ……ふはははははは！　笑わせるな！　もとに戻す、だと!?」

　狂くるったような哄こう笑しようをはじけさせ、

「それではまるで、もとのあいつがまっとうな人間のように聞こえるぞ！」

　……うわぁ……

「確たしかに！　おれの妻つまマリサは、ゲスティスと自じ称しようする何かにとりつかれ、人じん格かくが大きく変わっている！

　だが！　そうなってはじめて！　おれは伴はん侶りよと過すごす幸せというものを知ったのだ！

　それをもとに戻すなど……許ゆるせん！　絶ぜつ対たいに！」

　目を血走らせて言い放つ。

　……結けつ婚こんで苦労する人とゆーのは、男女を問わずにいるもんだけど……このひとの必死さからすると、そーとーにアレな奥さんだったよーである……

　とはいえこちらも、そーゆーことならお幸せに、と引き下がるわけにもいかない。

　もしも何かでゲスティスが、もっともっとえらい人──たとえば王おう侯こう貴き族ぞくなどに寄き生せいしたなら、一体何が起きるのか、予想もつかないのだから。

　どーやらクランツ自身は寄生されてはいないようだが、自分の意い志しかゲスティスの要よう請せいか、町の人たちに半はん強きよう制せいして、あたしとレカードを狩かろうとしたことは事実。

　ならば同情の余よ地ちはない。

「……話し合いは決けつ裂れつっぽいわね……」

「もとよりそちらは──いや、こちらも力ずくのつもりだろうが！　話し合いなど試みるだけ愚おろかというものだ！

　行け！　お前たち！」

　命令に、クランツの両りよう脇わきに控ひかえた男二人が、テラスの手すりを飛び越こえて、降おり立つと同時に、あたしたちの方へと駆かけてくる！

　──速い！　ゲスティス憑つきか!?

　あたしの呪じゆ文もんは間に合わない。が。

「甘あまい！」

　ミューデが吠ほえると同時に大気が白く染そまる！

　無む臭しゆうの白粉おしろい煙えん幕まくか！

　いくらゲスティスが寄生した人間の運動能のう力りよくが上がるといっても、視し覚かくなどの五感は人のもの。

　白はく霧むの中であたしの呪文が完成し──

「何をやっている！」

　少しずつではあるが薄うすれ行く白の中、響ひびいたのはクランツの声だった。

「逃にげたぞ！　奥だ！」

　反はん応のうして、護ご衛えいの二人はきびすを返すと白を抜ぬけ、ホールから屋や敷しきの奥へと続く廊ろう下かの方へと駆けて──

　しかしそこに、あたしたちはいない。

　あたしは男たちの背せを追って、白の中から駆け出すと、唱えた呪文を解とき放つ！

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　ここききききぃぃぃぃぃん！

　冷気の矢の洗礼に、氷の彫ちよう像ぞうと化す男二人！

「……な……？　馬ば鹿かな……今……？」

　響いたのが自分の声だと悟さとったか、テラスの上でクランツが驚きよう愕がくの声を漏もらす。

「自分の声が聞こえたか？」

　からかうようなクランツの声での問いかけは、ひろがる白の中から聞こえた。

　白霧がみるみる一点に集まって──

「この私が変えられるのが、外見だけだと思ったか？」

　セリフの途と中ちゆうで、声は、クランツのものから女のそれへと変わる。すなわち、ミューデのものへ。

　不ふ敵てきな笑えみで佇たたずむミューデは、挑ちよう戦せん的なまなざしで、

「声やことばもおしゃれの一部。メイクに凝こって究きわめたこの私が、声にこだわらなかったとでも？」

　そのわりに口ぶりは、あんましおしゃれっぽくないが。

「く──くそっ！」

　きびすを返して奥おくへと姿すがたを消すクランツ。

　もちろん逃がすつもりはないっ！　あたしたちはホールの端はしにある、テラスへと至いたる階かい段だんを駆け上がる！

　クランツを追って、奥に続く通路へと──

　駆け込もうとして、足を止める。

　通路の先に立ちふさがるは、白いドレスの女が三人。

　無む造ぞう作さに立ってはいるものの、その身に纏まとうは苛か烈れつな鬼き気き。

「──気をつけろ──」

　こくりっ、と一つのどを鳴らし、ミューデはあたしに低く言う。

「フィライ最強七奥様のうち三人──真ん中の銀ぎん髪ぱつがマリサだ。全員寄生されていたか」

　声が孕はらんだ緊きん張ちようが、相手の力を示しめしていた。

　……というか、ミューデとアイーシャ、二人の武ぶ器きは化け粧しようと煮にこごり。あまり直ちよく接せつ戦せん闘とうには向いてない。

　あたしは三人から目を離はなさぬまま、

「それぞれの武器は？」

「陰かげ口ぐち、クレーム、旦那だんなの権けん力りよく」

　……まあ……ご近所づきあいを大切にする奥様方にとっては大きな武器だけど。

　とりあえず、直接の戦いに向いた力ではなさそうである。

　思ったとたん。

　白い奥様三人の姿が急に大きくなる！

　ほとんど予よ備び動作無しのダッシュで、一気にこちらとの距きよ離りを詰つめて来たのだ！

　しかも三人全員あたし狙ねらいっ!?

　とっさに後ろに跳とんで距離を取ろうとするが、相手はゲスティスに寄き生せいされて速度が上がっている！

　呪文の詠唱はとうてい間に合わない！　正面と右と左からくり出される打だ撃げきの、一撃二撃はしのいだものの、左の腕うでを掴つかまれる！

　まずいっ！

　なんとかふりほどこうとするが、速さのみならず力も上がっているのか、相手の手はあたしの腕をがっちり掴つかんで放さない──どころか、左に注意を向けたスキに、反対がわから右の手も捕つかまえられる！

　しまった！

　正面の銀髪、マリサがあたしに迫せまり──

「……リナさん危ない……！」

　とっさに動いたのはアイーシャ！　奥様三人の注意があたし一人に向いているスキに、流れるように駆かけ抜けて、奥様三人の靴くつの中に煮こごりを満たす！

　──ってンなわけのわからん援えん護ごはいらんっ！

　胸むねの裡うちでツッコミを入れた、だがその瞬しゆん間かん！

　ぴぃぎゅいいいいぃぃぃぃぃッ！

　あたしのことを突つき放し、決して人には上げられぬ悲鳴を上げて、突とつ如じよ奥様三人が踊おどりもがく！

　もがいて脱ぬげた靴の中から、はね回り出たのは、煮こごりまみれの灰はい色いろの葉っぱ！

「ゲスティス!?　そんな所に!?」

　後ろでレカードの驚きよう愕がくの声。

「頭の後ろじゃなかったの!?」

　問うあたしに、彼は興こう奮ふん気ぎ味みの口ぶりで、

「私の設せつ計けいではな！　だが実じつ際さいは、自らが傷きずつかないよう、足の裏うらに寄生して、そこから伸のばした神しん経けい糸いとで宿主を操あやつっていたのだ！

　おそらく靴の中に入った煮こごりのせいで、神経伝達が阻そ害がいされたのだ！

　アイーシャさん！」

「……はい？」

　レカードは、特に意味もなく、屋や敷しきの奥の方を指さして、

「あなたの煮こごりで、この屋敷にいる人々の靴の中という靴の中をねちゃねちゃにしてくださいっ！」

「……わかりました……」

　要よう請せいに、彼女はにっこりと天使の笑えみを浮うかべると、ロングスカートの下から、煮こごりがみっちゃり詰まっているだろう革かわの袋を、いくつもいくつもいくつもいくつも取り出したのだった──



「確たしかに──これで全部だ」

　並ならんだ葉っぱの数を確かめて、レカードは、大きく一つうなずいた。

　弱点がわかってしまえばどうということはない。

　闘たたかい──いや、駆く除じよは、ぐだぐだのうちに一方的に終わった。

　ゲスティスに寄生されていた人たちの運動能のう力りよくは、格かく段だんにはね上がってはいたものの、アイーシャの、生きとし生ける者全すべての靴の中に煮こごりを詰め込こもうという執しゆう念ねんの前には、敵てきではなかったのだ。

　老いも若わかきも男も女も。ゲスティスに寄生されている人もそうでない人も。

　牛の。豚ぶたの。鶏とりの。あるいは魚の。

　アイーシャの煮こごりコレクションの中から、相手の年ねん齢れい、性せい別べつ、容よう姿しなどに合った煮こごりを靴いっぱいに詰め込まれ──

　ゲスティスたちは、いともあっさり敗れ去った。

　あとはただ。

　力尽つきたゲスティスたちと、じゅうたんの奥までねちょねちょになった煮こごりくさい屋敷と、めそめそ泣いてるクランツ。

「……ううっ……女によう房ぼうはもとに戻もどるわ屋敷の中はねちょねちょだわ……一体おれはどーすれば……」

「きっとだいじょーぶよ」

　落ち込み倒たおすクランツに、あたしは気楽に声をかけた。

「……何の根こん拠きよがあって……？」

　問いにあたしは笑顔のままで、レカードを指すと、

「こうなった元げん凶きようのレカードさんが、きっといろいろ責せき任にん取ってくれるはずだから」

「え……えええええっ!?

　ち、ちょっと待てリナくん！　依い頼らい人にんの私を売る気か!?」

「まさかぁ」

　あたしはぱたぱた左右に手を振ふり、

「オトナなんだから、自分のやったことには責任持たなくちゃあ、とは思いますけど、依頼料を受け取って契けい約やく終しゆう了りようするまでは、依頼人は依頼人。

　それを売ったりしませんって。

　──ということで──」

　と、あたしは笑顔のままで、クランツに目をやり、

「ここで誰だれかが依頼料を立て替かえてあたしに払はらってくれれば、その時点で依頼は終了。

　こんなバカ騒さわぎを起こした人を守る必要もなくなるわけで」

「……なるほど」

　あたしの言わんとするところを察して、クランツは、ゆらりっ、と──いや、煮にこごりまみれの粘ねばりの中で、にちゃりっ、と立ち上がる。

　引きつった笑みに浮かぶは狂きよう気きか鬼き気きか。

「ならその依頼料、おれが今すぐ立て替えよう」

「え……えええええっ!?」

　レカードは、助けを求めてあたりをきょときょと見回すが──

　むろんのこと。

　こんな事じ件けんを引き起こしたその元凶に、救いの手をさしのべる義ぎ理りのある者など、誰一人としていないのだった──



　事件は終わった。

　クランツが立て替えた依頼料を受け取ると、ソッコーその場をあとにしたあたしには、レカードがあのあとどうなったのかはわからない。

　一人で屋敷じゅうの掃そう除じでもさせられているのか。あるいはこっそり、クランツから、奥おくさんの人じん格かく改かい造ぞう計画を持ちかけられてでもいるのか。

　いずれにしても、はっきりしているのは、フィライの町に再ふたたび日にち常じようが戻もどったことと──

　そして、あたしの服や靴くつに、しばらく煮こごりのにおいが染しみ着いていたことだけだった──



（殲滅！　謎の寄生生物！：‥おしまい）



    

  
    
      
　あとがき


作者　＋　Ｌ　　



作：‥まいどどーもっ！

　　とゆーわけで、スレイヤーズすぺしゃる三十一ならぬ、スレイヤーズすまっしゅ。第一巻、『獅し子しの試練を乗のり越こえて』をお送りしますっ！

Ｌ：‥シリーズタイトルが変わった理由は、『すぺしゃるのあとがきは作者の血で汚よごれすぎたから』ね♪

作：‥そんな血なまぐさい変更理由があるかぁぁっ！

　　ふつーにアニメ合わせでの変更っ！

　　さすがにこう巻かん数すうを重ねると、作者もあとがきとか書いてて、『はて次は何巻じゃったかいのぅ』と思うこともしばしば！

Ｌ：‥……ソレはさすかせにどーなのか。作者として。

作：‥ともあれ小説でこの巻数は、新しん規きの人は入って来にくいだろーと。

Ｌ：‥なるほど。で、『すまっしゅ。』の名前の由ゆ来らいとかは？

作：‥いやぁ……編集部さんと作オ者レとでいろんなタイトルを出し合って、そんな中からなんとなく、って感じだったんだけど。

　　作オ者レなんかにタイトル考えさせるから、変な候こう補ほとかも出ちゃって。

Ｌ：‥あー……作者あんた時々、変なタイトルつけよーとするしなぁ……

　　で、たとえばどんなの出したの？

作：‥スレイヤーズ三さん塁るい打だ。

Ｌ：‥なんでやのん。

作：‥ちょっと待て落ち着け。真顔でパイプいすふり上げるな。結局は『すまっしゅ。』になったんだし。

　　三塁打ってのにはちゃんと理由があってだな。

　　ほら。評判が良いものをヒットって言うじゃないか。

　　けど好評祈き願がんで『ヒット』を使うのはまんまだし。ちょっとひねって。

　　三塁打くらいの評判になればいいなー、そんな思いを込めながらっ！

Ｌ：‥じゃあもういっそ『ほーむらん』とかでいいじゃん。気持ちなんだし。

作：‥いやさすがにホームランはおこがましいかと。

　　かといって『スレイヤーズ一塁打』とか『スレイヤーズ送りバント』とかだと、やる気ないのか、ってことになりそうだし。

　　バランスを取って三塁打。

　　ほら！　納なつ得とくいく理由だった！

Ｌ：‥何をどぉ言ったところで、シリーズタイトルとしてはダメダメだけど。

作：‥……しくしくしくしく……

　　け、けどまあとにかく、『すまっしゅ。』をよろしくお願いします。

　　あ、それと。

　　新装版のあとがきでもちょっとお知らせしてますけど、シリーズタイトル変更に合わせて、今までの『すぺしゃる』の中からのベスト・セレクション版のよーなものを出す予定です。

　　でもって、その収録作を読者投票で決めよう、とゆー企画が現在進行中！

Ｌ：‥ま、収録作全部を投票で決めるんじゃなくて、全五巻予定のうち半分くらいは編集さんと作者によるセレクションになるんだけど。

　　ハガキの他にもネットやケータイサイトを利用しての投票も可！

　　とゆーのを計画中っ！

作：‥あ。そうそう。念のため。

　　この本が出て、ちょっと時間が経たってから手に取ってくださった方たちへ。

　　これはあくまでも○八年の話ですのであしからず、です。

　　くわしい投票方法は、今後発売のドラゴンマガジンやサイトをごらんください。

Ｌ：‥みんなで『○巻あとがき』『超巨大あとがき』とかを連投してくれればっ！　一冊まるまるあとがき集、なんて夢のよーなのもできるかもっ！

作：‥……それは本として果たしてどーなのか……？

　　ともあれセレクションともども、このスレイヤーズすまっしゅ。の方も、今後ともご愛あい顧こ願えれば、です。

Ｌ：‥ではそんなこんなで、またお会いしましょー♪





あとがき：‥おしまい



    

  
    
      






　　初　出



獅し子しの試練を乗り越こえて［前編］　　月刊ドラゴンマガジン２００７年３月号

獅子の試練を乗り越えて［後編］　　月刊ドラゴンマガジン２００７年４月号

ゴート・ライダーズ［前編］　　　　月刊ドラゴンマガジン２００７年５月号

ゴート・ライダーズ［後編］　　　　月刊ドラゴンマガジン２００７年６月号

木々の間はざまに潜ひそむもの［前編］　　　　月刊ドラゴンマガジン２００８年１月号

木々の間に潜むもの［後編］　　　　月刊ドラゴンマガジン２００８年２月号

スレイヤーズすまっしゅ。

殲せん滅めつ！　謎なぞの寄き生せい生せい物ぶつ！　　　　　　書き下ろし
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